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なかがき









　　　幕間　葬送の鐘が鳴る　～One day,we promised as～







　廊下の天てん井じように埋め込まれたスピーカーから、重苦しい鐘かねの音ねが響ひびいた。

　ルジュナ・ジュレは闇やみの中に足を止め、束つかの間ま、目を閉じた。

　若い頃ころにキリスト教に改宗した故人の意志を汲くんで、葬そう儀ぎの一切は西洋式で行われることになった。ヒンズー教徒とイスラム教徒が大半を占めるシティ・ニューデリーにおいては数えるほどしか存在しないカトリックの教会が式場に選えらばれ、葬儀の開始を告げる鐘の音は公共のスピーカーを通してシティのあらゆる場所に届けられた。

　ニューデリーの戦後復旧に尽くした、偉大な指し導どう者しやの最さい期ご。

　一般の市民に対して、その死の理由は「ウイルス性の肺はい疾しつ患かん」と説明された。

　大戦終結の少し前から急ピッチで建造が進められていた情報制せい御ぎよ型がた永久機き関かん、通称「マザーシステム」は、半月前にようやく完成を見た。シティの全域に張り巡らされたエネルギー循じゆん環かん網もうのチェックも完了し、全すべての準備は整った。

　魔ま法ほう士しの脳を中ちゆう枢すうとし、シティの機能を永久に維持する、文字通りの魔法の装置。

　そのコアに志し願がんしたのは、ニューデリー臨りん時じ政府の代表者である、ルジュナの父親だった。

　──母かあさんとアニルを、頼たのむ。

　月並みで、代かわり映ばえの無い、星の数ほどありふれた父の最さい期ごの言葉だった。引ひき留とめるルジュナの声はとうとう届かず、父は軍病院の手術室で脳を切り刻まれ、マザーコアとしてその生しよう涯がいを終えた。

　ニューデリーの市民は、シティ機き能のうの回復と自分達の指し導どう者しやの死を同時に知った。

　公式には病死とされた彼の葬そう儀ぎは、もう間も無く、全すべての市民が見送る中で盛大に──

「……何が葬儀よ……」

　吐き捨てるように呟つぶやいて、照明の絶えた廊下を歩き出した。静かな靴音は強化コンクリートの壁かべに幾いく重えにも反はん響きようし、巨大な塊かたまりとなって頭上からのしかかってくるようだった。

　空からっぽの棺ひつぎを空っぽの墓はかに納める、マザーシステムの存在を隠すためだけの空っぽの葬列。

　ニューデリーの全ての市民が何も知らずにそれを見送るのだと思うと、滑こつ稽けいなのを通り越して虚むなしくすらあった。

　一般の市民に真実を知らせてはならないと、そう主張したのは他ほかならぬルジュナの父自身だった。自分達が誰だれかを犠ぎ牲せいにして生き永らえたのだと、そしてこれからも誰かを犠牲にし続けなければ生きていけないのだと、そんなことを知ったところで何の役にも立ちはしない──そう呟いた父の言葉は、そのまま彼の遺ゆい言ごんになった。他のシティがそうであるようにこのニューデリーにおいても、マザーシステムとコアの正体は公式記き録ろくから抹まつ消しようされ、その一切が最さい高こう機き密みつとして一般市民には秘ひ匿とくされた。

　マザーシステムの起動実じつ験けんが成功したその日の夜、ルジュナは自治政府の管理部に赴おもむき、自分の市民ＩＤを抹消した。

　たとえそれが父の意志でも、それによって数え切れない人々が救われたのであっても、父を殺したこの街に住み続けることは出来なかった。

　……後一時間、か……

　管理部の担当官は何も言わずに、ＩＤの抹消手続きを淡たん々たんと進めてくれた。ルジュナにはシティからの退去のために、三日間の猶ゆう予よが与えられた。期限は今日きようの昼十二時。それを過ぎれば、不法滞在者として警けい備び部ぶの兵士に容よう赦しやなく処分される。

　すでに官舎の自室は引き払い、旅立ちに必要な準備は全て終えた。

　手配しておいたフライヤーの出しゆつ立たつまで、後一時間。

　その一時間で、ルジュナには一つだけ、やらなければならないことがあった。

　……ここね……

　廊下の突き当たりで立ち止まり、木もく目め調ちようのドアをじっと見つめた。細く深く息を吐き、右手の甲で扉を叩たたいた。

「兄にいさん、いますか？」

　五秒待っても答えが無いのを確かく認にんし、ドアノブに手をかけた。ここにいるのは分かっている。呼ばれても返事をしないのは、子供の頃ころから変わらない、何かに没頭しているときの兄の癖くせだ。

　ゆっくりとドアを押し開け、暗い室内に足を踏み入れる。

「……兄にいさん」

　卓上ランプのほのかな明かりに照らされた、暗い執務室の中央。

　アニル・ジュレは応接用のソファーに腰を下ろし、テーブルの上に広げた膨ぼう大だいな紙の資料を見つめていた。

「おや……ルジュナですか」

　怒りに震ふるえるでもなく、悲ひ嘆たんにくれるでもない。いつもと何も変わらない穏おだやかな声でアニルはルジュナの名を呼んだ。少しだけ顔を上げてこっちに小さな笑えみを向け、また、視し線せんをテーブルの資料に戻した。

　その姿に、喉のど元もとまで出かかった言葉を飲み込んだ。

　父が死んだあの日の、暗い怒りに沈んだ兄の顔が、脳のう裏りに浮かんでいた。

　マザーコアとしてシティのために犠ぎ牲せいになるという父の言葉に、誰だれよりも反対したのはアニルだった。あなたが死ぬ必要は無い、誰かを犠牲にしなければならない世界など狂っていると、最後の最後まで兄は説得を諦あきらめなかった。その言葉はついに届かず、父は手術室で人生の最さい期ごを迎え、そして兄は、かつて父の執務室だったこの部屋に籠こもった。

　兄がこのシティに対して復ふく讐しゆうしようとしているのではないかと、ルジュナは恐れた。

　ここに来たのは、共にシティを出ようと、兄を説得するためだった。

　残された父の遺い品ひんを持って、この街を出よう。ニューデリーの軍事官僚として生きた過去は捨てて、シティの外で暮らす母の所に行こう。ずいぶん昔に父と別れた母だが、今の自分達ならきっと受け入れてくれる。飛ひ行こう艦かん艇ていの修理工房をやっているという母と一いつ緒しよに暮らして、どこかに自分達のためだけの、父の墓はかを作ろう。

　シティのことも、マザーシステムのことも、全部忘れて静かに暮らしましょう、と──

　用意していたその言葉を、しかし、ルジュナは口にすることが出来なかった。

「……何を、してるの？　兄さん」

　声の震えを抑えて、問うた。

「はい、少し調しらべ物ものを」

　アニルは穏やかその物の声で答え、今度こそ立ち上がった。

　その手に一枚の紙が揺れているのに気付き、ルジュナは視線をそちらに向けた。アニルは「どうぞ」と笑い、何かのリストらしい紙をルジュナに差し出した。

　受け取った資料を両手で広げ、ルジュナは眉まゆをひそめた。

　生前の父と親交の深かった、ニューデリー自治政府と軍部の要人の一いち覧らん表ひよう。

　数十名の名が連ねられたリストにはその一人ひとり一人ひとりに「食しよく糧りよう局きよくの事実上のトップ」「エネルギー省に強い発言権」などと注釈が書き添えられ、半分以上の人名は「交渉済み」という走り書きと共に横よこ線せんで消去されていた。

「なに……これ」

「ニューデリーの政治、軍事の中ちゆう枢すうに位置する方々です。ここまで絞り込むのはなかなか苦労しましたが、父とうさんの残してくれた資料が役に立ちました」

　口元にほんの少しだけ疲労の色を浮かべ、アニルが笑う。

　予想外の成り行きに、ルジュナはその顔を呆ぼう然ぜんと見つめた。

「兄にいさん……いったい、何を」

「はい」

　アニルは笑え顔がおのままうなずいた。

　今日きようの夕食の献立について話すような気安さで、ルジュナの兄は、その言葉を口にした。




「私は──主席執政官になろうと思います」




　理解不能な言葉だった。

　ルジュナは目を見開き、ぽかんと口を開けた。

「……兄さん、それ、どういう……」

「言葉通りの意味ですよ」

　アニルはルジュナの傍そばをすり抜け、窓に歩み寄った。

　閉め切ったカーテンを少しだけ引き開け、葬そう儀ぎの参列者でごった返す街の通りを見下ろした。

「父さんの努力でどうにかマザーシステムの稼か働どうまではこぎ着けましたが、このシティの政治体制はいまだ混乱状態にあります。執政院の再建は始まったばかりで、執政官の椅い子すはまだ一つ残らず空席のまま。……幸いなことに、今このニューデリーで最も強い発言権を持っているのは軍部で、私は一応、英雄としてその軍部の後うしろ盾だてが得られる立場にある」

　カーテンを閉じ、こっちを振り返って、

「今なら、私のような若じやく輩はい者ものがシティの指し導どう者しやとなることも可能でしょう」

「ま、待ってよ兄さん！」ルジュナは混乱した頭を必死に落ち着け「どうして急にそんな！　このシティのために父さんは死んだのよ？　ううん、それだけじゃない。これから先もこの街は父さんや兄さんみたいな魔ま法ほう士しを殺していく。そんな街のトップに立って何を──」

「──魔法士を殺さない世界」

　アニルの言葉が、ルジュナを遮さえぎった。

　四角い眼鏡めがねに隠された目が、カーテンの向こうの街を見下ろした。

「父さんを殺したこの街も、魔法士を殺していくこの世界も、私は決して認めません。こんなことは間違っている、誰だれかがその間違いを正さなければならない。……そして、そのためには私が私という一個人で反はん論ろんを唱となえても意味はありません。本当に何かを変えたいのなら、誰だれかがこのシティを中ちゆう枢すうから動かさなければならないんです」

「何かを……変える？」

「そうです」

　うなずくアニルが、ルジュナの手を取った。

　穏おだやかな声が、宣言した。

「この街では今後、マザーコアとして死ぬ人はいない。魔ま法ほう士しに対する心ない実じつ験けんが行われることもない。……そういう街を、私は作ります」




　──葬そう送そうの鐘かねが、鳴っていた。

「君の市民ＩＤ抹まつ消しようの手続きは、差し止めにしておきました」

　指し導どう者しやの死を悼いたむ市民の声が、カーテンの向こうから聞こえていた。

「官舎の退去手続きも家財道具の処分も、全すべて中止命令が出ています。……申もうし訳わけありませんが、君の家はそのままですよ」

　それは、今から十年前のこと。世界がまだ戦後の混乱の中にあった、ある寒い日の記き憶おく。

「何もかもがゼロからのスタートです。どんな手を打ち、どこに向かって局面を進めれば良いか、まだ見当も付かない。考えるべきこともやるべきことも山のようにある。……それには、私一人ひとりでは手が足りません」

　父が残した執務室の中央、卓上ライトに照らされた薄うす暗くらがりの中で、

「君の力が必要です、ルジュナ」

　そう告げる兄の言葉に、ルジュナは確たしかにうなずいた。







　　　第五章　政争演劇　～General Conference～







　天てん井じようの隅すみに埋め込まれたスピーカーから、かすかなノイズ音が流れた。

　円卓の中央に浮かんだ立体映像ディスプレイが、闇やみに包まれた室内を淡あわく照らした。

『──緊きん急きゆうニュースをお伝えします。ニューデリー上院議ぎ会かいは先ほど午後二時から記者会見を開き、本年度の「中央招集会議」の開催を決定したと、正式に発表しました』

　木もく目め調ちようの机の上で両手を組み合わせ、公営放送のニュースキャスターが緊迫した表情で原げん稿こうを読み上げる。額ひたいに汗を浮かべるキャスターの周囲には映像合成された幾つものアイコンと表示窓が浮かび、端末の操そう作さ一つでより詳細な情報を取り出せるようになっている。

　左上隅の小さな窓に表示された「現在の視し聴ちよう者しや数すう」を表す数字が、跳ね上がっていく。

　この放送はネット回かい線せんを介して、シティ・ニューデリー全階層のあらゆる端末と、あらゆる公共の街頭ディスプレイに届けられている。

『この「中央招集会議」はニューデリー自治政府が市民から広く意見を募つのるための場として年に一度行われていたものですが、二一九五年の開催を最後に中断され、本年も開催が危ぶまれていました。昨日きのうから上院議会で始まった審しん議ぎでは会議の開催日を今日きようの十日後、二月四日からの二日間とすること、会議の円えん滑かつな運営のための特別委員会を編成することなどが確かく認にんされ、民間の有ゆう識しき者しや会議の支援の下もと、開催場所の選せん定ていが行われました』

　ニュースキャスターの背後に描かれていた合成映像の番組セットが、ニューデリーの市街地の映像に切り替わる。『第一階層』というテロップと共に映像の街並みはゆっくりと移動し、やがて、その視界を遮さえぎって巨大な白い建造物が出現する。

　街の地表面から天井までをまっすぐに貫いてそびえる、直径数百メートルの円筒形の支柱。

　昼間照明の薄うす闇やみに照らされた滑なめらかなその表面には幾つもの窓やフライヤーの発着所が口を開け、巨大な柱が内部に利用可能な空間を保持し、高層建築としての役目を同時に果たしていることを示している。

『開催場所に選えらばれた第一階層中央塔には、ニューデリー議会法第八一条に基づいてシティ全市民から無作為に選出された三万五千人の方が招待されます。この放送を自宅の端末でご覧らんの方は、次のアドレスから招待者リストをご確認下さい』

　巨大な円柱状の建造物を背景に、ニュースキャスターが画面の下に表示されたアドレスを指で示す。部屋の隅に埋め込まれたスピーカーが小さな電子音を立て、立体映像ディスプレイの前にもう一つ小さなディスプレイが出現する。

　端末の所有者の市民ＩＤを招待者リストと照会するためのプログラム。

　白黒のテキストデータで表示された名めい簿ぼに、次々に『確かく認にん』を示すアイコンが点灯していく。

『会かい議ぎに提出される議題を決定するため、今日きようから一週間の間に、全市民を対象にした無記名のアンケートが行われます。会議中に話し合われた議題はそのまま政策として上院議会に提出される可能性があり、その場合、満十八歳以上のニューデリー市民全すべてに対して市民ＩＤ一つにつき一票の投票権が与えられます。市民の皆様はこれから会議終了までの期間、政府の公報にご注意下さい。繰くり返します──』

　ニュースキャスターが言葉を切り、原げん稿こうを再び最初から読み上げる。

　──暗転。

　かすかなノイズ音を残してディスプレイが消滅し、巨大な円卓の中央に静寂が落ちた。




　誰だれの物ともつかないため息が、部へ屋やのあちこちから聞こえた。

　シャンデリアを模もした天てん井じようのライトに光が灯ともり、広い応接室を照らし出した。

「……さて」

　ゆったりとした肘ひじ掛かけ付きの椅い子すが、円卓の向こうで半回転する。

　シティ・ニューデリー主席執政官、アニル・ジュレは優ゆう雅がな笑えみでこっちを振り返り、

「これが我われ々われの次の作戦行動となります」

「作戦、って……」

　錬れんは思わず声を上げ、その先に何を言えば良いのか分からなくなって口ごもる。何となしに視し線せんを横に向けると、こっちを見つめるフィアのエメラルドグリーンの瞳ひとみをまっすぐ覗のぞき込む格好になる。

　少女は錬と並んで壁かべ際ぎわの椅子に腰掛け、困惑した顔でこっちを見つめている。

　困ったね、という風ふうに首を傾かしげてそれに応こたえ、視線をさらに別な方に巡らせる。

　白いジャケットを羽は織おった白髪の少年の姿が一番最初に目にとまる。幻影イリユージヨンNo.17という名の少年は応接室の一番奥の壁にもたれ、何かを考えるように腕を組んでいる。そこから少し離はなれた場所には錬の姉、月つき夜よが、椅子に前後逆さかさまに座って眉み間けんにしわを寄せている。

　部屋の中央、アニルが座る十人がけの円卓の反対側には、赤髪の青年の仏ぶつ頂ちよう面づら。

『人ひと喰くい鳩ばと』ヴァーミリオン・ＣＤ・ヘイズは円卓の上に行ぎよう儀ぎ悪く両足を投げ出し、難むずかしい顔で黙だまり込んでいる。

　部屋の向こう、錬とはちょうど反対側の壁際には、眼帯で両目を隠した少女の姿がある。『千里眼クレアヴオイアンスNo.7』の名を持つシティ・マサチューセッツのエージェントはソファーの上で顔をうつむかせ、じっと何かを考え込んでいるようにも見える。

　錬とフィアを合わせて全部で六人──アニル邸の応接室に集められた一同は、それぞれに困惑した様よう子すで互いの出方をうかがっている。

「あー……」全員を代表するように、ヘイズが口を開く。「ようするに、ニューデリーの全市民参加で、でかい討とう論ろん会かいをやるってことか？」

「端たん的てきに言ってしまえば、そうなります」アニルはうなずき「元々、この『中央招集会かい議ぎ』は市民の意思を政策決定に反映するためのシステムとして、百年前のシティ・ニューデリー創設当初から行われていた物です。法的に開催が義務づけられている物ではありませんし、執政院が完全に二派に分裂してからは暗あん黙もくの内に中断されていましたが、かつては年に一度必ず行われていたものですから、議会に圧力をかけて今こ年としの開催を決定させるのは簡かん単たんなことでした」

　ゆったりとした白衣に包まれた執政官の手が、円卓の縁ふちに触れる。小さな立体映像ディスプレイが円卓の上に七枚出現し、室内にいる者それぞれの傍そばに移動する。

　錬れんは手を伸ばし、自分のもとに飛んできたディスプレイを指先の操そう作さで目の前に静止させる。

　細かな文字がびっしりと表示された画面には、会議のスケジュールや各派は閥ばつの出席者リストと共に、会場となる第一階層中央塔の見取り図が示されている。

「第一階層の天てん井じようを支えてる柱全体が一個の会議施設になってる、ってわけね」と、同じようにディスプレイに目を通して月つき夜よ。「非常用の物資備蓄設備に、宿泊施設を兼ねた要人の控え室。電力系は地下に埋まい設せつされた独自の地ち熱ねつ発はつ電でんプラントに繋つながってる。……まるで要よう塞さいね」

「元々は、緊きん急きゆう時じの市民の避ひ難なん所じよとして設計された物ですから。支柱という形状も実は建前のような物でして、仮に破は壊かいされてしまってもシティの強度にさしたる問題はありません」

　アニルは笑い、自分のディスプレイを大きく拡大する。

「さて、話を戻しましょう。会議の開催日は十日後、二月四日からの二日間。議題については今日きようから始まる準備期間に市民から意見を募つのり、それをもとに作成された議題のリストから市民の投票によって最終的な選せん出しゆつを行います。当日の会議の様よう子すはニューデリーの全域に中継され、場合によっては議論の内容がそのままニューデリーの政策として法制化される。その席上、このシティの全住民の前で──」

　そこで、言葉が途と切ぎれる。

　白衣の執政官は椅い子すから立ち上がり、錬達六人を順に見回して、

「我われ々われはマザーシステムの正体を公表し、市民投票によってコアの交換計画を承認させます」

　その言葉に、一同が改めて息を呑のむ。

　アニル・ジュレ執政官の、マザーコア推進派の次の行動。

　ニューデリーの全すべての市民にマザーコアの存在を認めさせ、反対派の執政官達の動きを軍事力ではなく言論によって封じ込める──

「……何ちゅうか、えらい思い切った手ぇ打つもんですな」

　感心するような、それでいてどこか揶や揄ゆするような声が部へ屋やの奥から響ひびく。幻影イリユージヨンNo.17は「よっ」と壁かべから背中を浮かし、円卓に向かって一歩足を進め、

「話し合いで解決しよう、いうんは政治屋さんらしくて悪わるうない思いますけど、それでほんまに大人おとなしくカタが付きますか？　余よ所そのシティやったらともかく、ここはニューデリーや。市民の中におる魔ま法ほう士しの数も千や二千じゃきかへんはずですけど、その人らが『会かい議ぎの結果は認めん』いうて暴ぼう動どうでも起こしたらどないするんですか」

「良いとこ突くな、モスクワの兄にいちゃん」椅い子すにふんぞり返った格好のまま、ヘイズが言葉を引き継ぐ。「オレもその意見、わりと賛成だ。他ほかのシティでマザーシステムの存在を公表しても市民は最後は『仕方ない』で納得するだろうが、ここじゃ、ちっと話が違うよな？」

　椅子から「よっ」と足を下ろし、円卓に身を乗り出して、

「この街に住んでる魔法士は、他のシティと違ってここなら魔法士をまともに扱ってもらえる、って流れてきたヤツがほとんどだろ？　そいつらが全員で『マザーシステムは認めない』って反乱起こしたら、自治軍の通常戦力で押さえられんのか？」

　部へ屋やの奥の方で、月つき夜よが難むずかしい顔のまま「そーよね」と呟つぶやく。壁かべ際ぎわの眼帯の少女は相変わらずうつむいたままだが、特に反対意見を口にする様よう子すも見られない。

「これは痛いところをつかれました」アニルは特に困った風ふうもなく笑い「ですが、我われ々われとしては他に動きようがないのが実情でして。軍部に対する影えい響きよう力りよくでは反対派に勝てない以上、こうやって政治屋らしい手段で動くしかない。……後は、まあ、市民の皆さんの良りよう識しき次し第だいといったところでしょうか」

　良識ねえ、と月夜が冷たく呟き、一同の間に沈ちん黙もくが落ちる。

　難しいな、と錬れんは思う。

　シティ・ニューデリーに暮らす魔法士の数は、一説には千人を軽く超えるとも言われている。彼らが本気で「マザーシステムの反対」を叫べば、それだけでシティの自治軍を上回りかねない戦力となる。

　が、一方で、魔法士の全すべてがマザーシステムに反対するとは限らない、という見方も出来る。

　知らなかったとはいえ、このニューデリーで暮らしてきた以上、彼らもマザーシステムの恩恵を受けて生きてきたことに変わりはないからだ。

　高い能力を持つ魔法士の中には、マザーシステムの助けが無くとも生きていける人達がいる。実際、錬も、地ち熱ねつ発はつ電でんで動く適当な食しよく糧りようプラントさえ用意してもらえればその他の生活環かん境きようは全て自分のＩ－ブレインで生み出すことが出来る。廃棄物から分子操作で食料が合成出来るぐらいの高レベルな炎使いならもっと容易たやすく生き延びることが出来るだろうし、自分の隣となりに座っている金髪の少女だって似たような物だろう。

　が、多くの魔法士にとって現実はそう簡かん単たんな物ではない。ある程度の能力を持つ者なら現状ほどのシティ機き能のうが無くても生きていけるだろうが、それでも、マザーシステムが存在した方が遙はるかに暮らしやすいことに変わりはない。

　それに、たとえ魔法士本人がマザーシステムに頼たよらず生きていけるとしても、彼らにはＩ－ブレインを持たない通常人の友人や知人、家族や恋人がいるかも知れない。

　そういう諸もろ々もろの事情で彼らがマザーシステムの存在を容認するか、あるいはそれでも反対を叫んで内乱が起こるか。

　どちらかといえば推進派の側に分ぶの良い賭かけなのは間違いないにしても、最終的に事態がどう転がるかは蓋ふたを開あけてみなければ分からない。

『……錬れんさん……』

　唐とう突とつな声に思考が中断される。一いつ瞬しゆん遅れて今のが頭の中で直接聞こえた物だと気付き、慌てて顔を上げ、隣となりの少女に視し線せんを向ける。

『どうかした？　フィア』

　頭の中で呼びかけると、『……いえ』というか細い声が返ってくる。

『大したことじゃなですけど、ただ……』

『ただ？』

　しばしの沈ちん黙もく。

　少女は視し線せんをうつむかせ、かすかに笑って、

『……皆さん、魔ま法ほう士しの人達のお話ばっかりで、「ニューデリーの普通の人達がマザーシステムの存在を認めるかどうか」っていうところは少しも疑ってないんですね』

　あ、と心の中で息を呑のむ。

　少女の寂しそうな横顔に、言葉を失う。

　確たしかに、それは誰だれも気にしなかった。『シティの通常人がマザーシステムを容認するか』なんて、当たり前過ぎて、ヘイズも、アニルも、幻影イリユージヨンNo.17も、あの月つき夜よでさえも考えすらしていないようだった。

　もちろん、錬も気にしなかった。

　それを、マザーコアとして生み出された少女は、どんな気持ちで見ていただろう。

『……ごめん……』

『良いんです』

　フィアが、他ほかの人に気付かれないぐらいの小さな動きで、首を振る。

　顔を上げ、いつか見たのと同じ、心を押し隠した笑え顔がおで、

『たぶん、その方が正しいですから』

「──さて」

　錬が何か言うより早く、円卓の向こうでアニルが一つ手を叩たたく。白衣の執政官は優ゆう雅がな所作で椅い子すから立ち上がり、一同を見回して、

「そういうわけで会かい議ぎ開催中の二日間、私には身辺の警けい護ごが必要になります。もちろん自治軍の兵士の方々が護ご衛えいには付きますが、反対派の息のかかった方が紛まぎれ込む可能性が否定出来ない以上、彼らをあてにすることは出来ません。出来れば、この場にいる方に警護をお願ねがいしたいのですが」

「ってことはオレの出番……」

「君の能力は、どう考えても要よう人じん警けい護ご向きではないでしょう」指を鳴らしかけたヘイズの言葉をアニルはやんわりと遮さえぎり「それに、マサチューセッツとモスクワのお二ふた方かたも落らく選せんです。暫ざん定てい的てきに協力しているとはいえ、あなた方のシティとニューデリーは仮想敵国の関係です。例えばの話、お二人ふたりのどちらかが私の暗殺の任務を請け負っていないとも限りません。そういう方に警護して頂くというのは、私が認めても他ほかの執政官が納得しませんから」

　暗殺という言葉に何か反応したのか、部へ屋やの反対側で千里眼クレアヴオイアンスNo.7がかすかに肩を震ふるわせる。ブルネットの髪の少女は眼帯に覆おおわれた顔を上げ、「……ええ、そうね」と呟つぶやいてすぐに顔を伏せる。

「ま、妥だ当とうな判断やな」幻影イリユージヨンNo.17はうなずき、ふと首を傾かしげ「ん？　けど、いうことは」

　小さな丸レンズのサングラスが、何な故ぜかこっちを見る。釣られるようにヘイズがこっちを振り返り、月つき夜よが顔を上げ、幾つもの視し線せんが錬れんに集中する。
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「え、な、何？」

「はい、そういうことです」

　笑いを含んだアニルの声。

　白衣の執政官は指先で眼鏡めがねを押し上げ、子供に家事の手伝いを頼たのむような気安い口く調ちようで、

「私の警護は、錬君にお願ねがいしようと思っています」




　　　　††††††††††††††




「……ずいぶんと、思い切った手に出てきたものですね」

　同時刻、第二十階層西第七区、ルジュナ・ジュレ私邸、執務室──。

　立体映像ディスプレイに映し出された公営放送のニュースを睨にらみ、屋や敷しきの主あるじである女執政官は憂ゆう鬱うつそうに息を吐いた。

『どうやら、我われ々われには内密で準備が進んでいたようだ』別なディスプレイに浮かんだ初老の執政官が、映像の向こうで顔を強こわ張ばらせる。『こちらも会かい議ぎの開催を中断させようと動いたのだが、失敗した。やはり政治力は向こうの方が上だな』

『提出される議題についても、すでに相当の根回しが行われている』と、別なディスプレイの向こうに座った執政官。『こちらで調しらべた情報では、運営委員会がとりまとめている議題のリストの中に「マザーシステム」に絡んだ物がすでに三百項目以上。最終的な議題は市民投票によって決定されるが、そこでも何らかの操そう作さが行われるのは間違いない』

　短い黒髪の執政官は執務室をぐるりと見回し、

『彼はやるぞ。アニル・ジュレは、本気で全すべての市民にマザーシステムの正体をぶちまけるつもりだ』

　ルジュナ・ジュレが自分の机の前で、他ほかの五人の執政官はディスプレイの向こうで、一様に難むずかしい顔をする。

　それを執務室の隅すみから眺め、真ま昼ひるは心の中で息を吐いた。

　……さて、ややこしくなってきた。

　アニル・ジュレという人物を見くびっていたわけではないが、正直な所、マザーシステム推進派がここまで派は手でな手段に出てくるとは思わなかった。『軍を動かさず、会議の場で平和的に話し合いを』などという生ぬるい話ではない。言うなればそれは、このニューデリーという街に細菌兵器の詰まった爆ばく弾だんを投げ込むような物だ。

　他のシティ、例えばモスクワやベルリンでマザーシステムの正体を明かす、というのとはわけが違う。この街において、魔ま法ほう士しの存在は市民生活の中に深く浸透し、通常人の市民と同じように、欠かすことの出来ない血肉として機き能のうしている。余よ所そのシティのように、わずかな数の魔法士を黙だまらせればそれで済む、というわけにはいかない。

　最悪の場合、シティ・ニューデリーは『マザーシステムを認める通常人』と『認めない魔法士』との間で内乱状態となり、シティとしての社会機能が崩ほう壊かいすることすら考えられる。

　そして、それは当然、アニル・ジュレ自身も承知しているはずのこと。

　つまり、向こうは、それだけの覚悟を持ってこの作戦に臨のぞんでいるということだ。

『ともかく、会議の開催が公おおやけになってしまった今、これ以上の妨害工作は無意味だ』と、また別な執政官。『ここで強引に会かい議ぎを中止させれば市民感情の悪化を招くし、なにより、他ほかのシティに対して執政院の内紛を晒さらすことになる。こちら側としても、表向きだけでも協力姿勢を見せねばならん』

『だが、我われ々われが会議に参加したとして、議ぎ論ろんになれば勝ち目は無いぞ』と、これまで沈ちん黙もくを保っていた年老いた執政官。『いかに人道上の理由を並べ立てたとて、マザーシステムの機き能のうが低下すれば市民生活に支障が出ることに変わりはない。推進派が「生活環かん境きようの維持」を訴えれば、Ｉ－ブレインを持たない大多数の市民の意思はマザーコアの交換に傾くだろう。それならば、この会議は向こうのやりたいようにやらせておいて、後日反対意見を提出した方が』

『それこそ自みずから敗北を認めるような物だ。我々はこのシティの代表者として、我々の主張を全市民の前ではっきりと表明せねば』

　そう反論して、初老の執政官は深々と息を吐き、

『まったく……アニル・ジュレも面めん倒どうな手を考えてくれる』

　中央招集会議は法的な拘束力を持たない大だい規き模ぼな市民集会のような物だから、厳げん密みつに言えばここにいる執政官達に参加の義務は無い。だが、マザーシステム反対派の執政官全員が不参加ということになれば、会議は推進派の執政官と、その息のかかった議員、官僚達の独どく壇だん場じようになってしまう。

　その展開は、賢けん人じん会議としても面おも白しろくない。

　となれば、こちらの取るべき方策は──

「先ほどから発言が無いようですね、賢人会議の参さん謀ぼう殿どの」タイミング良く投げられるルジュナの声。「何か意見があればお聞かせ願ねがいたいのですが」

「……まず、執政官の方々は全員、会議に出席すべきだと考えます」ゆっくりと呼吸を計り、考えながら話している風ふうを装よそおう。「無論、市民を交えての議論となれば我々の不利は動かしようがありません。が、それは些さ細さいなこと。今回は、皆様に囮おとりになって頂きます」

『囮……とな』年老いた執政官の呟つぶやき。『なるほど、推進派の注意を我々に引きつけ、その隙すきにお主ぬしらが次のマザーコアの正体を探ろうという腹か』

　推進派の打ってきた「市民会議の場で民衆の意思を利用する」という手は言わば奇策の類たぐいであって、実の所状況はそれほど複雑化してはいない。戦後十年にわたるニューデリーの魔ま法ほう士し擁よう護ご政せい策さくを考えれば推進派が複数のマザーコア候補を用意出来たとは考えにくく、市民がいくらマザーシステムに賛同したとしても肝かん心じんのコアの候補者がいなくなってしまえば推進派には為なす術すべが無い。

　やるべきことは、初めから、何一つ変わってはいない。

　敵がどんな手を打ってこようと、こちらはただ次のマザーコアの候補者を見つけ、それを排除しさえすれば良いのだ。

「話が早くて助かります」真ま昼ひるは笑い「とはいえ、向こうもその程度のことは予測しているはず。会かい議ぎの場に皆さんが現れたとしても、我われ々われの姿が見えなければ当然警けい戒かいされる。敵の注意を逸そらすためには、こちらも少し大胆に動かなければなりません」

　そこで、と真ま昼ひるは椅い子すから立ち上がる。

　執政官の映し出された立体映像ディスプレイが並ぶ円卓に、静かに歩み寄る。

　ここまでは、目の前にいるマザーシステム反対派の執政官達の利益。

　だが真昼には、この状況をそれだけで終わらせるつもりは毛もう頭とう無い。

『市民会議』という絶好の場を利用して、賢けん人じん会議として最大の戦果を上げるには──

「我々も、戦力を二分します」

　円卓に右手を突き、一同をぐるりと見回して、

「このシティにいる賢人会議のメンバー四人。その内数名を、護ご衛えいとして皆さんに同行させて頂きます」




　執務室を出る頃ころには、夕食の時間が迫っていた。

　夜間照明の闇やみに沈むニューデリーの街を窓の向こうに見下ろし、真昼は大きくのびをした。

　……ひとまずは、これで良し。

　あてがわれた自室を目指して、広い屋や敷しきを歩き出す。シャンデリア風ふうのライトに照らされた廊下を進み、赤い絨じゆう毯たん敷じきの階段を上がって角を曲がり、

「──話はまとまったようだな」

　突然背後から声を投げられ、立ち止まる。

「まあね。……サクラもちゃんと聞いてた？」

「ノイズが少し耳みみ障ざわりだったがな」

　長い黒髪をツインテールに編あんだ少女は真昼の隣となりに並び、ドレスの襟えり元もとから受信専用の通信素子を外はずす。それと対ついになる送信用の素子は、真昼の服のポケットに収まっている。

　完全防音の執務室から部へ屋やの外に音声を伝えるための仕掛け。

　万が一にも話し合いがおかしな方向に進んだときのために、すぐに助けに来てもらえるようにと用意しておいた保険だ。

「しかし、重要な会議の内容をこうも容易たやすく盗とう聴ちよう出来るというのは……このシティのセキュリティはどうなっているのだ？」

「や、そこはどっちかっていうと僕の暗号技術を褒ほめて欲しいんだけど」

　真剣そのもののサクラの言葉に苦笑混じりに答え、廊下をゆっくりと歩き出す。慌てたように並んで歩き出すサクラに歩ほ調ちようを合わせ、

「いきなり市民会議、っていうのはさすがに予定外だったけど、どうにかこっちの得になるように話を持って行けた」これから先の作戦を頭の中で反はん芻すうし「詳しい計画は部屋に戻ってからディーとセラと一いつ緒しよに聞いてもらうけど、しばらくは忙しくなるからね」

「……そうか」

「ん？」

　気の抜けたような返事。視し線せんを隣となりに向けると、少女は何だか難むずかしい顔で、少しだけ顔をうつむかせている。

「サクラ……？」

「え？」少女は驚おどろいたように顔を上げ「あ、いや。すまない。ちゃんと話は聞いている」

　そう答えは返ってくるものの、声にいつもの覇は気きが無い。

　くるりとサクラの前に回り込み、後ろ歩きのまま身をかがめて顔を覗のぞき込む。

「やっぱり気に入らない？　今回の作戦」

「そういうわけではないのだが」少女は視線を逸そらし「……ただ、これまで私がやってきたことに比べると……何というか、話が大きくて……」

　途と切ぎれがちに話す声が、だんだん小さくなっていく。

　サクラは廊下の真ん中に立ち止まり、一つ息を吐いて、

「その……研究施設を襲おそって子供達を助けていた頃ころは、自分がやっていることとそれで助かる誰だれかの顔が、頭の中できちんと並んでいたから」

　ああ、とうなずく。

　少女の黒髪に、自分の手をのせる。

「貴方あなたの作戦に不満があるのではない。……それは、間違いない」サクラはその手を払いのけることもせず、ただ訥とつ々とつと「だが、今は目の前にある物が大きすぎて、それに振り回されてしまっている気がして、それが、少しだけ……」

　しばしの沈ちん黙もく。

　少女はわずかに視線を上げ、それでもやっぱりうつむいたまま、

「私は……本当に、あの子達を救う道を進んでいるのだろうか」

「サクラは偉いね」

　思わず、そう呟つぶやく。

　は？　と顔を上げるサクラ。

　その頬ほおが見る見る内に真まっ赤かに染まり、しおらしい態度が一いつ瞬しゆんで吹き飛び、

「ふ、ふざけているのか天あま樹ぎ真ま昼ひる──！　私は真ま面じ目めに！」

「僕も真面目だよ」サクラの怒り顔をまっすぐに見つめ、一つうなずき「……うん、偉い。組そ織しきのリーダーっていうのはそうじゃないといけない」

　にっこり笑うと、サクラはおかしな物でも食べたような顔をする。

　そんな少女の黒髪を、真昼はそっと手に取る。

「こういう大きな作戦をやってるとね、みんな目の前にある物だけで手一杯になる。とにかく今ある仕事を片付けるのに必死になって、その先が見えなくなる。……手段が目的になる、って言えばいいのかな？　自分が今やっていることが、自分達の最終的な目的にどんな風ふうに結び付いていくのか──その一番大事な所を考える余裕が無くなってくる」

　長い黒髪に指を絡ませ、するりとほどく。

　少女の頭にもう一度手をのせ、子供にするように髪を撫なで、

「それでも目先の作戦が成功すれば、みんな何かをやったような気分になる。このまま作戦を成功させ続けていれば、自動的に最後の目的地にたどり着けるんじゃないかって勘違いする。……そうやって目先のことで手一杯になった組そ織しきは、最後には必ず失敗する」

「そういう……物なのか？」

「そういう物なの」真ま昼ひるはうなずき「だからサクラは悩んでいい、って言うより悩まないといけない。それがリーダーの仕事だからね」

「……そうか」

　呟つぶやく少女の顔に落ち着きが戻る。心なしか、口元が和やわらいだ気がする。

　真昼は「そうだよ」と笑い、どちらからともなく歩ほ調ちようを合わせてサクラと歩き出し、

「あれ……」少し歩いた所でふと首を傾かしげ「サクラ。その話をするためにわざわざ廊下で待ってたの？」

「……な……」

　たちまち少女のまなじりがつり上がる。今度の剣けん幕まくはさっきの比ではない。

「ば、馬ば鹿かか貴方あなたは！　そ、そんなはずがないだろう！　私がそんなくだらない用件でわざわざ貴方を待っていたなどと、そんなことは、だから……」

　よほど興こう奮ふんしたのか、舌が上う手まく回っていない。泣き言めいたことを口にしてしまったのが恥ずかしかったのかも知れない。

「ん？　だから？」

　サクラの顔を意地悪く覗のぞき込む。

「う、うるさい！」少女は真まっ赤かな顔でそっぽを向き「行くぞ！　ディーとセラが待っている！　早く部へ屋やに戻らなければ！」

　こっちを置き去りにして、大おお股またで廊下を歩き出す。

「はいはい」

　そんなサクラの後ろ姿はどうにも子供っぽくて、真昼は忍び笑いを漏もらした。




「ぼくが……護ご衛えい、ですか？」

　五分後、ルジュナ邸の一角、賢けん人じん会かい議ぎの面々にあてがわれた客室の一つ。

　一通りの説明を終えた真昼の前で、ディーは目を丸くした。

「そう、護衛」真昼はうなずき、テーブルを挟んで少年の反対側に腰掛け「詳しい計画はこれから詰めていくけど、ディーにはルジュナ執政官の護衛役として二日間、会議場にいてもらう。ニューデリーの公営放送に顔も映るから。服は……後でニューデリー自治軍の制服貸してもらうことになってるから、サイズ測はかっといてね」

「え、それは分かりました、けど……」ディーは少し言いよどみ「その……ぼく、そんな派は手でなことして大丈夫なんですか？　マサチューセッツとモスクワでは犯罪者扱いだし、三ヶ月前の放送で『賢けん人じん会かい議ぎです』って世界中に顔見せちゃったからニューデリーの人達も気付くと思うんですけど」

　隣となりに座ったセラが「そうです」とうなずく。少女は表情に乏しいなりの心配顔でディーの横顔を見上げ、こっちにちょっと怖い顔を向けて、

「それに、この街にはクレアさんも、あの幻影イリユージヨンNo.17っていう人も来てます。ディーくんがそんな目立つことしたら、ニューデリーの人達が気付かなくてもあの人達にすぐにばれちゃいます」

　クレア、という言葉に、ディーがほんのわずかに顔を伏せる。それに気付いたのかセラは少年を振り返り、少しだけ心配そうな顔をする。

「だろうね。っていうより、その『ばれる』のが目的」真ま昼ひるは気付かないフリをしてうなずき「会議の場に僕達がいないと、他ほかの場所で何かしてますって敵に宣伝してるみたいな物だからね。それに、マサチューセッツとモスクワはニューデリーと敵対関係だから、千里眼クレアヴオイアンスNo.7も幻影No.17もここでは密入国者でおまけに敵国のスパイ。本当なら居るってばれただけで外交問題になる話だからね。公営放送の目があって困るのはどっちかっていうと向こうの方だよ」

「……そっか。そうですね」

「……なるほどです」

　ディーとセラが顔を上げ、ぎこちない態度で感心する。

「ま、それでもニューデリーの市民にまで正体がばれるのは避さけてくれ、ってのが執政官の人達の命令だから、ちょっと変装はしてもらうけどね」真昼は笑い、壁かべにもたれるサクラを振り返り「で、サクラとセラは別の仕事。二人ふたりは基本的には別働隊だけど、それだけじゃ完全に裏方になっちゃうからね」

　指先でこつこつとテーブルを叩たたき、ゆっくりと一呼吸、

「タイミングを見計らって、二人にも会議に参加してもらう」

「……は？」

　よほど驚おどろいたのか、ぽかんと口を開けるサクラ。

　セラも「え、あの」と慌てた様よう子すで、

「参加するって……わたしもディーくんと一いつ緒しよに護ご衛えいをやるんですか？」

「最初はそういう形にしようかと思ってたんだけど、それじゃあんまり面おも白しろくないからね。後でちゃんと、もっと良い役を用意してあるよ」

「良い役……ですか……」

　セラが、むぅ、と眉み間けんにしわを寄せる。

「ちょ、ちょっと待て真ま昼ひる！」と、ようやく我われに返ったらしいサクラが声を上げる。「何だそれは！　私は聞いていないぞ！　ディーとセラが敵の注意を引きつけ、その隙すきに私がマザーコアの候補者の正体を探ると、そういう計画だったのではないのか──？」

「うん、マザーシステム反対派の執政官達にはそう説明したけど」真昼はぴっ、と指を一本立て「でも、それだけじゃ得をするのはあの人達だけで僕らは何にも嬉うれしくないからね」

「真昼……」サクラは当惑顔で「いったい、何を考えているのだ？　貴方あなたは」

「悪だくみ」

　真昼は即答する。

　三人の顔を順番に見回し、にっこり笑って、

「みんな覚えておいてね。この会かい議ぎ、最初はニューデリーの執政官同士の争いでも、最後に主役をやってるのは僕達だから」

　一同の間からため息が漏もれる。

　三人は目配せで互いの顔を探り合い、沈ちん黙もくが部へ屋やを包む。

　と、

「……あの」

　おそるおそるという風ふうに、手を上げるディー。

「ん？　何か気になることでもある？」

「いえ、それはいっぱいあるんですけど、何て言うか……」

　数秒の間。

　ディーは、隣となりのセラと顔を見合わせてうなずき、意を決したようにこっちに顔を向けて、

「だから……真昼さん、弟さんのことはどうするんですか？」

「……あー……」

　とたんに、目の前が少し暗くなる。

　思わず手のひらで顔を覆おおい、深々とため息をこぼす。

「え、あ、あの真昼さん？」

「え？　え、えぇっと……」

「ま、真昼？　大丈夫か？」

　心配そうな三人の声。

「……大丈夫。ちょっと頭痛くなっただけだから」真昼はテーブルに頬ほお杖づえをつき、ついでにもう一度ため息も吐ついて「本当に、どうしてこう間が悪いかな、あの子達は」

　どういうわけかこのシティ・ニューデリーにやって来て、おまけに自分達と戦うハメになってしまった錬れんとフィア。隠しているわけにもいかないので、二人ふたりのことは神こう戸べの事件まで含めて、サクラにもディーにもセラにも話してある。

　その後に得た情報では、二人ふたりともマザーシステム推進派の代表である執政官アニル・ジュレの客人として、自分達がいるのと同じこのニューデリー第二十階層に招かれているらしいのだが……

「錬れんとフィア、だったな」とサクラ。「三ヶ月前にメルボルンで通信したのが最後だという話は以前に聞いたが、その後、二人に連絡は？」

「……してない。君に会ってからはそれどころじゃなかったし、アフリカ海に動いてからは新しい拠点の立ち上げで忙しかったし、通信傍受されるのが怖かったし」

　と言いい訳わけしてはみたものの、今にして思えば危険を冒おかしてでも連絡を取っておくべきだった。自分も行方ゆくえ不明、月つき夜よも行方不明となれば、あの二人が黙だまって帰りを待っているはずがないのは分かっていたのだが。

「あの子のことだから自力でこっちの居場所を見つけて訪ねてくるかも知れないとは思ってたけど、よりによってこのタイミングで、しかも僕らの敵の側に付いて、ってのはね……」

「あの、そこが良く分からないんですけど」と、これはディー。「そもそも二人とも、どうして向こう側の陣営に付いちゃってるんですか？　真ま昼ひるさんから話を聞いた限りだと、その錬っていう人もフィアっていう人も、マザーシステムに賛成するとは思えないんですけど」

「そうだ。貴方あなたの話では、どう考えても二人とも我われ々われ寄りの魔ま法ほう士しのはずだ」

　サクラが続けて賛同し、黙って聞いていたセラも、そうです、という風ふうにうなずく。

「うん。だから、錬もフィアも何か考えがあるとは思うんだけど……」と言いかけて、真昼はふと不安を覚え「や……ひょっとするとただの成り行きかも。二人とも、ときどきものすごく要領が悪いから」

　要領？　と、三人が揃そろって呆あきれたような顔をする。

「待て真昼。それは『要領』で片付けて良いことなのか？」

「そうですよ！　いくらなんでもそんないい加減な！」

　サクラとディーが続けざまに声を上げ、黙って聞いていたセラも、まったくです、という風にうなずく。

「や、今のはさすがに冗じよう談だん」真昼は速攻で自分の発言を翻ひるがえし「向こうの陣営にはモスクワから来た幻影イリユージヨンNo.17が付いてるんだよね。だったら、もしかすると僕に対する人質として月夜が連れてこられてるのかも知れない。錬もフィアもそれを知って、とりあえず月夜を助けるためにあっちに協力するフリをすることにしたのかも」

「……なるほど」

「確たしかに、納得は行きますね」

　真昼の言葉にうなずくサクラとディー。黙って聞いていたセラも、なるほどです、という風に感心している。

「そうそう」真昼は内心の汗を拭ぬぐい「そういうわけで、何とか二人に連絡を取る方法を考えてみるよ。会かい議ぎ中ちゆうはこっちだけじゃなく向こうの陣営も大忙しのはずだからね。あの二人ふたりをただ遊ばせておくはずがないから、どこかで絶対、接触するチャンスは出来ると思うんだ」

　などと落ち着いてプランを語りつつも、やはり一いち抹まつの不安は拭ぬぐえない。フィアの方はあれで意外としっかりしているからまだ良いとして、余計なことに首を突っ込んで自分から身動きが取れなくなるのは小さい頃ころからの錬れんの得意技だ。

「貴方あなたの弟……まさか、向こうの執政官の護ご衛えいとして会議場に現れる、などということは無いだろうな」

「や、さすがにそれは」

　ははは、と笑う声が、我われながらわざとらしい物に聞こえた。

　真ま昼ひるはいつも通りの余裕たっぷりの笑え顔がおで少しだけ視し線せんを逸そらし、頭をフル回転させて万が一のときのための作戦案の微び調ちよう整せいを始めた。
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　合成品のイチゴジャムを溶かしたロシアンティーがテーブルの上でほわりと湯気を立てた。

　イルと月つき夜よは客室のテーブルに向かい合って座り、甘い香りを立ち上らせるティーカップをじっと見下ろした。

「中ちゆう央おう招しよう集しゆう会議、ね……」

「なんちゅうか、いろいろ考えるもんやなあ……」

　どちらからともなくため息を吐つき、ティーカップを同時に手にとって同時にぐびぐび飲み干す。二杯目を注ごうと同時にポットに伸ばした手がテーブルの真ん中でぶつかり、二人は顔を上げて、やっぱり同時にため息を吐く。

「で……モスクワ的にはどうなのよ。マザーシステムの正体とか公表されたら、いろいろとマズいんじゃないの？」

「報道管制で誤ご魔ま化かすしかないやろなあ。ま、ニューデリーとうちは正式な国交あらへんからモスクワの市民に噂うわさが伝わるんはしばらく先のはずやし。そもそも、それでマズいいうことになっても今のおれにはどうにも出来へんし」

　などと話す間にも二人の手はティーポットをめぐって熾し烈れつな争いを繰くり広ひろげ、紙かみ一ひと重えの差で勝利を収めたイルの手が丸い白はく磁じのポットに、

「……おろ？」

「お、この茶っ葉は合成物じゃねぇな。……なるほど、紅茶にジャムってのもなかなか」

　横合いから突然現れた手がイルの前からポットを取り上げ、淡あわい色合いの紅茶を自分のカップになみなみと注ぐ。丸テーブルの向こう、イルと月夜から三角形の位置に座った赤髪の男は当たり前のような顔でカップの中身を飲み干し、ふむふむと感心して二杯目を注ぐ。

「……で、何でこの兄にいちゃんまでおれらの部へ屋やにおるんや？」

「何で、んな難むずかしいこと私に聞くのよ」

　テーブルの中央に顔を寄せ、声を潜ひそめて囁ささやき合う二人ふたり。

　赤髪の男──ヴァーミリオン・ＣＤ・ヘイズはティーポットと空からのカップをテーブルに戻し、ついでに二人の間に盛られた焼き菓子を一枚つまんで、

「ま、あれだ。堅いことは言いっこなしって方向で」

　ぼりぼりと焼き菓子をかみ砕くだく男の顔を、じとっと見つめる二人。

　月つき夜よが「あんたねぇ……」と口を開きかけ、瞬しゆん間かん、残像すら見えない神速の動きで突き出されたイルの右手がヘイズの口にくわえられた食べかけの焼き菓子めがけて一いつ直ちよく線せんに……

「おっと」

　まるでそこに攻こう撃げきが来ることが最初から分かっていたような動きで、ヘイズが首をわずかに傾けて突きの一撃をかわす。数ミリの差で空くうを切ったイルの拳こぶしが弧こを描いてヘイズの側頭部を襲おそい、体を前に傾けてそれをやり過ごしたヘイズはついでに手を伸ばして焼き菓子をもう一枚つまみ、イルは椅い子すを少し揺らす反動でさらに右手を翻ひるがえし、喉のど元もとめがけて突き込まれる一撃をのけぞってかわしたヘイズはそのままの格好で焼き菓子を口に放り込む。

　薄うすい焼き菓子をかみ砕く、気の抜けた音。

　手のひら大の菓子を口の動きだけで器き用ように全すべて飲み込み、ヘイズは息を吐いて、

「やっぱしガチで達人の動きだなてめぇは。ってーか、いきなり人の顔殴んな」

「いや、それを全部普通に避よけてるあんたに言われても困るねんけど」

　と呆あきれたように答え、イルも焼き菓子を口に運ぶ。今の攻防のどこにそんな余裕があったのか、少年の左手にはいつの間にか五本の指の間に一枚ずつ、計四枚の菓子が確かく保ほされている。

「……お、結構いけるやんか、この菓子」

「だな。もう一枚もらうぜ、っと」

　とヘイズが手を伸ばすが、まだ半分以上残っていたはずの焼き菓子の皿は何な故ぜか空。

「元気ねぇ、あんた達は」と、月夜はなぜか口をもごもごさせながら「そこの馬ば鹿かはともかく、あんたも同類ってわけね。……ったく、この状況で何呑のん気きに遊んでんの？　緊きん張ちよう感かんが足りないのよ、緊張感が」

　もごもごと諭さとす月夜の小皿には、うずたかく積み上げられた十数枚の焼き菓子。

　ヘイズとイルはどちらからともなく顔を見合わせ、どちらからともなく空っぽの大皿に視し線せんを落とし、どちらからともなく月夜を見て、

「「お前が言うな」」




「……ともかく、だな」

　結局、焼き菓子は三人で公平に分けた。

　テーブルの端に行ぎよう儀ぎ悪わるく足を乗せ、ヘイズは一つ指を鳴らし、

「こんなややこしい状況になっちまった以上、細かい話は置いといて共同戦せん線せん張るべきだと思うわけだ、オレは」

「賛成やな」イルは椅い子すの肘ひじ掛かけに頬ほお杖づえをつく格好で「実際、こっちもちょっと派は手でに動きにくいいうか、ドンパチやってる最中に公営放送に顔とか映されたら速攻で外交問題やからなあ。あんたが手て伝つだってくれるいうんやったら有あり難がたい話やねんけど……」

　そう言って、イルは指の関節を小さく鳴らし、

「けど、ええんか？　あんたの雇い主はあのちびっ子二人ふたりやろ。おれ一応、そこの……」テーブルの向かいに座る月つき夜よを視線で示し「あの二人の姉あね貴き捕まえてんねんけど。その辺、そっちの雇い主はどない思ってるんや？」

「命の恩人ってことで感かん謝しや半分、シティの手先ってことで敵対心半分。微妙なとこだが、そっちと手を組むってことについてはあいつらも納得してる。この状況でお前と揉もめても話が無む駄だにややこしくなるだけだからな。そのぐらいの計算は出来るヤツだ」そう言って、ヘイズはイルと同じ方向に視線を向け「ってーか、最初っから気になってたんだけど、あんた本当に人質か？　普通、人質っつたらもっとやつれてる感じとか、迫害されてる感じとか、そういうのがこう……」

「あ？　なにようっさいわね」月夜は右手にカップ、左手にティーポットの体勢でぐびぐび紅茶を飲み「人質に決まってんでしょ。こいつのせいで何かわけわかんないとこ連れ回されるし、弟とは三ヶ月も連絡取れなかったし、変な首くび輪わはめられてるし、ほんっとに最悪なんだから」

　首に付けたチョーカーをカップを持つ手の小指で弾はじき、嫌いやみいっぱいの目でイルを睨にらむ。

「……えらい態度でかい人質だな、おい」

「……せやねん、おれもこう、何かいろいろと納得いかへんねんけどな」

　顔を寄せて囁ささやき合うイルとヘイズ。

「そこ、言いたいことあんなら堂々と」

　月夜が冷たい声を投げると、二人はびくりと背筋を伸ばす。

「……まあ、あんたのことは良い」ヘイズは少しうわずった声で話を戻し「とにかく、何をやるにしてもまずは賢けん人じん会かい議ぎに接触出来なきゃ始まらねぇ。ってことで、問題はどうやって連中を燻いぶり出だすか、なんだが」

　と言った所で、気を遣つかうように月夜の方を見る。

「気にしないで。私の目的も似たようなもんだから。目先は、あんた達の邪じや魔まするつもりはないわ」月夜はひらひらとティーカップを振り「ってーか、私はそこの馬ば鹿かの人質。選せん択たく権けんなんか一つも無いんだから、無視してても大丈夫よ」

「ほんまにそうやったら、もっと楽ちんやねんけどなあ……」イルは疲れたように息を吐き、ジャケットの裏に手を差し入れ「とりあえず、手がかりになるもんは用意してあるねんで。これ。前のメルボルンでの作戦のときに手に入れた、向こうのリーダーの女の存在情報データ」

　携けい帯たい端末を取り出し、テーブルの中央に立体映像ディスプレイを表示して、

「ここのシティのセキュリティとかいろいろめんどいけど、何も妨害が無い状態やったらこれで半径二キロまで居場所が絞れる。ほんまは千里眼……マサチューセッツから来とるエージェントにこのデータ渡して探させたら一ミリと外はずさず場所特定するはずやねんけど、あいつ、今かなり役立たずやから」

「あー……」ヘイズは何かを思い出すように天てん井じようを見上げ「追いつめられた顔してやがったなあ、あの女。そっちとは顔見知りみてぇだけど、何か大変なのか？」

「賢けん人じん会かい議ぎの一人ひとりが、あいつの弟みたいなもんでなぁ。……それ以上は、おれの口からは言われへんわ」そう言って、イルはふと首を傾かしげ「そう言うたら、あんときあんたにもらったこいつやねんけど」

　ズボンのポケットをがさごそと漁あさり、引っ張り出した小さな紙片をテーブルに広げる。

　数日前、この屋や敷しきのデータ室でヘイズからイルに手渡されたメモ書き。

　ウィッテン、ザイン、天あま樹ぎという情報制せい御ぎよ理り論ろんの創始者三人の名前に、大気制御衛えい星せいという言葉と『アリス』という謎なぞの人名が組み合わされた、正体不明の文書。

「あれからときどき読み返してるねんけど、さっぱりわからへん。何やねんこれは」

「んだよ、よこせっつーからちゃんと渡しただろ。文句あんなら返せ」

「いや、別に文句いうわけやあらへんねんけど、ここまで意味分からんと気になって……」

　と。

「……ちょっと待って」

　突然の声が、二人ふたりの会話を遮さえぎった。

「あ？」

「どないしてん。んな血相変え……」

　イルとヘイズは同時に顔を上げ、声の主ぬしを振り返って息を呑のむ。

　二人の見つめる先、テーブルを挟んだ向こう。

　月つき夜よはカップを放り出して立ち上がり、すさまじい勢いでテーブルに両手をついた。

「あんた達……それ渡しなさい、今すぐ──！」




　──のしかかるような沈ちん黙もくが、薄うす暗ぐらい客室を包んだ。

　ヘイズ、イル、月夜。三人の視し線せんはテーブルに置かれた紙片と、もう一枚、月夜がたった今取り出した別な紙の切れ端に集中していた。

「おい……お前、こいつは……」

「お前……こんなもん、どこに隠しとってん」

　本か何かのページを破り取ったらしき、機き械かい印いん刷さつの文字が刻まれた書面。虫食いだらけのページには随ずい所しよに手書きの文字が加えられ、かろうじて幾つかの単語を判読することが出来る。

　──ウィッテン、ザイン、アリス、情報の海、『世界の解』──

「お互い、手の内公開といきましょ？」月つき夜よは射いるような目でヘイズを見下ろし「私がこれを見つけたのは三ヶ月前。場所は、メルボルン跡地の地下通路に隠されてた研究室。部へ屋やの持ち主は情報制せい御ぎよ理り論ろん創始者の一人ひとり、アルフレッド・ウィッテン。これが証拠のディスク」

　手書きの文字で『ウィッテン』とラベルが貼はられたディスクを書類の横に放り出す。

　自分の椅い子すに座り、テーブルに頬ほお杖づえをついて、

「でもって、そいつにメモ書きしてんのは同じく創始者の一人、天あま樹ぎ健けん三ぞう」

「ちょっと待て」

　すかさずヘイズが割って入る。

「その『ウィッテンの研究室』ってのはともかく、天樹健三が書いたってのはどうやって分かった？　どこかに署名でもあったか？」

「要いらないわよ、そんな物」月夜は無表情にページの切れ端を見つめ「私の父とうさんの字だもの」

　は？　とヘイズが硬直する。

　イルも、ん？　と首を捻ひねり、しばらくしてようやく言葉の意味が呑のみ込めたらしく、テーブルを叩たたきつぶしそうな勢いで身を乗り出し、

「お前！　天樹て、あの天樹やったんか？　魔ま法ほう士しの生みの親の、世界最高の物理学者の！」

「いや待て！　お前、こいつと三ヶ月も一いつ緒しよに暮らしてたんだろ？　なんでんな大事なこと聞いてねえ！」

「しゃーないやろ！　別に四六時中一緒におって身の上話とかしとったわけちゃうし、そもそも『天樹』て聞いても、日本系には『天樹』いう名前がいっぱいおるんかなー、ぐらいにしか思わへんやんか！」

「ぬ……」そう言われると自分にも思い当たる節があるのか、ヘイズは少し身を引いて一つ指を鳴らし「てことはあれか。お前の弟……錬れんも天樹健三の関係者か」

「その辺は秘密。脅されたって答えないわよ」月夜は鋭するどく言い捨て、ふと表情を和やわらげて「そういえば、ロンドンの話は錬から聞いたわ。あいつ、ずいぶん迷惑かけたみたいね」

　ヘイズは「気にすんな」と答え、テーブルの中央に視し線せんを戻し、

「聞きっぱなしってわけにもいかねえよな……」息を吐き、自分が持ってきた方の紙片を指で示し「オレがこいつを見つけたのはそのロンドンの事件の時だ。場所はエリザベート・ザインが死ぬ前に使ってた研究施設跡。二一八〇年より前の物のはずなんだが、なんでか論理回路製の隠かくし部べ屋やん中に置いてあった」

「二一八〇年……」月夜は口元に指を当て「情報制御理論が最初に発表されるより前、ってことよね、それ」

「そうなんか？」とイル。

「そうなの。近代史の基き礎そぐらい勉強しなさいよ、あんた」答えて、月つき夜よは二つの紙片をじっと見比べ「ま、それも後で考えるとして……とにかく、これで魔ま法ほう士しの生みの親が三人揃そろった。他ほかの単語は置いといて、問題は両方の文面に出てくる『アリス』って名前ね」

「そいつに関しちゃ、ちっとばかり資料がある」ヘイズはジャケットの裏から携けい帯たい端末を取り出し「西暦二一七五年頃ごろ、このニューデリーに住んでた『アリス』って子供が、ロンドンのエリザベート・ザインの所に送られたらしい、って記き録ろくだ」

「『脳に先天的な異常』ねぇ……」月夜は差し出された資料をしげしげと眺め「この子の市民登録データは？」

「まだ見つけてねぇ。ってーか、それを見つけるのがオレがニューデリーに来た目的の半分だ」

「うちの弟の依い頼らいはついでってわけね」月夜は少しだけ揶や揄ゆするような目をヘイズに向け「ともかく、その何だか分かんない子がロンドンに行ったのが二一七五年。情報制せい御ぎよ理り論ろんが発表されたのが二一八一年で……」

　その声が、ふいに止まる。

　月夜は目の前で組み合わせた自分の手をじっと見つめ、その手を唐とう突とつにイルの前に突き出す。

「紙とペン」

「は？　何やねん、いきなり」

「うっさい。何でも良いから書く物」

　イルは「へいへい」と投げやりに答え、手を伸ばして自分の後ろの机から筆記入力式の携帯端末を取り上げる。

「はいよ」と差し出された端末を、礼も言わずに受け取る月夜。

　接触入力の画面にペンで何かを書き付け、テーブルの上に置いて二人ふたりに示す。

「つまり、こういうことよね」




　──西暦二一七五年　アリス、ロンドンに送られる。

　──（時期不明）　　エリザベート・ザイン、論理回路製の隠かくし部べ屋やを作る。

　──西暦二一八一年　情報制御理論、発表される。




「……まあ、そういうことだな」

「いや、見たまんまやねんけど、どないせぇ言うねん」

「あんた達、もうちょっと物考えなさいよ」月夜は呆あきれた様よう子すなどカケラもなく、緊きん張ちようした声で「この年表見て、そっちの紙切れ見て、何か思わないの？」

　そう言われても、と首を傾かしげる男二人。

「鈍にぶいわね、あんた達」月夜は顔を強こわ張ばらせたまま「だから、入るでしょうが。この年表のここに、これが」

　細い指がペン型の入力デバイスを取り上げる。

　即席の年表の中ほど。『情報制せい御ぎよ理り論ろん発表』の前に、新たな一文が書き加えられる。




　──西暦二一七九年、十月。大気制御衛えい星せい打ち上げ成功──




「……ほんまや……」

「なるほど……こいつは、確たしかに……」

「こうなるわけよね、時系列は」月つき夜よはペンを置き「ところで、あんた達二人ふたりとも、あの大気制御衛星がどうやって浮いてるか知ってる？」

「は？」イルは少し首を傾かしげ「いや、そら人工衛星やねんから、こう、重力と遠心力の釣り合いで地球の周りをぐるぐるぐるーて」

「さりげに物知らねぇな、手前てめえは」ヘイズは自分の頭をがりがりとかき「確かに普通の人工衛星はそうやって飛んでっけど、それで静止衛星になんのは赤道の上を飛んでるときだけ。北極と南極の上で、しかも大気圏内をずっと止まったまんま、なんてのはその方式じゃあり得ねぇ」

「そういうこと」月夜はうなずき「新式の重力制御システムが開発された。ってのが公式の発表だったのよね。けど、肝かん心じんのそのシステムの具体的な所は開発に関かかわったシティ何個かのトップシークレットにされて謎なぞのまま。いろいろうさんくさい噂うわさも出回ったけど、真相は分からずじまい。でもって……」

　月つき夜よの視し線せんが二枚の紙片の内の一つ、ヘイズがイルに渡した方に向く。他ほかの二人の視線も、自然と同じ場所に向かう。
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　そこに書かれた一文。

　──『大気制せい御ぎよ衛えい星せいに偽装』──

「……ねえ」

　月夜が口を開く。

　引きつった顔を他の二人に向け、

「どんな面おも白しろいパズルなの？　これ」




　　　　††††††††††††††




　控えめなノックの音に、目が覚めた。

　弾はずみを付けてベッドから起き上がり、錬れんはとっさに枕まくらの下のナイフを掴つかんだ。

「誰だれ？」

「……入っても……いいですか？」

　囁ささやくような少女の声に、ほっと息を吐いてナイフを放す。カーディガンを羽は織おってベッドを降り、細かな細さい工くが施ほどこされた客室の扉に歩み寄る。

　部へ屋やの住人の動きに反応して、天てん井じようの明かりが自然に灯ともる。

　脳内時ど計けいが告げる時刻は深夜の二時。部屋の奥の窓から覗のぞくニューデリーの街は夜間照明の闇やみに包まれ、警けい備び車両のライトが所々で小さな光を放っている。

「こんばんわ、フィア。……寒くない？」

　扉を引き開けて、廊下に立つ金髪の少女を招き入れる。ネグリジェ姿のフィアはエメラルドグリーンの瞳ひとみを細めて「大丈夫です」とうなずき、錬の後について部屋に入る。

　二人ふたり並んでベッドの縁ふちに腰かけ、そのまま、何となしに押おし黙だまる。

　動かなくなった二人を眠ったと判断したのか、照明が少しずつ弱まっていく。

「……ごめんなさい。寝てましたか？」

「うん……ちょっとこの前の戦せん闘とうの解かい析せきしてたら、眠くなっちゃって」

　枕元の携けい帯たい端末を取り上げ、小さな画面を少女に示す。先日の『賢けん人じん会かい議ぎ』との戦闘で遭そう遇ぐうした黒髪の少女と銀髪の騎き士し、さらには味方である幻影イリユージヨンNo.17、アニル・ジュレまで含めた詳細なデータが、ディスプレイ一杯に展開されている。

「アニルさんの能力まで解析してるんですか？」

「協力の約束はしたけど、別に仲間になったわけじゃないからね」端末の電源を落とし、フィアの方に向き直って「それで、どうしたの？　こんな夜中に」

「はい……」

　と呟つぶやき、少女が口ごもる。

　数秒。フィアは視し線せんを落とし、自分の両手をじっと見つめ、

「錬れんさん……本当に引き受けるんですか？　アニルさんの護ご衛えい」

「真ま昼ひる兄にいに会うためだよ」錬は即答する。「執政官や議ぎ員いんがみんな集まる会議ってことなら真昼兄は絶対何か仕掛けてくるからね。僕の偽造ＩＤじゃどんな手品使っても会議場には入れないし、あの人が連れてってくれるっていうんなら都合が良い。もちろん会議場には来ないで余よ所そで何かするって可能性もあるけど、そっちはヘイズと月つき姉ねえが上う手まくやってくれるはずだから、フィアは二人ふたりの言うこと良く聞いてね」

　少女の手に自分の手を重ね、にっこり笑って、

「大丈夫。真昼兄を説得して月姉助けたらそれで僕の仕事は終わり。弥生やよいさんもヴィドさんも心配してるだろうし、早く帰って……」

　そこで言葉が続かなくなる。

　少女は、やっぱりうつむいて押おし黙だまったまま。

　膝ひざの上に置かれた手が、かすかに震ふるえている。

「フィア……？」

「……錬さん」

「……何？」

　またしても、沈ちん黙もく。

　少女は何度も深呼吸し、両手を強く握りしめ、

「私……」うつむいたまま、全身を強こわ張ばらせて「私……やっぱり死んだ方が良かったんでしょうか」

「……え……？」

　一いつ瞬しゆん、言葉の意味が分からなかった。

　錬はぽかんと口を開け、目を見開いた。

「な……何、言って……」

　笑おうとして失敗する。

　こわごわと手を伸ばし、少女の頬ほおに指で触れ、

「フィア、どうしたの？　この街のことはこの街のこと。僕らには何にも関係無いし、そのマザーコアの人だって自分から志し願がんするって言うなら僕らに出来ることは無いんだよ？」

　そこである可能性に思い至り、少女の顔をまっすぐに覗のぞき込む。

「まさか……誰だれかにばれたの？　神こう戸べのこととか、フィアの能力のこととか」

　少女は、え？　と目を丸くし、激はげしく首を振ってその言葉を否定する。

「そう」錬れんは息を吐き「でも、じゃあどうして」

「自分でも、良く分からないんです」フィアは再び視し線せんをうつむかせ「ただ、アニルさんや皆さんのお話を聞いて、それで部へ屋やで一人ひとりで寝ていたら、急に自分がものすごく悪いことをしたような気がしてきて……」

　金きん糸しを梳すいたような髪が、揺れる。

　少女の小さな頭が、錬の胸に倒れ込んでくる。

「錬さんは私を助けてくれたけど、その代わりに死んじゃった人達はたくさんいて……この街にも同じようにたくさんの人がいて、その人達のために死のうとしてる人がいて、それを見てたら私、誰だれかに責められてる気がして、それで……」

「フィア……」

　少女の髪をそっと撫なでる。

「でも……本当に怖いのはそんなことじゃないんです」フィアは錬の胸に顔を押し付け、かすかに声を震ふるわせて「覚えてますか？　三ヶ月前の、賢けん人じん会かい議ぎの放送。シティと戦って、マザーシステムを使うのをやめさせて、世界中の魔ま法ほう士しを助けるって。……あの放送を見たとき、私、思ったんです」

　少女が、顔を上げる。

　大きなエメラルドグリーンの瞳ひとみに涙を一杯にため、息を詰まらせて、

「あのとき、私、一いつ瞬しゆんだけど思ったんです。この人達の言う通りに世界からシティが消えたら、私を責める人もいなくなって、私も苦しくなくなるのかな、って……。賢人会議が勝って、本当にシティからマザーシステムが無くなったらどうなるか知ってるのに、そんなこと考えちゃいけないのに、考えちゃいけないって分かってるのに、それなのに、ちょっとだけ……」

「フィア、それは」

　仕方ないよ、と言いかけた錬を遮さえぎるように、フィアは激はげしく首を振る。

　泣なき濡ぬれた顔を上げ、細い肩を震わせ、

「……この街に来てから、声が聞こえるんです。あのとき、『シティなんか無くなればいい』って思った自分の声が、耳の奥から消えないんです。……私、きっと、賢人会議の人達に勝って欲しいんです。それでどんなにたくさんの人が死んだり不幸になったりしても、自分が楽になるなら構わないって……心の一番奥では、きっと、そう思ってるんです」

　少女の体が、ゆっくりと離はなれる。

　涙をこらえるように堅く目を閉じ、小さな手を握りしめて、

「私……ひどいです。……最低の人間です」

　その背中に、錬は両手を回す。

　少女の細い体を、抱きしめる。

「……錬さん……？」

「もう少しだけ待ってね。すぐに真ま昼ひる兄にいと月つき姉ねえを連れて、僕らの町に帰るから。……帰ったら町のみんなで『お帰りなさい』のパーティーをやろうよ。弥生やよいさんもヴィドさんもきっと喜ぶ。僕もがんばって準備するから、きっとすごく楽しいよ」

「錬れんさん、私は」

「言っちゃダメだよ、そんなこと」錬はいっそう強く少女の体を抱き寄せ「早く帰ろう。ここはフィアのいる場所じゃない。フィアは、こんな所にいちゃいけない」
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　そうだ、と自分に言い聞かせる。この子をこんな場所に置いてはおけない。自分が生きていることに罪の意い識しきを感じないといけないような、『生きていてごめんなさい』なんて泣かないといけないような、そんな場所にこの子がいて良いはずがない。

　一日でも、いや、一分一秒でも早く、ここから逃げ出さなければならない。

　窓の向こうに広がるニューデリーの夜景を睨にらみ、錬は唇をかんだ。




　　　　††††††††††††††




　透明な正八面体型の結晶体が一つ、頭の上にふわりと浮かんだ。

　夜間照明の薄うす闇やみの向こうにそれを見上げ、セラは小さく息を吐いた。

（Ｉ－ブレイン戦せん闘とう起き動どう。「Ｄ３」Ａとのリンクを確かく立りつ）

　視界の端に二重映しに浮かぶシステムメッセージにうなずき、頭の中で新しい命令を紡つむぐ。生み出された命令はＩ－ブレインから情報の海を介して頭上の結晶体に到達し、内部に刻み込まれた論ろん理り回路と連動して情報制せい御ぎよを発現する。

　結晶体の周囲の時空構造が書き換わり、重力場が変化する。

　光使い専用攻こう撃げきデバイス、『Dimension Distorting Device』──通称Ｄ３。

　ガラス細ざい工くのような透明な正八面結晶体は複雑な螺ら旋せん軌き道どうを描いて闇やみの空を飛び回り、庭の隅すみに植えられた大きな木の枝先をかすめて、ルジュナ邸二階の屋根にふわりと着地する。

　夜の眠りに沈んだ屋や敷しきに、動く者の気け配はいは無い。

　脳のう内ない時ど計けいが告げる時刻は午前二時。なんだか寝付けなくて部屋を抜け出してしまったが、セラ以外の住人はとうに寝静まり、辺あたりはひっそりと静まり返っている。

　……えっと、次は……

　足あし下もとに置いたカバンの中から別なＤ３を取り出し、両手で勢い良く投げ上げる。Ｉ－ブレインに命令を送って新たなリンクを生み出し、結晶体の周囲の重力場を書き換えると同時にさっきまで操あやつっていた最初のＤ３にも命令を送る。

　二つのＤ３が闇の中で近づき、互いに螺旋を描いてゆっくりと飛び回り始める。

　夜間照明のかすかなライトの光に照らされて、透明な結晶体が空くうを舞まう。

　ときに近づき、ときには離はなれ、二つのＤ３はダンスを踊るようにセラの頭上を巡る。Ｉ－ブレインの中でさらに命令を生み出すと、足下のカバンからさらに別なＤ３が飛び出してダンスに加わる。

　一つ、また一つ。カバンの中から出現した全部で十個のＤ３が、闇の中を輪りん舞ぶする。

　Ｉ－ブレインの演算に意い識しきを集中し、その動きを必死に制せい御ぎよする。

（脳内負荷上昇。蓄ちく積せき疲労十五パーセント）

　複数のＤ３を同時に操あやつる難むずかしさは、単純に一個のＤ３を操る難しさの何個分、というわけにはいかない。時空構造の制御デバイスである『Ｄ３』はあくまでも周囲の重力場を書き換えて好きな方向に『落下』することで飛んでいるだけだから、複数のＤ３が近くに集まればそれぞれのＤ３が生み出した重力場はお互いに干かん渉しようしてしまう。

　それぞれの重力場は互いに打ち消し合ったり強め合ったりあるいは重なり合って全く別な重力場になったりして、放っておけばたちまちＤ３をあらぬ方向に吹き飛ばしてしまう。だから通常、光使いはＤ３を互いに遠ざけ、あるいは同時に全く同じ方向に動かすようにして、重力場の操そう作さを簡かん単たんにすることで脳の負荷を軽減する。

　そのＤ３をあえてぎりぎりまで近づけ、重力場同士の相互作用を見極めて、複数のＤ３に別々な運動を行わせる。

　真ま昼ひるに教わった練習、ではない。

　これはずいぶん前、自分が光使いだと初めて知った頃ころに、おかあさんに教わった訓練法だ。

　……今は無理だと思うけど、慣れたらやってみるといいわよ。練習になるから……

　マサチューセッツで普通の人間として暮らしていた自分の身に、突然降りかかったあの事件。軍に追われて逃げ込んだシティの外のプラントで、ディーと自分とおかあさんの三人きりだった。おかあさんは脳に大きな病気を抱えていて、もう、自分の娘が誰だれだか分からない状態だった。それでも自分はあの人を「おかあさん」と呼んだ。ほんの短い間だったけど、自分達は本当の親子として過ごした。

　病気の悪化で倒れたおかあさんは最後に自分を兵士達の銃弾からかばい、自分の名を呼んで死んでいった。

　長い旅の間、ずっと思い出さないようにしていた辛つらい記き憶おく──

　それがどういうわけか、この頃ごろ、よくあの人のことを考えるようになった。

「……おかあさん……」

　自分はあの人のことを何も知らない。どんな風ふうに生まれて、どんな風に育ったのか。どうして魔ま法ほう士しになって、戦場でどんな風に戦ったのか。お父とうさんとはどうやって知り合って、自分が生まれたときはどんな風だったのか。おかあさんはもちろん何も教えてくれなかったし、あの頃の自分はおかあさんに嫌われていると思っていたからそんなこと知ろうともしなかった。

　少し前まで一いつ緒しよに旅をしていたおかあさんの昔の友とも達だちに尋たずねれば何か教えてくれたかも知れないけれど、自分はおかあさんの名前を思い出すだけで泣いてしまいそうだったから、結局、何も聞けずじまいだった。

　おかあさんのことを思うと、今でも胸が苦しくなる。

　悲しいのはもちろんだけど、それよりも、寂しい。

　自分が困ったとき、迷ったとき、苦しくて立ち止まってしまったとき──

　傍そばにいて、たとえ冷たい言葉でも聞かせてくれたら、どんなに良いだろうと思う。

　……わたし、ちゃんと出来てますか？

　例えば、ディーのこと。先日の戦せん闘とうでお姉ねえさんに再会して以来、少年の様よう子すはおかしい。表面上はいつもと変わりない態度を装よそおっているが、いつも少年のことを見ているセラにはそれが良く分かる。部へ屋やで一人ひとりでぼんやりしている時間が普ふ段だんより増えたし、作さく戦せん会かい議ぎでクレアの名前が出るとちょっとだけ悲しそうな顔をする。そのくせ、自分が見ているのに気付くとすぐにそんな態度を引っ込め、何でもないよ、という風に笑う。

　何でもない、と思っている人は、あんな顔はしない。

　クレアと再会したときにディーが見せた、寂しそうな、迷まい子ごの子供みたいな顔。

　それを思い出すたび、セラは泣いてしまいそうになる。

　離はなればなれになってしまった今でも、ディーはクレアのことを思っている。そして、たぶんクレアもずっとディーのことを思っている。ディーは否定するかも知れないけれど、ディーのことを傍そばでずっと見てきたセラにはそれが良く分かる。

　敵味方に分かれて戦うことになってしまったお姉ねえさんと弟。その原因を作った自分は、何も出来ずに黙だまって見ているだけ。

　どうしたら良いんだろう、と思う。

　こんなとき、おかあさんならどうするだろうと、意味が無いと分かっていても考えてしまう。

　……おかあさん、わたしは……

　十個のＤ３が螺ら旋せんを描いて闇やみ空ぞらを下り、セラの周りを取り囲む位置で静止する。

　小さくため息を吐つき、足あし下もとのカバンの口を開け、Ｄ３に中へ戻るよう指示を──

「見事なものですね」

　いきなり拍手の音が響ひびき、セラは驚おどろいて振り返る。ルジュナ邸の玄関口、いつの間にか明かりが灯ともった扉の前にガウン姿の人ひと影かげを認め、息を呑のむ。

　この屋や敷しきの主あるじ。執政官、ルジュナ・ジュレ。

　慌てて脳内のリンクを切断し、Ｉ－ブレインを停止させる。

　重力場の支えを失った十個の正八面結晶体が、人工芝の上に鈍にぶい音を立てて落ちる。

「驚かせてしまいましたか？」

　ルジュナは首を傾かしげ、少しの間をおいて、ああ、とうなずく。

　長い黒髪を束たばねた執政官は石畳の玄関をゆったりと歩き、庭先に置かれたテーブルセットの白い椅い子すに腰かけ、

「あなたの能力は賢けん人じん会かい議ぎの切り札として、我われ々われにも秘密にしておく手て筈はずなのですね？　あの参謀殿の考えでしょうか」

「え、そ、それは、ええっと……」

　真ま昼ひるに言いつけられたことをそのまま言い当てられてしまい、泣きそうになる。真昼さんといい祐ゆう一いちさんといい、大人おとなの人というのはどうしてこう察しが良いのだろう。

「いけませんよ。そんな顔をしては、肯定しているのと同じことです」困り果てるセラの前で、ルジュナは少しだけ表情を緩ゆるめ「そう心配なさらずに。私は魔ま法ほう士しではありませんから、今の動きを見てもあなたの能力の本質は理解出来ません。……その結晶体を相手にぶつけるのがあなたの攻こう撃げき手しゆ段だん、というわけではないのでしょう？」

　反射的にうなずく。うなずいてから、今のでまた相手に余計な情報を与えてしまったのに気付き、慌ててぶんぶんと首を横に振る。

　ルジュナは何だか困ったようにため息を吐き、少しの間、目を閉じて、

「……まあ、良いでしょう」一つうなずいて目を開け、ゆったりとした袖そでに包まれた手でテーブルの反対側を示し「これも何かの縁えんです。お茶の一つも振ふる舞まって差し上げますから、どうぞそちらへ」

「え……」

　有無を言わさぬルジュナの口く調ちように、ぎこちなくうなずいてしまう。辺あたりに散らばるＤ３を拾い集めてカバンに押し込み、おそるおそるテーブルに歩み寄ってルジュナの向かいの椅い子すに飛び乗る。

　どう見ても大人おとな用に作られた椅子は背が高すぎて、セラでは足が地面に届かない。

　収まりのいい位置を見つけようと体を右に捻ひねったり左に捻ったりし、すぐに諦あきらめて膝ひざから先をぶらぶらさせる。

「何か好みは？」

「え？　……あ、えぇっと、じゃあ紅茶で……」

　ルジュナの言う「好み」がお茶の好みのことだと気付くのに、少し時間がかかる。しどろもどろに答えると、ルジュナはテーブルの隅すみに埋め込まれたタッチパネルに手を伸ばす。

　木もく目め調ちようのテーブルの中で、かすかな機き械かい音おん。

　丸い天板の中央に穴が開き、白はく磁じのティーポットとカップがせり上がって来る。

「二〇九八年製のアンティーク家具。執政官に許されたささやかな特権です」

　目を丸くするセラの前で、ルジュナは独り言のように説明する。

　優ゆう雅がな所作で椅子から立ち上がり、ポットを手に取ってカップに傾け、

「どうぞ。機械が淹いれた物ですから面おも白しろみはありませんが、天然の茶葉ですから味は本物です」

　琥こ珀はく色いろの液体が注がれたカップをこっちに差し出す。

「あ、ありがとう……です」

　ほわりと湯気を立ち上らせるカップを両手で受け取り、その格好のままで固まる。

　甘い香りを漂わせる水面と、向かいに座る女性の顔の間に、視し線せんを行ったり来たりさせる。

「心配せずとも、毒を入れるならもう少し上う手まくやります」

　真ま面じ目めな顔でそう呟つぶやき、ルジュナは自分のカップに紅茶を注ぐ。それっきり何を言うわけでもなく、闇やみ色いろの庭に視線を向けてカップに口を付ける。

　どうにも居い心地ごこちが悪い。うつむき加減にとりあえず自分の紅茶を一口飲んでみるが、緊きん張ちようして味を楽しむどころではない。

　風の音も聞こえない、世界が止まったような時間。

　カップの紅茶を何回にも分けて飲み干し、とうとうやることが無くなって、何となしに口を開く。

「……ルジュナさん……」

「はい」

　思いがけなく即答されてしまい、セラは驚おどろいて顔を上げる。ルジュナはいつの間にかこっちに向き直り、テーブルの上で両手を組み合わせてセラの顔をじっと見つめている。

「あ、えぇっと……」

「なんでしょう」

　そう言われても、特に話すことがあるわけでもない。えぇっと、と言葉に迷い、唐とう突とつに思いついて椅い子すの上で居住まいを正す。

　自分でも、どうしてそんなことを言ったのか分からない。

　ただ、気が付いたときには、その言葉は自然に口から飛び出していた。

「ルジュナさん……お兄にいさんと、ケンカしてるんですか？」

「……は……？」

　黒髪の執政官が、ぽかんと口を開ける。

　数秒の間。

　ルジュナは我われに返ったように咳せき払ばらいし、少し温度の低い視し線せんをこっちに向けて、

「ずいぶん、ぶしつけな質問をなさるのですね、あなたは」

「ご、ごめんなさいです！」

　しまった、と思い、勢い良く頭を下げる。

　ルジュナは呆あきれたように息を吐き、まあいいでしょう、と呟つぶやいて、

「ケンカ、という表現は適切ではありません。兄と私は政治上の方向性の違いで異なる陣営に分かれたというだけの話。それは個人の好悪とは全く関係の無い話であって、ですから……」

　演説のような言葉が、不意に途と切ぎれる。

　ルジュナはこっちの顔をまじまじと見つめ、首を傾かしげて、

「そういう話を聞いているのでは……無いようですね」

「はい、です……」

　椅子の上で小さくなったまま、うなずく。

　こうなったら仕方がない。

　どこから話したものかと迷い、頭の中で考え考え、

「わたしの知り合いなんですけど……その、お姉ねえさんと敵同士になっちゃった人がいて……」

　言葉を切り、ちらりと様よう子すをうかがう。

「……続きを」とルジュナの静かな声。

　今度こそ覚悟を決め、セラはゆっくりと口を開いた。




　かすかな風の流れに揺られて、庭木の梢こずえが葉音を立てた。

　話を聞き終えたルジュナは、なるほど、と小さく呟いた。

「それでは、その少年は少女を守るために、自分の姉を裏切ってしまったのですね？」

　マサチューセッツでの戦いから今日きようまでの経けい緯いを、セラはルジュナに説明した。自分とディーが出会ったあの事件のこと、その中でディーがクレアと戦うことになってしまったこと。この街でディーがクレアと再会したこと、そのせいでディーが悩んでいること──それらの全すべてを、思いつくままに語って聞かせた。

　もちろん、話の主人公が自分とディーとクレアだと分からないように名前は全部伏せたし、「マサチューセッツ」や「ファクトリー」のように事件が特定できる単語も隠した。

　上う手まく誤ご魔ま化かしながら説明出来た、と自分では思う。

　おそるおそる様よう子すをうかがうと、ルジュナは難むずかしい顔で視し線せんをこっちに向け、

「話は分かりました。……ええ。あなたが何な故ぜ私と兄のことを尋たずねたのかも、理解出来ました」

「ご、ごめんなさい……です」

　ぺこっと頭を下げると、ルジュナは「構いません」と首を振る。

「それで？　あなたは二人ふたりを仲直りさせたい、というわけですか？」

「はい……です」

　答えて、無む意い識しきに唇を噛かむ。

　テーブルの上で組んだ自分の小さな手をじっと見つめ、

「けど、ダメです。その男の子はお姉ねえさんとはもう敵同士だからって諦あきらめちゃってて、お姉さんが会いに来ても冷たくして、早く帰れとか言って、でもそういうことを言うときはすごく寂しそうにしてて、お姉さんの方もすごく傷ついてたみたいで……」

「つまり、本当はどちらも関係を修復したいと思っているはずだ、と」

　顔をうつむかせてこくんとうなずく。話している内に、だんだん悲しくなってくる。

　やっぱり、無理なのだろうか。

　敵味方、という立場に分かれてしまった二人は、もう、どうにもならないのだろうか。

「難しいですね」ルジュナは闇やみ色いろの空を見上げ「仲の良い兄弟であればこそ、敵同士になればより厳きびしい態度を取ってしまう、ということもあります。自分は手を抜いていないだろうか、相手が自分の兄弟だからと言って情けをかけていないだろうか──真ま面じ目めな人間であるほど、そうやって自分を追い込むもの。少年が今でも姉のことを思っているのなら、彼はその感情に流されないように必死なはずです」

「そう……ですか……」

　やっぱり無理なのか、と唇を噛む。

　ルジュナは、ええ、とうなずき、視線を空に向けたまま、

「姉の方にしても、弟にそういう態度をとられれば自分から踏み込んでくることは出来ない。二人の関係が自然修復することは、まずあり得ません」

　そこで、少しの間がある、

　ルジュナはふいにこっちを見下ろし、テーブルに少し身を乗り出して、

「となれば方法は一つ。そもそもの原因になったその女の子が、二人の仲を取り持つしかありませんね」

「え……？」

　一いつ瞬しゆん、何を言われたのか分からない。

　セラは目をしばたかせ、ルジュナの顔をまじまじと見つめ、

「取り持つ……ですか？　女の子が、二人ふたりの仲を……」

「他ほかに出来る者がいますか？」

「で、でも、女の子はやっぱりお姉ねえさんと敵同士で、お姉さんにしてみたら一番悪いのは女の子なはずで、だから……」

「そんなことは分かっています」

　ルジュナが立ち上がる。

　闇やみ色いろの庭にゆっくりと歩を進め、立ち止まってこっちを振り返り、

「それでも、姉と弟の二人だけでは状況は変えられない。何かが出来るとしたら……それは、その女の子だけです」

　呟つぶやくようにそう言って、ルジュナは目を閉じる。

　人工芝に覆おおわれた庭の向こうに、しばし佇たたずむ。

　淡あわい褐かつ色しよくの肌は闇に溶けて、セラのいる場所からでは表情をうかがい知ることは出来ない。

「ルジュナさん……？　えぇっと……」

　声をかけてみるが、返事が無い。視線を黒髪の執政官に向けたまま、しばらくの間、言葉に迷う。

　と。

「──今夜はもう遅いです」

　唐とう突とつに、ルジュナが目を開ける。

　優ゆう雅がな所作でテーブルに歩み寄り、ガウンを脱いでナイトドレス一枚の姿になり、

「会かい議ぎは明あ日すからです。詳しくは知りませんが、あなたにも役目があるのでしょう？　そろそろ休みなさい」

　ゆったりとしたガウンをこっちの肩にかけ、屋や敷しきの玄関に向かって歩き出す。

「わ……」セラはとっさにガウンの襟えりを両手で掴つかみ「え、えっと、これ……」

「風か邪ぜをひかれては私が困ります」ルジュナは振り返りもせずに玄関の扉を開け「それでは、明日からも、よろしくお願ねがいします」

　薄うすい夜よ着ぎに包まれたその姿が、玄関の向こうに消える。

　ゆっくりと、扉の閉まる音。

　セラは大きく息を吐き、テーブルに突っ伏した。

「……緊きん張ちよう、したです……」

　ガウンの前をかき合わせ、ついでに背中の所を頭にすっぽり被かぶる。人工毛け織おりのガウンは夜の冷気を弾はじき、小さな体を温める。

　そのまま、椅い子すの上で丸くなる。

　さっきまでそこにいた、ガウンの持ち主の言葉を、心の中で反はん芻すうする。

　……わたしが、何とかする……

　ずいぶん無む茶ちやなことを言われたはずなのに、納得してしまっている自分に驚おどろく。どうしてだろうと考えて、不意に気付く。

　ぶっきらぼうで、どこか突き放したような、ルジュナの態度。

　もちろんそっくりというわけではない。声も口く調ちようも全然似ていないし、考え方もきっと違う。肌の色も髪の色も全然別物で、似ている所など一つも無いけど、そのはずだけど、

　……ちょっとだけ、おかあさんに似てるです。

　風に揺られた木の枝が、かすかに音を立てた。

　暖かなガウンの中で、セラは少しだけ口元を緩ゆるめた。
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　マサチューセッツへの定時報告を終える頃ころには、夜明けが迫っていた。

　データ室の冷たい床ゆかに座り込み、クレアはぼんやりと天てん井じようを視み上あげた。

『中央招集会かい議ぎ』に絡んだ一連の動きは、本国に報告した。本国はそれについては特に反応を示さず、ただ作戦を続行せよとだけ指示を返してきた。

　クレアの任務は相変わらず、『賢けん人じん会議を追う』という表の目的を装よそおいつつ陰でニューデリーのマザーコア交換を妨害すること。

　ひどく、虚むなしい任務。

　だが、それを拒否してシティに逆らうだけの気力も、クレアには無かった。

　──ディーが、人を、殺した──

　幻影イリユージヨンNo.17に聞かされたその言葉が信じられず、シティ・モスクワのデータベースにアクセスしてメルボルンでの交戦記き録ろくを調しらべた。賢人会議に属する騎き士し一人ひとりの手で一般兵、魔ま法ほう士し合わせて四百余名が死亡──。いくらチェックしても記録に矛盾は発見出来ず、クレアも、最後には認めざるを得なかった。

　あの子は、変わった。

　自分がかつて望んだ、けれども心のどこかでそうならないで欲しいと祈っていたように、ディーは強くなった。

　自分には出来なかった、自分ではとうとう変えることが出来なかった、あの子の弱さ。

　それを打うち砕くだいたのは──

「セレスティ・Ｅ・クライン……」

　会ったのは一度だけ。いや、このニューデリーに来てからのことを含めれば二度。自分達のように魔法士としてではなく、ただの人間として生まれてただの人間として育った光使い。

　初めて会ったときは、ただＩ－ブレインを持っていて魔法が使えるだけの、戦う意志も覚悟も持たない無力な少女だった。

　だが、数日前、二度目に会ったときに少女が見せた表情は──

「半年……ディーと二人ふたりで旅してたのよね……」

　マサチューセッツを追われ、メルボルンに流れ着き、賢けん人じん会かい議ぎの一員として世界に対して宣戦を布告した、クレアの弟。

　気弱で、誰だれも傷付けることが出来なかったあの少年を、彼女が変えたのだろうか。

「どんな旅だったのかな……」




　──話が聞きたい、と。

　クレアは初めて思った。




「……っ！　あ、あたし、なにを……」

　一いつ瞬しゆん遅れて我われに返り、自分の考えに自分で驚おどろく。ぶんぶんと首を振って頭に浮かんだ言葉を必死に追い出す。

　出来るわけがない、という思いと、もしかしたら、という思いが交差する。

　幼い少女の姿を、頭の中に思い描く。

　軍に追われながらの長い旅。しかも、少女の母親はディーのために死に、ディーはそれを少女に告白した。二人の心には深い傷が刻まれ、それは生なま半はん可かなことで癒いややされる物ではなかったはずだ。

　だが、二人はそれでも前に進んだ。

　進んで、互いに、かつては持ち得なかった強さを手に入れた。

　……どうしたら、そんなことが……

　知りたい、とクレアは思う。二人が歩んできた道を。二人の戦いの全すべてを。そうすれば自分は前に進めるかも知れない。胸を張って、ディーの前に立つことが出来るかも知れない。

「けど……でも、どうしたら……」

　思考が、頭の中でぐるぐると巡る。

　いくら考えても答えは見付からない。

　クレアは冷たい床ゆかの上で膝ひざを抱え、部へ屋やの隅すみに淀よどんだ闇やみをじっと視みつめた。
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　朝の始まりを告げる鐘かねの音ねが、シティの空に静かに流れた。

　昼間照明の淡あわい光に照らされていく街をフライヤーの後部座席の窓から見下ろし、錬れんは憂ゆう鬱うつな息を吐いた。

　ニューデリー第一階層、中央区画。人工の川によって市街地と隔へだてられた広大な円形の敷しき地ちには常じよう緑りよく樹じゆの並木が整然と列を成し、舗ほ装そうタイルの道で扇おうぎ形がたに区切られた小区画の幾つかには芝しば生ふが敷しき詰つめられて公園のような空間になっている。円を八等分する形で放射状に伸びるメインストリートは中央区画から橋を挟んで市街地を抜け、そのまま第一階層の端まで一いつ直ちよく線せんに繋つながっている。

　八本のメインストリートの集まる場所、円形の区画の中心には、柔らかな白色に塗り込められた巨大な塔。

　シティの地表から天てん井じようまでを貫つらぬく直径四百メートル余りの支柱は、人工の光を受けて薄うす闇やみの中に淡く輝かがやいている。

　こうしてフライヤーで近付いてみると、その威容は支柱というより『壁かべ』と表現した方がふさわしく思える。視界の端から端までを覆おおい尽つくす巨大な白い壁。第一階層の天井に繋つながる一番上の部分からは幾つものケーブルやパイプが突き出し、樹木の枝葉のように鉛色のシティの空を覆っている。地表に接する根本の部分は一回り大きく設計されており、エントランスとして利用されるらしい幾つかの施設が見える。

　そこから広がる通りの先、市街地に通じるアーチ型の橋には、バリケードと空中戦車を組み合わせた物々しい検問。

　ニューデリー自治軍の黒塗りの制服に身を包んだ数百名からなる兵士達は一様に緊きん張ちようした面おも持もちで短たん機き関かん銃じゆうを構え、橋の向こうからの侵入者に絶えず目を光らせている。

　高度百五十メートルに広がるフライヤーの飛行帯には『規制中』の浮ふ遊ゆう標ひよう識しきと警けい護ごの軍用車両が回廊のように整列し、錬とアニルを乗せたフライヤーはその間をゆっくりと進んでいる。警護車両から少し離はなれた場所には公営放送の印章を刻まれた撮さつ影えい用よう車しや両りようが幾つも浮かび、こっちに向けてカメラを構えている。

　そこから視線を下に向けると、街のあちこちで市民が人だかりを成しているのが見て取れる。第一階層のほぼ全域に点在する公共ディスプレイの前には会かい議ぎの中継を他ほかの市民と共に見て話し合おうと付近の住民が集まっているらしく、中には市民団体が設営した椅い子すとテーブルが準備され、完全に集会所になっている所もある。

　街の外はずれ、環かん状じようリニアの駅や階層間エレベータの出口が集中する一画では会かい議ぎの参加を許された三万五千人の市民が雑然と列を成し、軍の専用車両で次々に会議場に運ばれている。

　中央招集会議一日目、朝。

　ニューデリーの街は緊きん張ちようと興こう奮ふんの入り混じった、奇妙な静寂の中にある。

『……あー、こちらヘイズ。感度はどうだ？』

　襟えり元もとに貼はり付けた通信素子から、ノイズ混じりの声が響ひびく。いつもの癖くせで襟を引っ張ろうとし、自分の格好を思い出してため息を吐つく。執政官の護ご衛えい役やくということでお仕着せられてしまったニューデリー自治軍の少年兵の儀ぎ典てん正せい装そう。黒地に白い縁ふち取どりが施ほどこされた軍服はサイズもデザインもぴったりでそれ自体は問題ないのだが、ベルトに無理やりつけた愛用のサバイバルナイフだけが明らかに浮いてしまっていて居い心地ごこちが悪い。

　ナイフの柄つかに埋め込まれた紫色の結晶体が、車内灯に照らされてかすかな光を放つ。

　騎き士し剣けんの能力を模も倣ほうし、ごく短時間だけ自己領域の展開を可能にする特製のデバイス。

　ロンドンの事件で壊こわれてしまったその結晶体は昨夜ゆうべのうちに月つき夜よの手で修復され、機き能のうを回復している。

「良好、とはいかないけど大丈夫。ちゃんと聞こえるよ」ナイフの位置を直そうと無む駄だな努力をしながら「そっちはどう？　賢けん人じん会議の動きは掴つかめそう？」

『とりあえず、向こうのリーダー、サクラってヤツの居場所を調しらべてるとこだ』二十階層のアニル邸に待機しているヘイズは通信素子の向こうで一つ指を鳴らし『マザーシステム反対派の拠点から動いてねえみてぇなんだが、あの辺はノイズメイカーか何かの妨害がかかってるみてぇで上う手まく場所を絞れねぇ』

　そこで少し言葉が途と切ぎれる。

　ヘイズの声が通信素子から遠のき、同じく二十階層に待機している月夜や幻影イリユージヨンNo.17と何かを話し合うのが聞こえ、

『……でもって、他ほかの連中の動きは一切不明。オレ達と戦ったあの二刀流の騎き士しもその辺に潜ひそんでるかも知れねえからな。言うまでもねーけど気ぃ付けろ』

「了解」短く答え、少し考えておそるおそる「……フィアは？」

『まだ部へ屋やから出てこねぇけど、起きたら会議場の周りの見張り頼たのむつもりだ。適当に歩き回って、怪しいヤツ見つけたら連絡してくれって。……ここにはアニルのおっさんの部下とかも来るからな。あいつ緊きん張ちようするだろ、そういうの』

　ヘイズは言葉を切り、一つ指を鳴らして、

『ってことで、良いか？』

「うん……ありがと」

　短く答えて通信を切り、少女の顔を思い出して息を吐く。

　軍服の襟を整え、やっぱり上手く収まらないナイフを元の位置に戻す。

「向こうの動きは絞れませんか」

　正面から投げられる声に、ちらりと視し線せんを向けて「みたいだね」と答える。細かな刺し繍しゆうが施ほどこされた白布を幾枚も重ねた柔らかな袖そでが、その目の前をゆったりと流れる。

　シティ・ニューデリー執政官の正装である、豪ごう奢しやな白しろ装しよう束ぞく。

　革張りのシートが向かい合わせに配置された広い車内の反対側。アニル・ジュレは肘ひじ掛かけに優ゆう雅がに頬ほお杖づえをつき、窓の向こうを見下ろして、

「反対派の立場を考えれば、会かい議ぎ場じように注意を引き付けておいてその間にこちら側が用意したマザーコアの正体を探る、という選せん択たく肢しを取りたいはずです。となれば、そろそろ賢けん人じん会議が動き出すはずなのですか……」束つかの間ま目を閉じ、ふとその視線をこちらに向けて「ところで、フィア君と何かありましたか？　先ほど、ヘイズ君と何か話していたようですが」

　錬れんとヘイズの通信の内容は、もちろんアニルの通信素子にも伝わるように設定してある。錬にとっては愉快なことではないが、必要なら三人で会話することも出来るようになっている。

「あんたには関係ない。……ちょっと、ケンカしただけだよ」

　反射的に答え、怪しまれるかも知れないと気付いて慌てて付け加える。余計な詮せん索さくをされるのはマズい。フィアの正体をこの人に悟られることがないよう、細心の注意を払わなければならない。

　アニルは納得したのか、「それはそれは」と笑って視線を窓に戻す。

　執政官の瞳ひとみの見つめる先、等とう間かん隔かくに列を成す軍用フライヤーの回廊の向こうから、白い巨大な塔が迫ってくる。

『──閣下。間もなく中央塔に到着いたします』

　天てん井じようのスピーカーから、フライヤーの操そう縦じゆう士しの声。操縦席と客室が完全に分ぶん離りされたこのフライヤーの中では、操縦士との会話は通信を介して行われる。

「ご苦労様です」アニルは視線をスピーカーに向け「他ほかの方々は？」

『他の執政官の方々はすでにご到着を。閣下が最後のお一人ひとりです』

　承知しました、とアニルがうなずく。フライヤーが速度を落とし、ゆっくりと旋回する。

　巨大な壁かべとなって視界を覆おおう、第一階層中央塔。

　その中ほどに口を開けたフライヤーの発着場に、機き体たいは音も無く吸い込まれていく。

　……うわ……

　眼下に何気無く視線を向け、錬れんは頬を引きつらせる。一面の白に塗り込められた発着場の中央では黒くろ尽ずくめの警けい備び兵へいの一団が整然と隊列を成し、恭うやうやしく掲げられた短たん機き関かん銃じゆうの銃口が槍やりの穂ほ先さきのように鈍にぶい光を放っている。

「さて、いよいよですね」

　アニルの声。

　白装束の執政官は膝ひざの上で両手を組み合わせ、柔らかな笑えみを浮かべて、

「よろしくお願ねがいしますよ、錬れん君」

「……期待しない方が良いよ。思いっ切り手抜くから」

　投げやりな声でそう答え、錬は今日きよう何度目か分からないため息を吐ついた。
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　絵の具と洗剤を足してレモンで割ったような染色剤の香りが、部へ屋や中じゆうに漂った。

　使い終わった櫛くしと刷は毛けを洗せん面めん器きに投げ込み、セラは、ふぅ、と頬ほおの汗を拭ぬぐって、大きな姿見の鏡かがみを覗のぞき込んだ。

「ディーくん、出来ましたよ」

　鏡の中の少年が、ありがと、と答えて目を開ける。第一階層中央塔一二七階、マザーシステム反対派の執政官達のために用意された区画の一室。落ち着いた内装が施ほどこされた部屋でディーは大きな鏡と向かい合い、頭を通す穴が開あいただけの白い布を首からすっぽり被かぶっててるてる坊主みたいな格好で椅い子すに座っている。

　その肩越しに、セラはおそるおそる身を乗り出す。

　女の子みたいなディーの横顔に少しだけ見とれ、我われに返って鏡に向き直り、

「どう……ですか？」

　ディーは無言で、自分の顔を見つめる。

　前髪をつまんで左右に引っ張り、うーん、と首を捻ひねって

「何かこれ、変じゃない？」

　自分の頭を指さし、困った顔でこっちを振り返る。「かっこいいです」と答えると、ディーは「そうかなあ……」と首を捻りつつ鏡に向き直る。そんなディーからは見えない角度で、セラはちょっとだけため息を吐く。本当はセラも変だと思うのだが、本人にそんなひどいことを言ってはいけない。

　鏡に映る少年の頭は、少し茶色がかった黒。

　細い銀色の髪は一本一本に至るまで薬で染め上げられ、まるで元からその色だったかのように、自然な感じでほわほわと揺れている。

「説明書には『お湯で洗えば取れる』って書いてあったから、お風ふ呂ろに入れば元通りです」

「うん……それは良いんだけど」ディーは鏡の前で右を向き左を向き、ちょっと首を傾けたりしながら「ほんとに大丈夫なのかな、これで」

「ばっちりです」セラは少年の肩越しに鏡を覗き込み「『賢けん人じん会かい議ぎ』の放送でディーくんを見ただけの人は気が付かないけど、ディーくんを良く知ってる人は気が付く。そういう微妙な感じに、ちゃんとなってます」

　染色剤まみれになった白い布を少年の体から取りのけ、頬やうなじについた滴をタオルでぬぐい取る。

　ディーは何だか納得いかなそうに鏡かがみの向こうの自分とにらめっこし、一房だけ伸ばした長い後ろ髪を指でつまんで、

「やっぱり、切っちゃった方が良かったんじゃないかな、これ」

「ダメです！」

　勢い良く答えると、ディーはちょっと驚おどろいた顔をする。「セラ？」と振り返ろうとする少年の顔を掴つかんで無理やり前に向かせ、きれいな色に染まった後ろ髪を両手ですくい取る。

　面めん倒どうだから切ろう、というディーの主張を無視して、わざわざ染めた長い髪。

　……もう一回ここまで伸ばすのに、何年かかると思ってるんですか……

　少年には決して通じないだろう理由でちょっと怒り、細い髪の束を均等に三つに分けて編あみ込み始める。

「こうやって違う髪型にすれば簡かん単たんに隠せます。ばっちりです」

「そ、そうなのかな」

「そうです」

　自信満々に断言して、てきぱきと髪を三つ編みにしていく。ディーは納得したのか諦あきらめたのか、大人おとなしく目を閉じる。

　髪のこすれ合う音だけがかすかに流れる、静かな時間。

　絹糸のような髪を無心に編み、ふとその手を止め、少年の顔をじっと見つめる。

「……ディーくん」

「ん？」

「クレアさんのこと、考えてますか？」

「え……」ディーはちょっとだけ目を開け、困ったように笑って「……セラには、何でも分かっちゃうんだね」

　……当たり前です。

　心の中でそっと答え、三つ編みの続きをやりながら、

「この前は『マサチューセッツに帰れ』とか言ってたですけど……やっぱり気になりますか？」

「……別に、そういうわけじゃないんだけどね」ためらいがちにそう答え、ディーは鏡に映る自分をじっと見つめ「ただ……これ見たら、クレア怒るだろうな、って」

「これ、って……髪を染めちゃったことですか？」

「うん……」ディーは黒色の前髪を指で弄もてあそび「クレアは僕の髪の色が気に入ってたからね。……『せっかくだから伸ばそう』って髪留めのリボンくれたのもクレアなんだよ」

「そう……ですか」セラはちょっと失敗した所を解いて編み直し「……ディーくん、会いたいですか？」

「え……？」ディーは一いつ瞬しゆん目を丸くし、すぐに誤ご魔ま化かすような笑えみを浮かべて「会いたいって、誰だれに？」

「そういう答え方はダメです」

　編あみ上がった三つ編みをちょっと乱らん暴ぼうに引っ張り、先っぽをリボンでまとめる。

　ディーは少しだけ困った顔をし、疲れたみたいに息を吐いて、

「クレアはマサチューセッツのエージェントだからね。公営放送のカメラがある場所では動けないはずだから、ぼくが執政官の護ご衛えいをやってれば会うこともないよ」

「そういうことじゃ……」

「だめだよ」

　ディーは静かに首を振る。

　違う色になってしまった三つ編みを自分の目の前で揺らし、

「ぼくとクレアはもう敵なんだから。……会わない方が良いよ、きっと」

　髪を背中に回して立ち上がり、ベッドに放り出していたニューデリー自治軍の正装を着込む。二本の騎き士し剣けんを腰に下げ、鏡かがみでもう一度自分の姿を確かく認にんし、

「時間だから、ぼくはそろそろ行くね。セラは真ま昼ひるさんから連絡があるまでここで待たい機き。大変な日になると思うけど、がんばろうね」

「ディーくん、わたしのお話まだ──」

「それじゃ、セラも気を付けて！」

　強引に話を打ち切って、ディーが部へ屋やを飛び出していく。

　勢い良く閉ざされるドアの音。

「……ディーくん……」

　その背中を見送り、セラは、むぅ、と眉み間けんにしわを寄せた。

　……むずかしいです……

　最初のアタックは見事に失敗。昨日きのうの夜、ルジュナに言われたことを自分なりに実践してみたのだが、結果はあえなく玉ぎよく砕さいとなった。やはり一ひと筋すじ縄なわではいかない。もっともっと、いろんなことを考えなければならない。

　さっきまで少年が座っていた椅い子すに腰を下ろし、膝ひざの上で頬ほお杖づえをつく。

　とたんに、テーブルの上の携けい帯たい端末が着信を告げた。

「……あ」

　我われに返って両手で自分の頬を軽く叩たたき、脳内で重じゆう力りよく操そう作さを起動する。テーブルの上の携帯端末を手元に引き寄せ、スイッチを押す。

「はい……あ、真昼さん……ですか？」

　重力感知で部屋の周囲に誰だれもいないのを確かく認にんし、小さなスピーカーを耳に押し当てる。

「……そうです。ディーくんはもう行っちゃいました。……はい。大丈夫です……」

　手短に状況を説明すると、端末の向こうの青年は、そう、と笑い、端末を見るように告げる。

　ディスプレイに映し出される、次の作戦指示。

　セラは、え？　と目を丸くし、わけもなく部へ屋やを見回して、

「これが……わたしの今日きようのお仕事、ですか？」
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　一面の白に塗り込められた通路が、スライド式の扉の向こうに広がった。

　錬れんはアニルの隣となりに並んで、会かい議ぎ場じように至る道を進んだ。

　フライヤーがまるまる通れそうな広い通路の両側には、儀ぎ典てん用ようの正装を纏まとった自治軍の兵士が等とう間かん隔かくに整列している。黒い軍服姿の兵士達は手にした短たん機き関かん銃じゆうを捧ささげ銃じゆうに構え、アニルが自分の前を通るのに合わせて踵かかとを打ち鳴らし最敬礼する。

「……ねぇ」ふと不安を覚え、アニルの横顔を見上げて「ここにいる兵士の人達って、みんなあんたの部下？」

「さて、形式上はもちろん私にも彼らに対する命令権がありますが」何がおかしいのかアニルは小さく笑い「何しろ、このニューデリーには十万を超す兵士がいます。その一人ひとり一人ひとり、誰だれが私達の派は閥ばつに属して誰が向こうの派閥に属するかとなると、さすがに」

「や……でも、あんたが裏で手を回して自分が通る通路の警けい備びは自分の派閥で固めるとか、そのぐらいのことは……」

「彼らの大半は一般の市民と同じ。執政院の内紛もマザーシステムの正体も知りません」アニルは途と切ぎれることなく続く兵士の列を横目に「彼らの上官の上官の、そのまた上官辺あたりまでいけば話は別ですが。……そんな段階で手を回しても、実働レベルの兵士までは到底行き渡りませんよ」

「じゃ、この人達はみんな、あんたの味方でも向こうの味方でもない、『ただのニューデリーの兵士』ってわけだね」

「さて、どうでしょう」アニルは首を傾かしげ「兵士全体に命令は出来なくとも、暗殺者を仕込むという手はありますから。その辺りに立っている方が、突然発砲してくるかも知れませんよ？」

　うえー、と錬は顔をしかめる。

　と、アニルはこっちを見下ろし、

「ですから、十分に気を付けて下さい」人差し指で眼鏡めがねを押し上げ「目の前にいるのが敵か味方かは誰にも分からない。ここは、もう戦場ですよ」

　そう囁ささやく執政官の目が全く笑っていないことに気付き、錬は少し身み震ぶるいする。

　アニルは「そう、その調ちよう子し」と形だけの笑えみを浮かべ、顔を前に向けて、

「さて、おしゃべりはここまで。着きましたよ」

　右手の壁かべに開いた扉の前で、アニルが唐とう突とつに立ち止まる。扉の両側に立つ兵士が最敬礼し、扉が大きく左右にスライドする。

　来たか、と、男の声。

　奥行き五メートル余りの広い部へ屋やには錬れんが入ってきたのとは別な方向にもう一つ扉が設けられ、上の部分に『会かい議ぎ場じよう』と表示された細長い立体映像ディスプレイが浮かんでいる。

　控え室か何からしい部屋の中には、白しろ装しよう束ぞくに身を包んだ五人の執政官。

　いずれも、事前に資料で見せられた、アニルと同じマザーシステム推進派に属する人達だ。

「揃そろったな、これで」

　五人の執政官の中で一番年上らしき老人が、しわがれた声で呟つぶやく。白い髭ひげを蓄たくわえた執政官はアニルの前に歩み寄り、射いるような視線をこっちに投げて、

「……この少年が？」

「はい。我われ々われの護ご衛えい。能力は確たしかです」

　なるほど、と執政官全員の目がこっちに向く。

「え……なに？」

　無む意い識しきに一歩後あと退ずさる錬の前で、先頭に立つ壮年の男が、よろしく頼たのむ、と会釈する。後の四人も続けて頭を下げ、何だかますます居い心地ごこちが悪くなる。

「そう固くならずに」アニルは何がおかしいのかくすくす笑い「さて……それでは参りましょうか」

　その言葉に錬を除いた全員がうなずき、奥の扉に向き直る。両開きの扉がゆっくりと開き、薄うす暗ぐらい室内にさっと光が差し込む。

　扉の向こうに姿を現す、第一階層中央塔、会議場。

　錬は思わず息を呑のみ、その光景に見入った。




　人工照明の陽光に照らされた、広大な半球形の空間だった。

　直径は少なく見積もっても三百メートル以上。中央塔の内部を端から端までくりぬいて、一つの巨大な領域として確かく保ほしていることはすぐに理解出来た。

　外周に沿ってすり鉢ばち状に設けられた数万の客席は、会議参加を許されたニューデリー市民によってすでに埋め尽くされていた。人、人、人、どこまで行っても途と切ぎれることのない人の列。人種や髪の色は一見してアジア系と分かる者が大半だが、中には西洋系の顔立ちも混ざっている。上下に二十五段。一つたりとも欠けることなく埋められた聴ちよう衆しゆうの席は錬の視界の左右に弧を描いて壁かべを成し、一番遠い一帯は豆粒のようになって、Ｉ－ブレインの助けを借りなければ一人ひとり一人ひとりの顔を判別することは到底出来ない。

　三万五千の聴衆の視し線せんがいっせいに自分達の上に注がれるのを錬は感じる。

　背中に、じわりと汗が浮かぶ。

　……これ……こんなに、たくさん……

　客席の正面に当たる空間には十メートル以上もある巨大な立体映像ディスプレイが幾つも浮かび、その下方、すり鉢ばちの底に当たる部分には百個近い円形の足場が設けられている。

　足場の一つ一つは五メートル近い大きさがあり、それぞれに円卓と椅い子すが置かれている。全すべての足場は電磁場の制せい御ぎよか何かで浮遊する仕掛けになっているらしく、すでに議ぎ員いんや官僚が席に着いたテーブルの幾つかは市民の席と同じ高さに浮かんでいる。

　会議場の底、最も中心には、十二人がけの円卓が一つ。

『執政院』と表示された豪ごう奢しやなテーブルにはきっかり十二人分の席の他ほかに、もう二つ、円卓から少し離はなれた位置に小さな椅子が置かれている。

「さて、行きますよ錬れん君」

　アニルを先頭に六人の執政官が歩き出し、錬も慌てて後を追う。大きく開け放たれた扉から光の中に進み出し、すり鉢の底に向かって階段を下り始める。

『──執政官、到着』

　厳おごそかに響ひびく、アナウンスの声。

　瞬しゆん間かん、静まり返っていた会議場を、割れんばかりの怒号が埋め尽くす。

　……うわ……

　スポットライトの強い光が頭上から降り注ぎ、錬は眩まぶしさに顔をしかめる。市民達は階段の両側の塀へい越ごしに身を乗り出し、こっちに向かって必死に手を振る。執政官達は軽く手を上げてそれに応こたえ、ゆっくりと階段を下っていく。アナウンスの声が六人の執政官の名を順番に読み上げていく。

　と、会議場の反対側に、別なスポットライトの明かり。

　錬がいるのと対称の位置、こちらと同じ構造の階段を下って、マザーシステム反対派の執政官六人がゆっくりと近付いてくる。

　遠目に映る敵側の執政官の顔を脳内で画像補整し、事前に見せられた資料と照会して一人ひとりずつ名前を確かく認にんする。その中に気になっていた名前を見付け、少しの間、動きに注目する。

　先頭を歩く長い黒髪の女執政官、ルジュナ・ジュレ。

　……アニルと同じ名前、だよね……

　最初に資料を見たときも気になったのだが、何か関係があるのかな、と改めて思う。アニルに聞いてみたい気もしたが、どんなことでもこの人に物を教えてもらうのは気に入らない。

　……ま、いっか……

　心の中で呟つぶやき、視し線せんを隣となりに向ける。自分と同じくらいの小さな人ひと影かげをそこに見付け、おや、と首を傾かしげる。ニューデリー軍の少年兵の儀ぎ典てん正せい装そうを纏まとった、自分と同じ護ご衛えいらしき白人の少年。少し茶色がかった黒髪を一房だけ長く伸ばしてリボンで三みつ編あみにまとめている。ミラーシェードに隠された両目。一いち分ぶの隙すきもなく整えられた軍服の上着。腰に巻かれたベルトだけが明らかに全体のコーディネートから浮いてしまっていて、そこには、白と黒の結晶体が象ぞう眼がんされた通常の半分ほどの長さの、

　──二振りの、騎き士し剣けんが──

「……あ」

　少年がこっちに顔を向け、動きを止めた。

　ミラーシェードに隠された目が見開かれるのが、見えた気がした。




　脳のスイッチが切り替わる音が、耳の奥で聞こえた。

　瞬しゆん時じに腰に伸ばした手が、サバイバルナイフの柄つかに触れた。

（Ｉ－ブレイン、戦せん闘とう起き動どう）

　最初の一ミリ秒で二八〇〇〇通りの選せん択たく肢しが脳内に浮かび、次の一ミリ秒でその内二七八四〇が『実行不可能』として棄き却きやくされる。残った一六〇の選択肢が次々にシミュレートに失敗し、全すべてのチェックを通過した二十七の手が勝率の高い順に列挙される。

　視界の先で、少年の両手が二本の騎士剣を掴つかむ。

　来るか、と重心を低く落とし、ナイフをゆっくりと鞘さやから引き抜いていく。

　彼ひ我がの相そう対たい距きよ離りは三二〇メートル。騎士である少年の力を考えれば、それこそ瞬まばたきする間もなく近接出来る距離。

　本来なら自己領域による移動を先読みし、出現地点に攻こう撃げきを合わせたい所。

　だが、あの少年には、その手は通じない。

　先日の戦闘データの解かい析せき結果から、錬れんは少年の能力に関する重大な事実をすでに知っている。どんな手段を用いているのかは不明だが、少年は騎士の唯一の弱点であるはずの『自己領域と身体能力制せい御ぎよの切り替え時間に生じる一いつ瞬しゆんの隙すき』を消失させ、移動から攻撃までの一連の流れを一切のタイムラグ無しに行うことが出来るらしい。

　規格外も良い所。本来ならこんな何の準備も無い状況で、一対一で対たい峙じして良い相手では断じてない。

　だが、それでも手はある。

『仮想精神体制御チエーリング』と『分マ子ク運ス動ウ制エ御ル』を常じよう駐ちゆう。少年の動向に細心の注意を払いつつ、ゆっくりと足を踏み出し……

「──落ち着きなさい、錬君」

　前触れなく肩に手を置かれ、驚おどろいて反撃しそうになる。すぐに声の主ぬしがアニルだと気付き、ナイフに手を置いたまま視し線せんだけで振り返る。

「落ち着けって、でもあれ……」

「仕かけてきませんよ。仮にこの場で戦って、我われ々われを皆殺しにするなり生け捕るなり出来たとして、市民がそれを認めると思いますか」

「あ……」

　そっか、と心の中で息を吐く。

　ナイフを鞘さやに押し込むと、視界の向こうの少年も同じように剣から両手を放す。

「少し冷静に。ここは、力づくで相手の発言を封じる場ではありませんよ」

　諭さとすような、アニルの声。

　錬れんは素直に、うん、とうなずき、そんな自分に気付いて唇をかんだ。




　人工照明に照らされた会かい議ぎ場じように、沈ちん黙もくが降りた。

　三万五千人の一般市民と、およそ千人の議ぎ員いん・官僚──その全すべてが見守る中で、十二人の執政官はわずかも歩ほ調ちようを乱すことなく、優ゆう雅がな足取りで光の中を進んだ。

　六人の人間の執政官と、六人の魔ま法ほう士しの執政官。マザーシステムを認める者達と、認めない者達。豪ごう奢しやな白しろ装しよう束ぞくに身を包んだ十二人は円卓の周囲を時と計けいの文も字じ盤ばんのように取り囲み、完かん璧ぺきに同じタイミングで椅い子すを引いて、完璧に同じタイミングで席に着いた。錬ともう一人ひとりの護ご衛えいの少年は円卓を挟んで正反対の位置に置かれた小さな椅子に腰かけ、戦意が無いことを示す形式的な作法として、それぞれの武器を背中に回した。

　全ての聴ちよう衆しゆうが見守る中で執政官を乗せた円形の台がゆっくりと浮上し、半球型の会議場の中心に当たる位置で静止した。

　──中央招集会議、一日目。

　開会を告げる鐘かねの音ねが、ニューデリーの街に響ひびいた。
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　型通りの開会宣言と運営委員の挨あい拶さつが滞とどこおりなく終了し、会議は早速、午前の討議に入った。

　円形の足場に乗って議事堂の中央に進み出る市民団体らしき一団の頭上で、立体映像ディスプレイの表示が食しよく糧りよう生産プラントの空くう撮さつ映像に切り替わった。

　最初の議題はニューデリー内の食糧需要に関する調査報告に基づいた、生産プラント稼か働どう時間の見直しに関する提案。ニューデリー内の各階層への食料供給量を決める元になっている一人ひとり当たり消費量の計算式には年ねん齢れいごとの係数率に実情とそぐわない部分があり、具体的には七十歳以上人口に対する食料供給を現状の値から五パーセント削減して考えるべきだ──というのが、「公正な食料配分を考える会」を名乗るその団体の主張であるようだった。

　……意外とよく調しらべてあるね、これ……

　手元の立体映像ディスプレイに映し出された団体提供の資料に目を通し、真ま昼ひるは少し感心する。「市民参加の会議」という言葉からもっといい加減な、町内の寄り合いの延長みたいな物を想像していたのだが、どうやらこれは通常の上院議会と同レベルの、真剣な討議の場であるらしい。

　あてがわれた座席の上で軽く伸びをし、周囲に視し線せんを巡らせる。

　前後左右、等とう間かん隔かくに果てしなく並ぶ白い席には、人種も性別も年ねん齢れいもまちまちな数え切れないほどの人の列。

　参加者としてこの会かい議ぎ場じように招かれた三万五千人のニューデリー市民は、一様に手元のディスプレイの資料を覗のぞき込み、あるいは会議場の中央で自分達の主張を語る市民団体の代表を見下ろしている。

　会議場の外周に沿って設けられた市民席の一画。南東から少し南よりの最上段に、真ま昼ひるは他ほかの一般市民に紛まぎれ込んで座っている。全く同じデザインに統一された座席は簡かん素そながらもきちんとしたクッション敷じきで、肘ひじ置おきからせり出したアームの先に携けい帯たい端末が固定されている。端末はネットワークを介してこの会議場専用のサーバーに繋つながっており、会議参加者の市民はこの端末で議題に関する資料を検けん索さくすると同時に、最終的な議題の可否の投票を行う。

　すり鉢ばち状になった会議場の平らな天てん井じようには、専用のレールに取り付けられた幾つものカメラ。

　レールに沿って忙せわしく動き回るカメラが撮さつ影えいした会議場の映像は、公営放送を介して、ニューデリー内の全市民に届けられているはずだ。

　……一番端のカメラの撮影中心があの辺。次のやつがその辺で……

　広大な会議場をぐるりと見渡し、細かな状況を確かく認にんする。事前に資料で大まかな所は確認しているが、実際に会場に来て直じかに状況を見るとやはり少し感覚が違う。

　ライトが生み出す陰いん影えい、カメラの撮影位置。最も効果的な立ち位置と、その際のカメラ映りの具合。出入り口までのルートと、非常時に破は壊かい出来そうな壁かべ、天井、床ゆか──様さま々ざまな要素を頭の中に蓄ちく積せきしていく。

　と言っても、これは真昼が今日きようやるべきこととは何も関係ない。明あ日す以降に控えている別な作戦のための下ごしらえのような物。

　一通りのデータ収集を終えた所で襟えり元もとの通信素子を引き寄せ、いよいよ、本来の行動を開始する。

「……サクラ。それじゃ、そろそろ始めよっか」

　ノイズ混じりの音声が、了解、と答える。マザーシステム反対派に属する軍ぐん研けん究きゆう機き関かんの協力で作成した暗号プロトコルは、ニューデリー自治軍の最高レベルの警けい備び体たい制せいが敷しかれたこの状況でもいっさいの探知に引っかからない。

　通信素子から手を離はなして襟の具合を整え、静かに席を立つ。

　見み咎とがめて近寄ってきた警備兵にトイレの場所を尋たずね、最上段の座席の後方に設けられた通路をゆっくりと進んでいく。

　市民の中にはこちらを振り返って顔を見る者もいるが、真昼の正体には一人ひとりとして気が付かない。三ヶ月前の放送と今では服装が違うしミラーシェードもかけていないから典型的な日本人の風ふう貌ぼうを持つ真昼が気付かれる心配はまず無いが、たとえそうでなくとも、会議に集中している市民には後部通路を堂々と歩く青年を不ふ審しんに思うような心の余裕は無い。

　唯一それに気付く可能性のある黒髪の少年は、議ぎ事じ堂どうの中央に浮かぶ執政官席の外はずれで、こっちに背を向ける位置。

　万に一つの場合を想定して自分の席をマザーシステム推進派側の後方に用意しておいたのが、役に立った。

　……けど、まさか本当に連れてくるとはね……

　いったい何を考えているのか。アニル・ジュレという人物は、ずいぶん大胆な性格らしい。

　椅い子すにちょこんと座った弟の後ろ姿を横目に、スライド式の扉から会議場の外に出る。

　警けい備び兵へいが立ち並ぶ通路を案内板に沿って進み、目的のトイレに入る。清掃が行き届いたトイレをざっと見回して、『清掃中』の札ふだがかかった一番奥の個室に入る。後ろ手に扉を閉め、ロックを確かく認にんして息を吐く。部へ屋やの隅すみに袋詰めで置かれたニューデリー自治軍の上級士官の制服を取り上げ、ジャケットとスラックスを手早く脱ぎ捨てる。ぴったりのサイズで用意された黒い軍服を着込み、自分が着ていた服を代わりに袋に押し込む。

　会議場に入るには一般市民を装よそおった方が都合が良かったが、ここから先の作戦は自治軍警備兵のまっただ中。兵士の大多数はマザーシステム推進派と反対派のどちらに属しているわけでもないから、自分が何の偽装も無しに好き勝手に動き回ることは出来ない。

　個室の一番奥、光学素子の迷めい彩さい処理によって不可視化されていた拳けん銃じゆうを取り上げ、上着の裏に収める。

　制帽を目ま深ぶかに被かぶってトイレを後にし、出口ですれ違った兵士と敬礼をかわす。

　事前に資料で見たのと同じ顔をしたマザーシステム反対派の工作員は、かすかに目配せして一番奥のトイレに入っていく。真ま昼ひるが残してきた服は彼が回収してくれる手て筈はずになっている。

　通路に進み出て兵士達に略礼し、会議場とは正反対の方向、エレベータホールに向かう。

　ここからが、作戦の本番。

　……本当は、月つき夜よの方が得意なんだけどね、こういうのは……

　自分の現在位置と目的地を頭の中に思い描きながら、真昼はふと、ため息を吐ついた。




　　　　††††††††††††††




　街頭ディスプレイを取り囲む市民の議ぎ論ろんの声が、そこかしこで響ひびいていた。

　幻影イリユージヨンNo.17は普ふ段だん通どおりの白いジャケットを肩に羽は織おり、階層間エレベータ前の広場からまっすぐに伸びる大通りを急いだ。

「……それでどないや？　あの女の反応、消えてへんか？」

『ああ、消えてねえ。その通りをまっすぐ百メートル行って東に二百メートル。地図データじゃ、市民公園がある辺あたりだ。……あ、言っとくけどその辺、公営放送の連中がときどきうろついてっからな。顔映されねぇように気ぃ付けろよ』

　襟えり元もとの通信素子に問いかけると、ノイズに混じったヘイズの声が答える。りょーかい、と短く答えてさらに足を速める。フライヤーの交通規制が敷しかれた通りは会かい議ぎの内容について隣りん人じんと話し合うためにやって来たらしき無数の市民でごった返し、そこに大声で客引きする屋台の物売りやらここぞとばかりにアジテーションを飛ばす反政府運動家やらが加わって、所々でまっすぐ歩けない状況になっている。

　脳のう内ない時ど計けいが告げる時刻は『午前十時』。

　第一階層の警けい備びシステムに紛まぎれ込ませたプログラムが賢けん人じん会議のリーダーである少女の存在情報を最初に捉とらえてから、すでに三十分余りが過ぎた。

「とりあえず接触はしてみるけど、保証は出来へんで。あの女、ほんまに強いからな。騒さわぎを起こさんと穏おん便びんに捕まえる、いうんはどう考えても無理や」

『だからってほっとくわけにもいかねぇしな。お前なら何となく死ぬ心配無さそうだし、ヤバくなってもここまで帰ってこれんだろ』

　アニル邸に待たい機きしているヘイズに、そーやけどな、と答える。ヘイズはマザーシステム推進派の拠点が攻められた場合の最後の防ぼう衛えいラインとして、二十階層を動かない手て筈はずになっている。

　敵側がこちらに陽動をかけて戦力の分散を狙ねらって来た場合、その最終的な目的はマザーシステムの候補者に関する情報が隠されているはずのこちらの拠点となる可能性が高い。だから二十階層には最低でも誰だれか一人ひとりを残しておかなければならないのだが、その役目をニューデリーにとっての仮想敵に当たる自分がやるのはマズい。

　必然的に、居残りはヘイズの役目。

　この第一階層で調ちよう査さを行うのは、「サクラ」という名の賢人会議のリーダーと戦せん闘とう経けい験けんを持つ自分、という配置になる。

　とはいえ、『このニューデリーにいる痕こん跡せきを残してはならない』という制約がある以上、自分にしたところで最適な駒こまというわけではない。要所に設置された固定式の監かん視しカメラは避さけるなり透過するなりすれば済むし、いざとなればアニルが手を回してもみ消すという技わざも使えるが、撮さつ影えい機材を片手に街中を動き回っている公営放送のカメラマンはそうもいかない。

　……ほんまは、あっちの方が適任やねんけどな……

　今は会議場にいるはずの黒髪の少年の姿を思い出し、何となしに顔をしかめる。天あま樹ぎ月つき夜よの弟、天樹錬れん。賢人会議のリーダー「サクラ」と同じ能力を持つらしい、正体不明の魔ま法ほう士し。

　何とかカマをかけて月夜に詳しい話を聞こうとしたが、ことごとくかわされてしまった。

　今は立場上味方ということになっているが、この先、それがどこまで続くかは分からない。サクラと同じく、こちらの対策も練っておいた方が──

「そーいうたら、あいつはどないしてる？」

『あ？　……あー、お前の人質のねーちゃんか』

　通信素子の向こうでヘイズは一つ指を鳴らし、

『お前に頼たのまれた通り、適当な客間に閉じ込めてここの私兵に見張りやってもらってる。つっても、軍とか公営放送とかの動き監かん視しすんの手て伝つだってもらってっから、もう人質だか何だか分かんなくなってっけどよ』

　そう言って、ヘイズは呆あきれたように息を吐き、

『ってーかお前、いい加減何とかしてくれねーか？　人質やらせるならやらせる、協力してもらうならしてもらうではっきりしてくれねぇと。部へ屋やの見張り頼んだ兵士のおっさん達も「人質だったのか？」ってびびってたぞ』

「……すまんけど、その話はまた後で頼むわ」

　携けい帯たい端末の前でぶちぶち文句を垂れている月つき夜よの姿を想像し、無む意い識しきに顔をしかめる。この場に連れてくるわけにも自由にさせておくわけにもいかない、ということで『部屋に軟禁するけど作戦には協力してもらう』という何とも中途半端な選せん択たく肢しを選えらんでしまったが、上う手まいやり方でないのは自分でも分かっている。

　まったくもってヘイズの言う通り。

　本当に、どうしてあんな面めん倒どうな女を助けてしまったのかと、三ヶ月前の自分を思い出して今さらながらに反省する。

　……考えること多すぎやな……

　余計な思考をひとまず中断し、目先の作戦に集中する。人並みをかき分けて通りを左に曲がり、目的の公園を目指して早足に歩き、

「にしても、めんどい話やなあ」通信素子を引き寄せ、半ば強引に話を戻し「こっちはとにかく会かい議ぎを成功させればええねんからその分は有利なはずやのに、向こうが何してくるか分からへんから対応が全部後手後手に回されてまう。こいつは囮おとりやろなー、て半分ぐらい分かっとっても、動きが読み切られへんから無視も出来へんし」

　それに、とイルは心の中で呟つぶやく。考えてみればおかしな話。そもそもイルがこのシティに来たのは賢けん人じん会議の連中を捕らえるためであって、ニューデリーに協力するというのは名目上の建たて前まえに過ぎなかったはずだ。それがいつの間にか執政院の内紛に巻き込まれ、自治軍のエージェントも顔負けの仕事をやらされるはめになっている。

　マザーシステムを守る、という話それ自体はイルの個人的な主義に合うから、そこに協力することには特に異論は無い。

　が、自分がそう考えることまで含めてあのアニルという執政官の手のひらの上のような気がして、そこがどうも気に入らない。

『ま、諦あきらめるこったな』通信素子の向こうのヘイズはやる気の無い声で『こっちはディフェンス、向こうはオフェンス。会議終わるまで二日、対たい症しよう療りよう法ほうでいちいち潰つぶしていくしかねーよ』

　わーっとるわい、と投げやりに答えて通信を切る。先ほどまでより細い通りを半ば駆け足に進み、スチールの柵で区切られた広い空間にたどり着く。

　……市民公園、な……

　油断なく周囲に視し線せんを巡らせ、石造りの門をくぐって中に入る。石畳を敷しき詰つめた領域と芝しば生ふを敷き詰めた領域が均等に配置された園内にはそこかしこに椅い子すとテーブルが並べられ、即席で設置されたらしき立体映像ディスプレイの前にはやはり市民が人だかりを成している。

　そんな人並みをかきわけ、公園の中央を目指して並木道を行く。

　人工芝の広場を横切って比較的人が少ない石畳の一画にたどり着き、まばらに並んだ白いテーブルの間を抜け、黒髪の少女の隣となりをすり抜けて、広場のもっと先へ……

「挨あい拶さつも無しか。やはり無礼な男だな、貴方あなたは」

「……は？」

　いきなり投げかけられたその声に、驚おどろいて振り返る。テーブルを挟んだ向こうに声の主ぬしを認め、ぽかんと口を開ける。

　長い黒髪を無造作に背中に流した、黒い瞳ひとみの白人の少女。

　変装のつもりか今日きようは白一色のドレスを身に纏まとい、白手袋に包まれた指でプラスチックのコーヒーカップを一口傾け、

「間の抜けた顔だ。少し緊きん張ちよう感かんが足りないのではないか？」

　頭の中の線が繋つながる。

　瞬しゆん時じに三メートルの距きよ離りを飛とび退すさり、重心を低く落として防ぼう御ぎよの構えを取る。

「おまえ……」

「そう焦あせるな幻影イリユージヨンNo.17。ここで騒さわぎを起こして困るのは、貴方も私も同じのはずだが？」

　落ち着いた態度をわずかも崩すことなく、少女がコーヒーを口に運ぶ。戦意のカケラも感じられないその姿に不ふ審しん感かんを覚える。

　別なテーブルで小さな立体映像ディスプレイを広げていた市民達が、異常に気付いたのかこっちを振り返り始める。

　仕方なしに構えをとき、少女の向かいの席に座る。

「貴方が賢けん明めいで助かる。ここでの戦せん闘とうは私も避さけたい所だ」

　賢けん人じん会かい議ぎの指し導どう者しやである少女は、小さく笑って足あし下もとのカバンに手を伸ばす。

　あらかじめ用意しておいたのか、少女は自分が飲んでいるのと同じ円筒形のコーヒーカップを取り出し、こっちの前に差し出す。

　そんな自分達のやり取りを痴ち話わゲンカとでも勘違いしたのか、市民達がそれぞれの手元に視線を戻す。

「お前……ここで何しとんねん」

　周囲の状況に注意を巡らせつつ、小声で少女に問う。差し出されたコーヒーはまだ新しい物らしくかすかな湯気を立ち上らせているが、とりあえず見ないことにする。

「何、と言われても」付け慣れない白手袋が気に入らないのか、少女は袖そで口ぐちの具合を微妙に整え「強いて言えば、囮おとりだな」

　おかげで一匹釣れた、とこともなげに呟つぶやいて少女がコーヒーを口に運ぶ。

　しばしの沈ちん黙もく。

　イルは力任せにテーブルを叩たたき、片足で椅い子すを蹴けると同時に立ち上がり、

「ふ、ふざけとんのかお前は！」

「冗じよう談だんにしてはいささか危険すぎるな、この状況は」顔色一つ変えずに少女は答える。「ともかく、私はただの囮。本隊の行動が完了するまでの間、ここで貴方あなたを引き付けておくのが私の役目ということになるわけだが……」

　ニューデリー市民がそこかしこで行き交う公園を見渡し、わざとらしく息を吐いて、

「実に困ったことに、貴方とここで戦せん闘とうを始めるわけにはいかない。ここでどちらかが仕掛ければ市民はすぐに警けい備び兵へいを呼ぶ。我われ々われは共倒れというわけだ」

「……もうええわい」

　いつの間にか少女のペースにはまっているのに気付き、無理やり深呼吸して血が上った頭を冷やす。周囲の市民の注意を引かないよう、平静を装よそおって少女に背を向ける。

「どこに行く？　幻影イリユージヨンNo.17」

「決まっとるやろ、帰るんや」

　本来ならここで一戦交えて少女を捕らえたい所だが、それが叶かなわない以上この場にとどまる理由は無い。それどころか、少女が囮だというのなら敵の本来の作戦はすでに動き出している可能性がある。

　急がなければならない。

　乱雑に並んだテーブルの脇わきをすり抜けて、元来た道を歩き出し、

「待て、幻影No.17］

「待つわけ無いやろ。アホかおま……」

「今の話だが、全すべて嘘うそだ」

　予想だにしない、少女の言葉。

　思わず足を止め、振り返る。

「……嘘？」

「そうだ、嘘」少女は何な故ぜだか楽しそうにうなずき「私は囮に見せかけているが、実は囮ではない。私は今回の作戦に関して重大な目的をもってここにいる。ここで私を放置して帰れば、貴方達は敗北を喫きつすることになるぞ」

「お前……」

　すっと血の気が引く。

　ようやくまともに動き始めた頭が、少女の意図に気付く。

「初めから、おれを自分の傍そばで釘くぎ付づけにするんが目的か」

「ご明めい察さつ。貴方あなたに自由に動き回られては面めん倒どうが過ぎるからな。少し策さくを弄ろうした」

　少女の口元に笑えみが浮かぶ。

　いったいどこから取り出したのか小さな角砂糖を自分のコーヒーカップに落とし、やはりどこからか取り出したスプーンでかき混ぜながら、

「メルボルンでの戦いで手に入れた私の存在情報を元に貴方達が私の居場所を探るのは分かっていたし、私を抑えるために貴方が出てくるのも予定通りだ。……最初に話した通り、私はただの囮おとり。少なくともこの場は、私を放置してこのまま帰ってもそちらには何の問題も無い」

　意地の悪い目で、少女がこっちを見上げる。

　プラスチックの白いスプーンが、角砂糖に触れてからりと音を立てる。

「だが、それが分かっていても貴方は動けない。私が今話したことの方が全すべて嘘うそで、本当は私は何らかの目的を持ってここにいるのかも知れないからだ。……私が本当に囮か、囮に見せかけた本命か。貴方にそれを判断する術すべは無い」

　とっさに、襟えり元もとの通信素子を引き寄せ、

「申もうし訳わけないが、私の傍では通信は禁止だ」それを見越したように、少女はポケットから妨害装置らしき小さな黒い素子を取り出し「貴方達の通信素子も我われ々われのと同じで、このニューデリー内のネット回かい線せんを利用しているのだろう？　残念ながら、その辺あたりのセキュリティを管理している通信局はこちらの派は閥ばつの管かん轄かつだ。……もちろん私から離はなれれば即座に通信は回復するが、貴方達が私の存在情報を検知するために警けい備び網もうに仕掛けたプログラムは処分させてもらった。ここで私とはぐれれば、またプログラムの作成からやり直しだ」

　虚むなしくノイズ音を発するだけの通信素子を呆ぼう然ぜんと見つめるイルに、少女は、まあ座れ、と自分の向かいの椅い子すを示す。

　数秒。

　イルは盛大なため息を吐つき、大人おとなしく席に着いた。

「なるほど、これは確たしかに愉快だ」少女は満足そうにうなずき「我らが参謀殿の気持ちが少し分かった気分だな。貴方はどうだ？　幻影イリユージヨンNo.17」

「……最悪や」

「それはなにより」

　こらえ切れなくなったように少女が忍び笑いを漏もらす。

　冷え切ったコーヒーカップをこっちに押しやり、自分のカップを目の前に掲げて、

「まずは乾杯、その後は散歩といこうか。……心配するな、それは私のおごりだ」
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「……イルさんと連絡が取れない、ですか？」

　人工の小川が奏かなでる水のせせらぎが、木立の向こうからかすかに流れた。

　ヘイズから突然の通信を受けたフィアは、ノイズ混じりの声に目をしばたかせた。

『そーだ、賢けん人じん会かい議ぎのリーダー……サクラってやつの所に行ったはずなんだが、さっきから応答が無ねぇ』

「え？　でも、そのサクラさんがどこにいるかは分かってるんですよね？　それなら、とりあえずそこに行けば……」

『存在情報の探知プログラムなら、五分ばかし前に動かなくなった』ヘイズの声が、かすかな緊きん張ちようを帯びる。『ってーか、実は今、そのサクラって女がいたはずの第一階層の公園に、アニルのおっさんの私兵連中に行ってもらってる。イルはどこにもいねぇ。そこら辺の連中に聞いてみたら、どうもそれっぽい白ジャケットの兄にいちゃんがちょっと前にここに来て、女と二人ふたりで公園から出て行ったらしい』

　通信素子の向こうでわしわしと頭をかく音が聞こえ、

『探知プログラム走らせてた警けい備びシステム調しらべたら、時限式のウイルスで破は壊かいされた跡が出た。どーも、向こうに一杯食わされたみてぇだ』

「そんな……」息を呑のみ、ベンチから腰を浮かして「あの、じゃあ私はどうしたら……」

　ああ、とヘイズは少し間をおき、

『とりあえず、その辺で」待たい機きしといてくれ』

「え……？」

　予想外の言葉に、少し戸と惑まどう。

　通信素子からは早足に歩き出すヘイズの足音が聞こえ、

『アニルのおっさんからここの兵士の命令権はもらってるからな、もう少しメンツ増やして調ちよう査さしてもらう。……つっても、もしかしたらそれだけじゃ手が足りねぇかも知れねえ。その時は、悪ぃけど頼たのむわ』

「あ……はい、それはもちろんですけど、あの……」

『ま、基本的にはこっちで何とかするつもりだから心配すんな』ヘイズはかすかに笑い『錬れんからちらっと話聞いてっけど、マザーシステム絡みのごたごたはキツイだろ？　お前の能力はあんまし見せびらかさねー方がいいし、どうしようもなくなったら連絡するからしばらくそこでブラブラしててくれ』

　気ぃ付けてな、と一方的な言葉を残して、通信が切れる。

　フィアは手のひらの上の通信素子を呆ぼう然ぜんと見つめ、ベンチに腰を落として力無く息を吐いた。

　……私は……

　視界を覆おおい隠すようにそびえる巨大な塔が、頭上に影かげを投げかける。第一階層中央塔。ニューデリーの全すべての市民を巻き込んだ会かい議ぎが行われているその巨大な建造物を下から順に見上げ、会議場のある辺あたりで視し線せんを止める。

　自分の大切な少年がいる場所。

　うつむき加減に、もう一度息を吐く。

　中央塔を取り囲むように設けられた広大な庭園。人工育成の芝しば生ふが敷しき詰つめられた広場の外はずれに置かれたベンチに、フィアは一人ひとりで座っている。付近に配置されているはずの警けい備び兵へいは中央塔のごく近く、交通規制が敷かれた辺りに集中しているらしく、たまに視界の遠くを横切ることはあってもこっちを気にとめる様よう子すは無い。市民の大半が市街地で議ぎ論ろんに参加しているせいか公園を行き交う人の姿はまばらで、普ふ段だんならあふれているだろう子供の笑い声もほとんど聞こえない。

　どこからか聞こえる人工の小川のせせらぎだけが支配する、静かな時間。

　何度目か分からないため息。この街に来てから、ため息ばかり吐ついている。

　……ヘイズさんにも心配されちゃいました……

　緊きん急きゆう事じ態たいだ。本当なら一人でも多く助けが欲しい所だろう。自分の仕事はこの付近の見張りだが、そんな物は錬れんとヘイズが気をつかって当あたり障さわりのない役目を割り当ててくれたに決まっているのだから、いざとなれば無視しても構わないはずだ。

　今すぐヘイズの手て伝つだいに行くべきだと、頭では分かっている。

　なのに、どうしても、そんな気分になれない。

「……何してるんでしょう、私……」

　唇から漏もれるのは、弱々しい呟つぶやき。

　マザーシステムに賛成する人達の傍そばにいて、誰だれかをマザーコアにするために協力するというのが、ここまで苦しいことだとは思わなかった。

　コアの候補というのがどんな人かフィアは知らない。でも、その人は自分から志し願がんして、望んでマザーコアになるのだという。フィアには分からない。その人はシティに誰か大切な人がいて、その人を守るためにマザーコアになろうとしているんだろうか。それとも生きるのに疲れて、自殺する代わりにマザーコアになる道を選えらんだろうか。もしかするとその人は重い病気で、残り少ない命をマザーコアとして役立てようとしているんだろうか。あるいは……

　行き着く場所の無い想像が頭の中でぐるぐるとめぐって、押しつぶされそうになる。

　ストールの裾すそを胸の前でかき合わせ、自分で自分の体を抱きしめる。

　ずっと遠い所で、話し声がかすかに聞こえる。市街地に集まっているだろうニューデリー市民の議論の声。会議の中継を見ながら何かを話し合っているはずのその声に、ますます気持ちが沈む。会議ではもうマザーシステムの問題に関する討議が始まったのではないか、みんなはそれについて話し合っているのではないか──そう思うと、体が震ふるえて止まらなくなる。

　あの人達が自分の正体を知ったら何と思うか。自分がマザーコアとして生み出されて、そこから逃げ出した魔ま法ほう士しだということを知ったら、どんな目で見るか。

　怖いか、と聞かれればもちろん怖い。

　だけど、それよりもっと大きな、自分でも良く分からない感情が胸の奥に降り積もっている。

　昨日きのうの夜の、錬れんとの会話を思い出す。自分は賢けん人じん会かい議ぎに賛成なのかも知れない、シティなど無くなってしまえば良いと思っているのかも知れないと告白した自分を抱きしめてくれた、少年の手の温かさを思い出す。

　その気持ちはとても嬉うれしかったけれど、でも、錬には分かっていない。

　たとえこの街から逃げ出して、自分達の家に戻ったとしても、胸の奥にあるこの感情は決して消えることなど無いのだから。

　マザーコアとして自分を生み出した人達、この街でマザーシステムを運営しようとする人達。そういう人達がみんな悪い人だったら、どんなに良いだろうと思う。あの人達が悪くて自分が正しいのなら、自分は胸を張って自分の中にある罪の意い識しきを否定することが出来る。悪い人が無理なら、良い人でも構わない。あの人達の方が正しくて、自分が生き残ったのが間違いだというのなら、自分は諦あきらめて罪の意識を受け入れることが出来る。

　けど、本当は、どちらも違う。

　誰だれが正しいわけでも、誰が間違っているわけでもないのだと、自分のこの頭はとっくの昔に理解してしまっている。

　間違っているわけではないのだから、誰に恥じることなく幸せに生きれば良いと錬は言う。だけど、そう思い込んで暮らしていてもなお、自分は間違っているのではないかとどこかで声がする。それは不当な感情だと、その感情を生み出す物全部と戦ってあげると少年は言うけれど、たとえこの世界から自分を責める人が一人ひとりもいなくなっても、この気持ちはずっと自分を責め続ける。

　胸の奥に降り積もった感情の正体は、たぶん、「苦しい」。

　自分を責めるのは、大勢の人を身代わりにして生き延びてしまった自分自身。それを倒すことは誰にも、あの少年にも出来ない。

　だから自分は、こうして、膝ひざを抱えて一人でうずくまっている。

「……ダメですね、私」

　小さく息を吐き、顔を上げる。この街に来てからの自分は本当におかしい。やっぱり一人でぐるぐる考えているのは良くない。明あ日すになって会議が終わったら、錬ともっと良く話してみよう。そうすれば気持ちが落ち着くかも知れない。苦しさは消えなくても、忘れることは出来るかも知れない。

　そうしよう、と顔を上げ、大切なストールを両手で抱きしめ、

　……あれ……？

　視界の端に見覚えのある何かが通った気がして、フィアはそっちを振り返る。木立の向こうにじっと目を凝こらし、並木道を行く人ひと影かげを認めて、あ、と声を上げる。

　ブルネットの髪を肩口で揃そろえた、フィアよりいくらか年上の容姿を持つ白人の少女。白い軍服姿ではなくコートとスカートの普ふ段だん着ぎだし、いつもの眼帯の代わりにサングラスをかけているから印象が違うが、間違いない。

　シティ・マサチューセッツのエージェント、クレアヴォイアンス千里眼No.7。

　体たい調ちようが悪いからと言って今日きようの作戦に参加せず、アニル邸の客室に引きこもっているはずの少女は、フィアには気付かない様よう子すで並木道を足早に遠ざかっていく。

　慌ててベンチから立ち上がり、ストールを巻き直して小走りに後を追う。木立の陰に隠れながら少しずつ近付いてみるが、少女が気付く様子は無い。それが不ふ思し議ぎで、声をかけるのをためらう。聞いた話では、少女の能力は広こう範はん囲いの探査・策敵。本気になれば地球の裏側でも観かん測そく出来るらしいから、ここまで近づいた自分を検知出来ないはずがない。

　わざと無視しているのか、それとも、別なことに気を取られて本当に気付いていないのか。

　……どうして、こんな所に……

　少女は周囲に気を配る余裕も無いのか、常じよう緑りよく樹じゆの並木道を脇わき目めもふらずに歩いていく。フィアも付かず離はなれず後をつける。立ち並ぶ木々が唐とう突とつに途と切ぎれ、一段開けた場所に出る。中央区画を市街地から隔へだてる人工の川。そこにかかった石造りの橋を、少女は迷いなく渡っていく。

　その先にあるのは、市街地の喧けん噪そうと、通りにあふれた人の波。

　……あ……

　一番外はずれの木の陰で、川の向こうを見下ろして少し迷う。そんなフィアを置き去りに、少女は橋を渡り終える。

　ブルネットの髪が、雑踏に紛まぎれてだんだん見えなくなっていく。

　……仕方ないです……！

　数秒の躊ちゆう躇ちよ。

　フィアはストールの裾すそを握りしめて覚悟を決め、少女の後を追って駆け出した。
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　通りを覆おおう人の波が、ますます数を増した。

　右を見ても左を見ても先が見通せない分厚い人垣を、セラは憂ゆう鬱うつな気分で見回した。

　脳のう内ない時ど計けいが告げる時刻は十時三十分。第一階層のそこかしこに設営された即席の会議場にはニューデリー市民がこれでもかとたむろし、テーブルと椅い子すに納まり切らなくなった人々はとうとう道の真ん中にあふれ出して口々に自分の主張をまくし立てている。頭上に映し出された立体映像ディスプレイでは中央塔で行われている市民会かい議ぎの実況中継。開会から一時間半、議題は今日きよう三つ目の、子供の教育問題に関する物に入った。

　そんな人垣を両手でかき分け、通りを先へ先へと進む。

　真ま昼ひるに言いつかった任務を忠実に遂行しているだけなのだが、正直言って、自分がどうしてこんなことをしているのかまるで分からない。

　……『第一階層の街を適当に歩き回ること』って、どういうことですか、真昼さん……

　青年の穏おだやかな顔を思い出し、むぅ、と眉み間けんにしわを寄せる。理由を聞いても『後で説明する』としか答えてくれない青年の言いつけ通りに第一階層に下りてきてはみたが、こうして雑踏にもまれているとだんだんと不満が募つのってくる。

　そもそもセラは同い年くらいの子に比べてもちょっと背が小さいから、こうやって大人おとなの人達に混ざって歩いているとおじさんやおばさんの背中やお腹なかやお尻しりしか見えない。

　いつも真昼に振り回されているサクラの気持ちが良く分かる。帰ったら絶対、ディーに言い付けてやろうと思う。

　……ホントに、これ、何の意味が……

　どこまで行っても途と切ぎれない人垣に、だんだん息苦しくなってくる。隣となりでよろけたおじさんに足を踏まれそうになり、危うい所で身をかわす。

「つ……疲れたです……」

　思わず声に出して呟つぶやいてしまう。それでも途切れる気け配はいをカケラも見せない人垣に、ちょっと泣きたくなる。

　と。

「……ほら、こっち」

「ひゃっ？」

　人垣の間からいきなり突き出した手に腕を掴つかまれ、思わず悲鳴を上げる。白くて細い指の、女の人らしい手。疲れ切った頭で思考が上う手まく働かず、そのまま手を引かれるままになってしまう。

　手の主ぬしはセラの腕を引いたまま器き用ように人並みをかき分け、通りをずんずん進んでいく。セラの目め線せんからでは周りの人が邪じや魔まになって、いまいちその姿が分からない。

　ちょっと乱らん暴ぼうなその手に身を任せている内にあっさりと人垣を抜け出る。

　セラの背の高さでは分からなかったが、どうやら、自分は人の多い方に多い方に進んでしまっていたらしい。

「あ……ありがと……です」

　すっかりくたびれてしまった両りよう膝ひざを手で押さえ、はーっ、と深呼吸。

　顔を上げ、ようやく手の主を見上げ、

「──え」

　目の前にあるその顔に、ぽかんと口を開ける。

　茶色の髪を肩口で揃そろえた、十七歳ぐらいの白人の少女。セラよりもずいぶん高い背せ丈たけ。数日前に会ったときの白い軍服と違い、今日きようはコートとスカートの普ふ段だん着ぎ姿。

　精せい緻ちな意い匠しようが施ほどこされた眼帯の代わりに、両目を隠すのは濃こい色合いのサングラス。

「え、えっと……えっと……！」

「ん？」少女はかすかに首を傾かしげ、ああとうなずいて「そっか、これね」

　すっと手を伸ばし、サングラスを外はずして、

「これで良い？　って言っても、あんたには素顔見せたことなかったっけ」

「クレアさん……」

　ええ、と何だか弱々しい笑えみ、

　少女は光の無い瞳ひとみでセラをまっすぐに視み下おろし、

「久しぶり……って、あたしに言われたくないわよね、セレスティ・Ｅ・クライン」
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　クレアの姿が、いきなり人だかりの中に消えた。

　通りの外れからそれを観かん察さつし、フィアは首を傾かしげた。

　……何してるんでしょう……

　自分の尾行に気付いて逃げようとしているのかと一いつ瞬しゆん思ったのだが、どうもそういう様よう子すは見られない。そういえば少し前からあの辺あたりで立ち止まって、人垣の真ん中辺りを見つめて何か困っていたような気がする。

　もう少し近付こうと建物の陰から進み出たとたん、人垣から飛び出してくるクレア。

　慌てて元の場所に戻り、少女の様子をうかがう。

　……あれは……

　クレアの手の先にもう一人ひとり、別な女の子の姿を認め、フィアはじっと目を凝こらす。自分と同じ金色の髪をポニーテールに結ゆわえた、十歳ぐらいの白人の少女。人垣にもまれて疲れたのか大きく深呼吸し、クレアを見上げて驚おどろいた顔をする。

　と、クレアは手を伸ばして、自分のサングラスを外す。

　少し大胆に身を乗り出してみるが、クレアの方はこっちに背を向けているからどんな表情をしているのかさっぱり分からない。女の子はこわごわという風ふうに口を開き、クレアはそれに小さくうなずく。

　と、少女がサングラスをかけ直す。

　クレアはまだ驚き顔を隠せない女の子の手を引いて、通りをさらに奥へと進んでいく。

　ますますもって、わけが分からない。

　フィアは二人ふたりの少女の後を追い、小走りに歩き始めた。
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　メッセージの着信を告げる半透明のアイコンが、脳内に浮かんだ。

　アニルは意い識しきの隅すみにそれを確かく認にんし、肘ひじ掛かけに頬ほお杖づえをついたまま手元に表示された小さな立体映像ディスプレイに視し線せんを落とした。

　アニル以外の誰だれにも見えない角度で小さく表示されたメッセージ窓に、二十階層のヘイズからの通信文が映し出される。幻影イリユージヨンNo.17からの連絡が途絶した、という報告に、ほんの一いつ瞬しゆんだけ眉まゆをひそめる。他ほかの者に気付かれないよう瞬時に表情を改める。議ぎ題だいに関する資料に目を通していた風ふうを装よそおって、神妙な顔で息を吐く。

　人工照明の光の中で、ゆっくりと顔を上げる。

　右手にほんの二十メートル。会議場の中央に浮かぶ台座の上では、目先の議題の発案者である教育庁の官僚とニューデリー内の全学校教師の代表が、投票の行方ゆくえを固かた唾ずを呑のんで見守っている。

　頭上に浮かぶ立体映像の集計表の中では、議題の賛成と反対を表す青と赤の数値がめまぐるしく回転を続けている。午前の討議、三つ目の議題は幼年学校の教育問題。十二歳以下の子供の教育環かん境きよう改善のために軍事予算を削るべきだという学校教師達の主張に、ニューデリーの全すべての市民がこの会場から、あるいはシティの各地から思い思いの票を投じていく。

　現在の得票数は賛成、反対共に三百万と少し。さらに増加を続ける双方の数値から視線を落とし、テーブルの向こうに座る『敵側』の陣営に注意を向ける。

　……さっそく、仕掛けてきましたか……

　マザーシステム反対派に属する六人の執政官を視線で素通りし、その後ろに座る軍服姿の少年を凝ぎよう視しする。

　数日前のシティ外での戦せん闘とう。自分に後一歩という所まで迫った騎き士しの少年は、銀色の髪を茶色がかった黒一色に染めて、護ご衛えい用ようの椅い子すに静かに座っている。

　ミラーシェードで視線を隠したその表情からは、思考を読み取ることは出来ない。少年の観かん察さつをすぐに諦あきらめ、視線を左右に走らせる。自分と同じマザーシステム推進派に属する執政官五名、その視線が騎士の少年にそれとなく注がれているのを確認し、小さく息を吐く。

　わざわざこの場に姿をさらした少年は、もちろん、こちらの注意を逸そらすための囮おとり。

　アニルの味方の執政官達もそれは分かっているはずなのだが、たとえそうであっても少年の存在を警けい戒かいしてしまうのは、万が一にも攻こう撃げきされた際に抵抗のしようがない通常人なら仕方のないことなのだろう。

　……さて、問題は向こうの狙ねらいですが……

　マザーシステム反対派もニューデリー自治軍を二つに割って内戦を起こす気は無いはずだから、軍内部の自分達の息のかかった部隊を動かしてくる、という選せん択たくは考えにくい。となれば敵側の実行部隊は協力者である賢けん人じん会かい議ぎだけということになるが、その中で最大の戦せん闘とう能力を持っていると思おぼしき少年はこの場に姿をさらすことで自みずからの動きを封じた。

　次に警けい戒かいすべきはリーダーを名乗るあの黒髪の少女だが、聞く所によると彼女は以前のメルボルンでの戦闘でモスクワ軍に自分の存在情報データを記き録ろくされてしまっているらしく、少女が素直に本命の役目を務めるというのも考えにくい。

　残った戦力はこちらが認にん識しきしている限りでは二人ふたり、魔ま法ほう士しだけに限定するならあと一人ひとり。

　問題は、こうも派は手でに囮おとりをばらまいて、その残った二人が何を狙ねらってくるかだ。

　……単純に考えれば、やはり、二十階層の私どもの拠点ということになりますが……

　外周の市民席に視線を巡らせるふりをして、それとなく背後を振り返る。こちら側の護ご衛えい役やくである黒髪の少年に視線を向けると、同じくヘイズからのメッセージを確かく認にんしていたらしい少年は困り顔で首を傾かしげる。

　……お兄にいさんの考えることなら手に取るように分かる、とはいきませんか……

　ため息混じりに正面に向き直り、黒い瞳ひとみとまっすぐに視線がぶつかる。アニルのちょうど向かいに座る黒髪の女執政官。ルジュナ・ジュレはアニルと同じように肘ひじ掛かけに頬ほお杖づえをつき、無表情な視線をこっちに向けている。

　薄うすい笑えみを浮かべてみせると、ルジュナは息を吐いて視線を逸そらす。

　家族で意思が通じないのはこちらも同じ。

　内心で苦笑しつつ、手元の立体映像ディスプレイに注意を戻す。

　……いずれにせよ、このまま好きに動き回られるのは面おも白しろくありませんからね……

　通信用の窓を画面の隅すみに呼び出し、事前に用意しておいたコードを入力する。暗号変換されたコードは通信回かい線せんを経由して、二十階層軍事区画、こちらの派は閥ばつに属するとある機き関かんの指令中ちゆう枢すうに届けられる。

　事前に用意しておいた四千通り以上の行動計画の中から一つを選せん択たく。行動開始を一時間後、午前十二時ちょうどに設定。

　……さて……

　頭上の巨大なディスプレイの中で、教育法の改正案が可決される。

　割れんばかりの拍手に包まれる会議場の中央で、アニルは一人ひとり、人工照明の天てん井じようを見上げた。

　……それでは、お手並み拝見と参りましょうか。




　　　　††††††††††††††




　新たな議案の可決を告げる公営放送のアナウンサーの声と、割れんばかりの拍手の音が、通りの向こうから聞こえた。

　人だかりを避さけてたどり着いた市街地の一画。レンガ造りの花か壇だんの縁ふちに腰を下ろし、クレアは大きく息を吐いた。

「あんまり好きじゃないのよね、人が多いのって」サングラスを外はずし、傍かたわらの少女に顔を向け「ほら、あたしって周りの情報かき集めて目の代わりにしてるでしょ？　たくさん人がいるとその分だけ情報もいっぱいになるから、頭が疲れちゃって」

　そうなんですか、と曖あい昧まいに答えて、少女はこっちの顔と遠くの人垣の間に視し線せんを行ったり来たりさせる。少し迷うそぶりを見せてから一つうなずき、花壇に飛び乗ってこっちの隣となりにおずおずと腰を下ろす。

　少女の背はクレアよりずっと小さいから、クレアには足が余る高さでも少女の足ではぎりぎり爪つま先さきが地面に届くくらいになる。

「……逃げないんだ」座ったら？　という言葉を用意していたクレアは内心で驚おどろき「私が怖くないの？　それとも、一対一なら自分の方が強いから、平気？」

　光使いである少女と策敵専門の自分では戦っても結果は見えている。そういう余裕の表れなのかなと、少女の顔を視みつめる。

　と、少女は静かに首を振る。

　セレスティ・Ｅ・クラインという名の少女は膝ひざの上で両手を握りしめ、挑むような目でこっちを見上げる。

　……そりゃ、そうよね……

　警けい戒かいされているのだろうと一人ひとり納得し、憂ゆう鬱うつな気分で息を吐く。いったい自分は何をやっているのだろうと、心の中で唇を噛かむ。どうにか落ち着いて話が出来そうな場所まで連れてきてはみたものの、この先のことなど何も考えていない。というより、そもそも自分が今やっていることがまともな考えではない。

　……「敵」の前に、のこのこ一人で出てきてるのよね……

　どうしたらこの子に会ってディーの話を聞くことが出来るのか。一晩考えても答えは思い付かず、ともかくシティ内の情報をスキャンして居場所を捜した。少女が二十階層の本拠地を離はなれて第一階層に降りていくのを発見し、アニルの私邸をこっそり抜け出して後を追いかけて来てしまった。

　子供でもやらないような、無計画きわまりない行動。

　せめて手みやげの一つでもないものかとコートのポケットをがさごそ漁あさり、

「──クレアさん」

「え！　な、なに？」

　いきなり少女に名前を呼ばれ、びしっと姿勢を正してしまう。少女は反応に驚いた様よう子すで「え？」と目を丸くし、落ち着け落ち着けと小さく口の中で呟つぶやいて、

「えっと……クレアさん、私を捕まえに来たんですか？」

「は……？」思いがけない言葉に今度はこっちが目を丸くし「ち、違うわよ！　っていうか無理。あんたの方があたしより強いって、今言ったじゃない」

　そうなんですか、と少女は神妙な顔でうなずく。

　言葉に迷うように視し線せんをさまよわせ、あ、と何かに気付いた様よう子すで、

「えっと、さっきはありがとうです」

「え？　……あ、ああ」さっき、というのが人垣にもまれていたのを助け出したことだと少し遅れて理解し「別に大したこと無いわよ。お礼なんて……だから……」

　答えてしまってから今のを会話のきっかけにすれば良かったと気付き、心の中で自分をなじる。どうにか話を繋つなげようとあれこれと言葉を探し、とうとうどうにもならなくなって、少女の前なのも忘れてうきゅーっと頭を抱える。

　と。

　少女はどうしてだか表情を緩ゆるめ、口の端に小さな笑えみを浮かべて、

「クレアさん、お菓子食べますか？」

　お菓子？　と顔を上げて首を傾かしげる。

　少女は、お菓子です、とうなずき、ポケットから小さな袋を取り出して口を開け、

「どうぞです」

　粉砂糖が振られた星形の小さな焼き菓子を、指でつまんでこっちに差し出す。

「あ、ありがと」クレアは反射的に礼を言ってその菓子を受け取り、手のひらに載せて存在情報を確たしかめ「工場製、にしちゃ中身の粒子が揃そろってないわね。ひょっとして手作り？」

　少女は、そうです、とうなずき、どうしてだか目を閉じて、

「ほんとはディーくんのですけど、特別です」

「──っ！」

　焼き菓子を口に放り込もうとした手が止まる。Ｉ－ブレインの情報知覚の焦点を、隣となりの少女に集中する。

　息をするのも忘れて、少女の顔色をうかがう。

　少女は膝ひざに抱えた焼き菓子の袋をじっと見つめ、小さく息を吐いて、

「ディーくん……最近、元気が無いんです」ゆっくりと視線をこっちに向け「この街に来て、クレアさんに会ってからです」

「あたしに、会ってから……」思わず顔をうつむかせる、「そうよね……あの子とあたしはもう敵なんだから、今さら会いに来ても迷惑……」

「そういうのじゃないです」

　強い声に言葉を遮さえぎられる。

　驚おどろいて顔を上げると、少女は真剣な目でこっちを見つめ、

「クレアさんのお話をするとき、ディーくん、いっつも寂しそうにしてます」

「え……」

　思いがけない言葉に、光の無い目を見開く。

　少女は「ほんとにほんとです」とこっちに向き直り、

「口では『クレアとはもう敵だから』って言ってますけど、でもディーくん寂しそうで悲しそうで。今け朝さも、ディーくんの髪をクレアさんが好きだったって、懐なつかしそうに……」

　花か壇だんの縁ふちを飛び降りるようにして、少女が立ち上がる。

　こっちの正面に回り込み、顔を覗のぞき込むようにして、

「ディーくんに会ってあげてくれませんか？　誰だれにも気付かれずにクレアさんがディーくんと会えるように、わたしががんばって何か考えます。ディーくんと会って、お話しして、そしたらきっと……！」

　最後はこっちの膝ひざに両手をついて、詰め寄る格好になる。

「ちょ、ちょっと……」あまりにも真剣なその姿に気け圧おされ、少女の肩を両手で押しとどめて「落ち着きなさいって！　ほら、そこの通り歩いてたおばさん、変な顔でこっち見てたわよ」

　少女は、はっ、と目を見開き、慌てて膝の上から飛とび退のく。

「ご、ごめんなさいです！」

「や、別に良いけど……」

　乱れてしまったコートの襟えりを整える。

　うつむき加減で立ちつくす少女の姿に、わけも無く笑えみが浮かぶ。

　……良い子ね。

　この少女はきっと、いつもディーのことを心配しているのだろう。今の話にしても、この場で思い付いた、という風ふうには見えない。

　もしかすると、ディーが自分のことで悩んでいるのに気付いた少女は、自分と話をする機き会かいをずっと待っていたのかも知れない。

　わけも無く手を伸ばし、少女の頭を撫なでる。

「クレアさん……？」

「ありがと、ね」少女に向かって小さく笑い「けど、それはダメ。あたしは、あの子とは会えないの」

　え？　と少女が目を見開く。

「どうしてですか？　口では何て言ってても、会えばきっとディーくん喜びます。クレアさんも、そりゃ、クレアさんはシティのエージェントでディーくんはシティの敵で……」

「そうじゃないの」静かに首を振り、顔をまっすぐに少女に向け「ディーがどう思うかとか、私のシティでの立場がどうなるかとか、そういうのとは違うの。……そうじゃなくてね、今のあたしじゃ、ディーの前には立てないの」

　分かる？　と問うと、少女は良く分からない様よう子すで首を傾かしげる。

　そんな少女を自分の隣となりに座らせ、クレアは灰色の建築物に切り取られたシティの鉛色の空を視み上あげる。

　風に乗って流れてくる、人々の喧けん噪そう。

　手に持ったままの焼き菓子をようやく口に放り込み、少女に顔を向け、

「ディーが……あいつが人を殺したって、ほんと？」

　瞬しゆん間かん、少女の呼吸が止まる。

　少女は強こわ張ばった顔で、視し線せんを右に左にさまよわせる。

「え……えっと、それは……その……」

「あんたを責めてるんじゃないの」クレアは深呼吸して気持ちを落ち着け「驚おどろかないから教えて。あいつ、ほんとにやったの？」

「……はい、です」

　覚悟を決めた様子で、少女がこくんとうなずく。

　クレアは、そっか、と息を吐き、

「資料で読んだけど、最初はあんたを助けるためだった、ってのもほんと？」

「それは……」

　小さな手を握りしめて、少女が、はい、とうなずく。

　それでも少女は視線を逸そらさない。

　強い子だな、と感心する。

　この子を守るためにディーは強くなったのかと、自然に納得する。

「記き録ろく視て驚いたわ。モスクワ軍の陸戦部隊と魔ま法ほう士し合わせて二千人相手に、一人ひとりで戦って五百人以上倒して生せい還かん。とんでもない戦果ね」息を吐き、体ごと少女に向き直って「それで、あいつどうしてた？　たくさん人を殺しちゃって、泣いてなかった？」

「……一番最初のときは、すごく苦しんで、悩んでました。でも、ディーくんは自分で答えを見付けて。人を殺すのは悪いことだけど、自分はそれでも、その『悪いこと』を全部抱えて生きていくんだ、って」

「あんたのために？」

　え、と少女が固まる。

　クレアは、ああ、と首を振り、

「責めてんじゃないわよ、それはほんと」

　そう前置きして、クレアは膝の上で両手を組む。

　聞いてはいけないことかも知れない。けど、どうしても、この子に確かく認にんしておきたい。

　この先、この子が、どんな覚悟でディーの傍そばについて行くのか。

「ただ、一個だけ教えて。あんたはディーが人を殺すの、どう思う？　この先、ディーがどんどん人を殺していくその隣となりにいて、あんたは何をするの？」

　答えが返ってくると思って発した問いでは無かった。

　少なくとも、クレアには答えられない問い。

　が、少女はまっすぐにこっちを見返し、胸を張って答えた。

「──怒ります」

「……え……？」全く予想外の答えに言葉を失い「おこ……るの？」

「そうです。怒ります」少女はうなずき「ディーくんが人を殺すのをわたしが許しちゃったら、ディーくんは本当に戻ってこれなくなっちゃう。だから、わたしはディーくんを絶対に許しません」

　青い瞳ひとみが、鉛色のシティの空を見上げる。

　少女は口元に小さな笑えみを浮かべて、

「その代わり、わたしは自分を鍛きたえてもっともっと強くなります。ディーくんのお手て伝つだいをして、ディーくんが誰だれかを殺さなくても戦いに勝てるように。わたしが誰も殺さなくても自分を守れるように。そうやって出来ることを全部やって、ディーくんもわたしもがんばって、それでもディーくんが誰かを殺さないとどうしようもなくなっちゃったら……」

　一息。

　少女は目を閉じ、小さな手を膝ひざの上で組み合わせて、

「そのときは、わたしがディーくんを叱しかってあげるんです」

　その手を、クレアはじっと視みつめる。

　小さな手だ。

　この小さな手が、今日きようまでディーの背中を支えてきたのだと、頭のあらゆる部分で理解する。

　……ディーの後ろを、ついて行くんじゃない……

　この子は、ディーの隣に並んで、一いつ緒しよに歩いていける女の子。

　ディーはこの子を守ったのと同時に、今日までこの子に守られて来たのだ。

「あたしは邪じや魔まになるだけ、か……」

「え？」

　何でもない、とクレアは首を振る。

　わけもなく手を伸ばし、少女のポニーテールに指で触れ、

「うん。あんたがいれば大丈夫。あたしはやっぱり、ディーに会うのやめとくわ」

　少女は、え、と心の底から驚おどろいた様よう子すで、

「ど、どうしてですか？」

「あんたに説明しても分かんないと思うわ」今の自分では恥ずかしくて会えない、という言葉は胸の奥に伏せる。「ってーか、察しなさいよちょっとは！　……ったく。あんたって、すっごいしっかりしてるくせにそういうとこだけは年相応ね」

「ご、ごめんなさいです！」

　なぜ怒られたのか分からない様よう子すで、少女が首をすくめる。

　クレアは、まあ良いわ、と息を吐き、

「とにかく話は終わり。あたしはともかく、あんたは任務とかあんでしょ？」立ち上がってスカートの埃ほこりを払い「そもそもお互いに立場ってもんがあるんだから、一いつ緒しよにいる所ってあんまり見せびらかさない方が良いしね。あたしはもう行くから、あんた……えっと、セレスティ、で良いの？」

「あ……セラ、ですけど」

「オッケー。じゃあセラ、元気でね」

「ま、待って下さい！　まだわたしのお話……」

　そう言いかけて、セラが背後を振り返る。

　人ひと気けの無い通りのずっと先、細い路地の辺あたりにじっと目を凝こらす。

「ん？　どうしたの？」

「いえ、今、あの辺りにちょっと変な質量が」

　変？　と首を傾かしげてそっちに注意を向ける。そういえば第一階層に降りてからずっと、セラの居場所を特定するのに必死でそれ以外の周囲の警けい戒かいを最低レベルに設定したままになっている。探たん索さくモードを通常状態に変更。周囲二キロを動くあらゆる物質の存在情報がＩ－ブレインに知覚され、

（情報制せい御ぎよを感知）

　セラが示した路地の辺りに、微細な反応。

　とっさにコートの裏に手を伸ばし、護ご身しん用ようの銃に手をかけた状態でそっちに向かって一歩進み出ようとして、

「……あ」

　クレアは、セラと同時に息を呑のんだ。

　金色の髪に大きなエメラルドグリーンの少女が、路地の向こうからおずおずと進み出た。




　何だかますますおかしなことになってきた。

　一番左にセラ、その隣となりに新たに出現した少女、その隣に自分という順で花か壇だんの縁ふちに座り、クレアは額ひたいを押さえて深々と息を吐いた。

「あの……すみません。私……」

　エメラルドグリーンの瞳ひとみの少女は顔をうつむかせ、クレアの隣で身を縮ちぢこまらせている。名前は確たしかフィア。自分と同じマザーシステム推進派側についている魔ま法ほう士しなのだが、あいにくクレアとはほとんど面めん識しきが無い上に能力に関する情報も得ていない。

　大人おとなしくついてきた所を見ると、とりあえず交戦する意志は無いのか、あるいはそもそも戦せん闘とう向むきの能力を持っていないのか。

　いずれにしても、敵側の魔ま法ほう士しと密会している裏切り者を見付けたはずの少女が、自分の方が悪いことをしたような顔をしているのはさっぱり理解出来ない。

「盗み聞きするつもりは無かったんですけど、クレアさんを見つけて後をつけて来ちゃって、それで……」
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「そ、そんな……。仕方ないです。どっちかって言うと、こんな所で内ない緒しよ話ばなししてたわたしとクレアさんの方が悪いです！」

　ともあれ、これは面めん倒どうなことになった。マサチューセッツとの通信をあのヘイズという男に見られて以来、自分の立場はただでさえ危うい物になっている。ここで自分がセラと密会していたなどという情報が伝われば、状況は決定的な物になる。最悪の事態を回かい避ひするには少女の口を封じるしかないのだが、ここで少女を始末するというのは自分の能力では難むずかしいし、仮に可能だとしてもセラが納得しないし、万が一そこをクリア出来たとしてもこんな市街地で騒さわぎを起こすわけにはいかない。

　少女が自分達のことを見逃してくれる、という可能性も一いつ瞬しゆん考えたが、そんな神かみ頼だのみにすがっている場合ではない。

　何でも良いから、この場で実現可能な打開策を、今すぐ思い付かなければならない。

「でも……やっぱり『これは聞いちゃいけないお話かな』って思ったらそこで出てくれば良かったのに、どうしても踏ん切りが付かなくて、けっきょく最後まで……」

「ええっと……それも仕方がないっていうか、こういうときは話を最後まで盗み聞きして、きちんと情報を集めないといけないです。だから……お姉ねえさん、ええっと……名前……」

　そういえば、とふと思い付く。このフィアという少女は『賢けん人じん会かい議ぎ』のメンバーの一人ひとりである天あま樹ぎ真ま昼ひるという男と知人で、マザーシステム推進派にも本心から協力しているわけではないらしい、という情報を複数の方向から仕入れている。となれば手はある。上う手まくこの場を誘ゆう導どうして、少女を自分達の共犯者のような形にしてしまえれば……

「名前、ですか？　私、フィアっていいます。名字とかは無いので、そう呼んで下さい」

「あ、はい。フィアさんですね……。ええっと、わたしはセレスティ・Ｅ・クラインです。セラ、って呼んでくれれば」

「って、何を呑のん気きに自己紹介してんのあんたらは──！」

「「え？」」

　金髪の少女二人ふたりがきょとんとした顔でこっちを振り返り、そろって首を傾かしげる。同じ髪の色が二人並ぶと何だか姉妹みたいで、頭が痛くなってくる。

　エメラルドグリーンの瞳ひとみのお姉さんと、青い瞳の妹。

　お姉さんの方は何だかおっとりしていて、妹の方は年が小さいなりにしっかり者で、

　……やばい。完かん璧ぺきにハマるわね、それは。

　勢い良く頭を振って余計な思考を追い出し、それでますます頭が痛くなってうつむき加減にちょっと呻うめく。大丈夫ですか？　という二人の声に「ありがと」と答え、

「……だから、そうじゃないでしょうが、あたしも」

　勢い良く顔を上げ、凄すごみを付けるためにサングラスをかける。

　エメラルドグリーンの瞳の少女をまっすぐに睨にらみ、声のトーンを出来るだけ落として、

「で、どういうつもりなの？　あんた」

「クレアさん。そのサングラス、あんまり似合ってな……」

　横から口を挟むセラをぎろっと睨にらむ。ひやっ、と首をすくめる少女に構わずもう一人の少女ににじり寄って、

「あたしのことをあの執政官に報告するつもり……じゃないみたいね、とりあえずは。でも、じゃああんたの目的は何？　ここで聞いた話をどうするつもり？」

「目的、って言われても……」少女は困った顔で「だから、私、本当にそんなつもりじゃなくて。クレアさんを見付けたのも偶然で……」

　そこで、ふと気付いたようにフィアは首を傾かしげ、

「あの……アニルさんに報告って、どういうことですか？　クレアさん、何か悪いことしたんですか？」

「……は……？」

　思わず、ぽかんと口を開ける。

　Ｉ－ブレインの知覚越しに少女の表情をじっくり観かん察さつし、「あんたねぇ」と眉まゆをひそめ、

「だから、あたしがセラと話してるの見てたんでしょ？　話の中身も聞いたんでしょ？　だったら……」

　そこまで言った所で、少女の後ろでセラが必死に首を横に振っているのに気付く。セラは両手の指を交差させてバッテンを作ったり、人差し指を口に当てたりして必死に何かを伝えようとしている。

　心の中で首を傾かしげ、はたと気付いて脳内の記き録ろくを呼び出す。

　さっきまでの自分とセラの会話。その内容をもう一度、頭からトレースする。

　……『賢けん人じん会かい議ぎ』とは、確たしかに言ってないわね……

　これを盗み聞きしただけでは、確かにセラの素性は分からないかも知れない、所々ですれすれな発言もあるが、それは自分が事実を知っているからで、前提となる知ち識しきが無ければどこにも引っかかりは無いのかも知れない。

「……ねえ、話変わるけど。あんた『賢人会議』のメンバーの顔って知ってるの？」

「え？　はい、それは」フィアはうなずき「一番最初にこの街に来たときに戦った、あの黒髪の女の人と、銀髪の騎き士しの人と……あともう一人ひとり、参謀役の男の人も知ってます」

　宣戦布告の放送に出てましたから、と慌てたように付け加えるフィアに、内心でうなずく。

　……つまり、セラの顔は知らないってわけね。

　セラは宣戦布告のときも一人だけ顔を見せなかったし、先日のシティ外の戦せん闘とうでも別働隊として動いていたはずだ。自分がマサチューセッツから持ってきた資料にはセラの顔も映っているが、フィアがそれを見ていないとすれば他ほかにセラの存在を知る手段は無い。

　ほぅっ、と安あん堵どの息を吐くセラに、サングラス越しに目配せ。

　フィアに詰め寄り、出来るだけ怖い顔で、

「わかった。とりあえず今日きようの所は許してあげるわ。その代わり、今日聞いたことは誰だれにも話さない。約束出来る？」

「は、はい。もちろんです、けど……」そこでフィアは、ふと背後を振り返り「あの……セラさんってどういう方なんですか？　クレアさんはマサチューセッツのエージェントって聞いたんですけど、セラさんとはどういうご関係で……」

「え？　ええっと、そ、それは……」

　やばい、余計な方向に話が進みそうな気け配はい。「どうでも良いでしょ」と強引に割って入り、何とか話題を打ち切ろうとして、

『──臨りん時じニュースをお伝えします』

　街頭のスピーカーから、公営放送のアナウンサーの声が響ひびいた。
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　通りの角に設置された公共ディスプレイの辺あたりで、人々のどよめきが聞こえた。

　サクラは細い路地の出口で足を止め、百メートルほど向こうにたむろするニューデリー市民の一団を眺めて、ふむ、とわざとらしくうなずいた。

「どうやら会かい議ぎは盛況なようだ。なあ？　幻影イリユージヨンNo.17」

　白いドレスを翻ひるがえし、踊るように振り返る。五歩後ろを付き従う白髪の少年が、投げやりな声で「あー、そら良かったな」と答える。

「何だその答えは、覇は気きの無い」サクラは自分でもこれ以上は思い付かないぐらい意地の悪い笑えみを浮かべて「私とのデートはお気に召さないと見えるが、ならばここで解散といくか？遠えん慮りよせずとも、私としては一いつ向こうに構わないが」

「……いつか泣かす……」

「聞こえないな、何か言ったか？」

「何でもあらへんわい！」少年は額ひたいに青筋を浮かべ、握にぎり拳こぶしをぶるぶる震ふるわせて「散歩なんやろ！　散歩！　こっちは逃げも隠れもせぇへんから、どこでも好きなとこ行けや！」

「では、そうさせてもらおう」

　ふむ、とうなずいて少年に背を向け、通りの行く手を塞ふさぐ人の波に向かって歩き出す。

「あ、おい！」とたんに、慌てたような少年の声「ちょ、ちょい待て。そっち行くんか？」

「そうだが、何か不都合が？」

「いや、不都合て、お前さっきから……」

　何か言いたげな少年を無視して歩き出す。三歩進んだ所で少し歩ほ調ちようを緩ゆるめ、肩越しの視し線せんを少年に投げる。立ち止まったまま難むずかしい顔をしていた少年は「だーっ！」と頭をかきむしり、周囲を警けい戒かいしつつおっかなびっくりこっちに付いて来る。

「そうそう、その調ちよう子しだ」滅めつ多たなことでは見られない旧敵の間抜けな姿に忍び笑いを漏もらし「こういう人通りの多い場所は公営放送のカメラマンにとっても絶好の撮さつ影えい場ば所しよだからな。顔を映されないよう、せいぜい注意することだ」

　散歩の開始からかれこれ一時間以上、サクラは第一階層の中でも人通りの多い一帯を選えらんで、少年をえんえんと連れ回している。少年は心の底から嫌いやそうな顔をしつつも大人おとなしくこっちの後を付いて歩き、街頭の固定カメラが近付くとどこへともなく姿を消し、通りをうろつくカメラマンの目は人だかりを盾にしてやり過ごして、どうにかここまで散歩を続けている。

　表だって顔を出さない方が良いのは自分も同じなのだが、少年と自分では立場が違う。自分は仮に正体がばれたとしても戦ってその場を切り抜ければ済むが、少年の姿がわずかでも公営放送のカメラに映ればそれはすぐにシティ間の外交問題になる。報道関係に対する影えい響きよう力りよくは自分達が与くみするマザーシステム反対派の陣営の方が強く、市街地で撮さつ影えいされた映像には全すべて詳細な解かい析せきが行われ、少年ともう一人ひとり、マサチューセッツのエージェントの姿を洗い出す手て筈はずになっている。

　無む論ろん、わずかに顔が映った程度、ということになれば決定的な証拠とは成り得ないし、モスクワなりマサチューセッツなりの方にも「偽造だ」と言い張る余地が生まれる。だから、少年が本当に姿を撮影されてしまったからと言って、それが決定的な破滅になる、とは限らない。

　だが、それが分かっていても、少年はやはりカメラを避さけざるを得ない。何しろ少年には「どこまでなら映されて良く」て「どこからが危険か」を判断する基準が無い。

　そういう立場の少年を連れ回し、カメラの目がありそうな場所を重点的に選えらんで歩く。

　これもまた真ま昼ひるが考えた策。状況が変化して少年と戦せん闘とう、という事態になった場合に備えて可能な限り少年を疲ひ弊へいさせておくのも自分の役目の一つであって、自分はただ、与えられた指示をこなしているに過ぎない。

　そう、これは、単なる任務。

　自分がこの機きにささやかな復ふく讐しゆうを楽しんでいるとか、こういう役目をくれた真昼に心の中で感かん謝しやしているとか、そんなことは絶対に、全く、断じて無い。

「今日きようは素す晴ばらしい一日だ。なあ？　幻影イリユージヨンNo.17」

　舗ほ装そうタイルの大通りをいくらも進まない内に、人垣の端にたどり着く。大声で話し合う数百人のニューデリー市民をかき分けて、人垣の中央を目指す。

　と、右手の辺あたりで、不意に声が止まる。

　何事かと見れば、作業着姿の市民が二人ふたり、怪け訝げんな顔でこっちを見ている。

　……何だ？

　構わず前に向き直り、目の前の二人を両手で左右に押しやる。押しやられた二人は話を続けながら慣れた足取りで一歩後ろに下がり、こっちの顔を見てやっぱり怪訝そうな顔をする。

　周囲にたむろする市民が、次々に振り返る。人々はこっちを見詰めて一様に首を傾かしげ、公共ディスプレイが浮かんでいるらしき方向に顔を向ける。

　もはやただごとではない。

　サクラは人波を強引にかき分け、中央の開けた空間にたどり着き、頭上に浮かぶ半透明のディスプレイを見上げ、

「──な──」

　予想だにしない映像に、言葉を失った。




『──政府発表によりますと、現在、このニューデリーに国際指名手配中のテロリスト四名が潜せん伏ぷくしている、とのことです』

　中央招集会議の中継を続けるディスプレイの隣となり、もう一枚出現した立体映像ディスプレイを、「臨りん時じニュース」のテロップが流れた。

　仮想映像の撮さつ影えいセットに座った公営放送のニュースキャスターは額ひたいに汗を浮かべ、緊きん迫ぱくした面おも持もちで原げん稿こうを読み上げた。

『彼らは「賢けん人じん会かい議ぎ」を名乗るテロ集団の主要メンバーであり、昨年十一月の「宣戦布告事件」で最初に姿を現して以来、各シティの「最重要犯罪者リスト」に名前が挙げられています。今回の潜せん入にゆうの目的は中央招集会議の妨害と考えられており、現在、軍は総力を上げてこの四名の行方ゆくえを追っています』

　キャスターの顔を覆おおい隠かくすように出現した四枚の写真が、ディスプレイに大写しになる。

　見間違えようもない。

　ディー、セラ、真ま昼ひる、そして「自分」の顔。

『情報をお持ちの方は、直ただちに警けい備び部ぶまでご連絡下さい』

　何度も深呼吸して、振り返る。

　その場に居合わせた全すべての市民が、こっちを見た。
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　第一階層中央塔内、会議場。臨時ニュースの知らせはマザーシステム反対派の執政官達のもとにも届けられていた。

　手元のディスプレイに表示される自分の私兵からの報告に視し線せんを走らせ、ルジュナは小さく舌打ちを漏もらした。

　……こちらの作戦はようやく動き出したばかりだというのに……

　会議場の天てん井じように一いつ瞬しゆんだけ視線を向け、その先、第一階層中央塔の上層階の構造を頭に描く。今いま頃ごろは兵士達の目をかいくぐってエレベータに乗り込んでいるはずの青年の顔を思い出し、推進派の執政官達からは見えない角度で両手を組み合わせる。

　賢人会議の参謀、天あま樹ぎ真昼。仲間の魔ま法ほう士し三人を囮おとりに活動を開始した青年の目的は、この中央塔の最上階、立ち入り禁止フロアの一画に用意された、マザーシステム推進派代表、アニル・ジュレ執政官の控え室。

　そこに潜もぐり込み、コアの候補者に関する情報を入手する──それが、賢人会議が自分達に示した作戦。

　その事実を向こうの執政官がどこまで把握しているかは不明だが、賢人会議の魔法士達の動きから何かを察したのは間違いないようだった。

　……賢人会議の動きを封じようと言うわけですか。小細工を。

　そもそも、公営放送に代表されるニューデリー内のメディアに対する影えい響きよう力りよくは、マザー推進派よりこちらの方が遙はるかに強い。通常ならこんなニュースを向こうの派は閥ばつが仕掛けてきても、市民の目に触れる前にもみ消すことなど容易たやすい。

　それが分かっているから、こちらとしても、この手のメディアを利用した攻こう撃げきに対する警けい戒かいはしてこなかった。

　その油断をつかれたと言えばそれまでだが、事態はそれほど単純な物ではない。

　……いったい何を考えているのでしょう、あの人は。

　円卓を挟んだ反対側、ゆったりとした笑えみを浮かべる男の顔を凝ぎよう視しする。ルジュナの実の兄、執政官アニル・ジュレ。思い切った手を打つのは昔からのあの人の得とく意い技わざだが、今回はいくら何でもやりすぎだ。

　テロリストが潜せん入にゆうしたとなれば当然、軍は動く。そして、軍という物はタダでは動かせない。兵士一人ひとり、空中戦車一台が動けばそれだけでエネルギーは消費される。最後にはシティの循じゆん環かん系けいの中で回収されることになっているとしても、それに必要な処理はシティのシステムに負荷をかけ、最終的には必ず損失を引き起こす。

　そして、軍の大部分をこの会かい議ぎ場じようの警備に当てている現状では、残存戦力を総動員しても高ランクの魔ま法ほう士しを捕らえるのは難むずかしい。

　つまりは、こちらの動きをほんの数時間制限するためだけの、完全な陽動。

　そんなことのために公営放送を動かし軍に緊きん急きゆう配はい備びを取らせて、事後処理をどうするつもりなのか。

　……ともかく、状況報告の継続を……

　端末の向こうに指示を送り、息を吐いて顔を上げる。同様の報告を確かく認にんしていたらしい反対派の執政官達に顔を向け、ほんのわずかに視し線せんを投げ合う。ルジュナを含めた六人の執政官はそれぞれの役割分担を瞬しゆん時じに認にん識しきし、各人の息のかかった政せい府ふ機き関かんや民みん間かん組そ織しきのリストを互いに送り合って、現状で使えそうな人員の選せん定ていを始める。

　公営放送局の上層部は事実上こちらの支配下にあるような物。夜になって今日きようの会議が終われば訂正報道の発表も責任者の謝しや罪ざい会見も思いのままだが、そんな物を悠長に待っているわけにはいかない。

　可能な限り迅速に、事態の収拾を図はからなければならない。

　とはいえ、状況はなかなかに難しい要素を含んでいる。ニューデリーに存在するあらゆる政府機関は人的資源の大部分をこの会議に投入してしまっているから、通常なら容易い報道操そう作さも「命令を下して終わり」というわけにはいかない。公営放送の動きを末端まで沈静化させ、軍の動きを止めるためには、自分達が直接指示を与えなければならない。

　が、逆に言えば、それだけのこと。

　次の議題は子飼いの議員や官僚達に任せ、自分達はそちらの処理に集中すれば──

『午前の部、最後の議題を提出します』

　……本当に、何を考えて……

　運営委員のアナウンスの声を意い識しきの端に、円卓の反対側に座るアニルを凝ぎよう視しする。薄うすい笑えみを浮かべたその顔に、ふと、言いようのない不安を覚える。

　あの兄が、この程度のつまらない展開で満足するだろうか。

　もし逆の立場なら、私なら……

　頭上に浮かぶ巨大な立体映像ディスプレイの表示が切り替わり、同時に、十二人の執政官と二人ふたりの護ご衛えいを除いた会場内の全すべての者が驚おどろきの声を上げる。議ぎ員いん、官僚、三万五千人の市民。立場の異なる全ての参加者が、一様に、会議場の中央に浮かぶディスプレイを凝視する。

　こちらを見返すアニルの、穏おだやかな笑み。

「……なるほど」ルジュナはそんな兄に鋭するどい視し線せんを投げ「裏工作する余裕など与えない、ということですか」

　──「マザーシステム」に絡む幾つかの風ふう聞ぶんに関する、情報開示請求について──

　巨大なディスプレイに映し出されたその題目の下で、二人の執政官はそれぞれの顔で互いの兄妹を見つめた。







　　　第七章　盤上舞踏　～Sword Dancer～







　警けい備び部司令室のメインディスプレイを、「非常事態宣言」の文字が躍おどった。

　緊きん急きゆう出しゆつ撃げきを告げるサイレンが、シティの各地に設けられた兵士達の駐ちゆう留りゆう施設に響ひびき渡わたった。

　待たい機き室しつの立体映像ディスプレイの前で会議の行方ゆくえを見守っていた市街地警備担当の兵士達は、予想外の事態に戸と惑まどいつつも直ただちに出撃シークエンスに入った。対たい魔ま法ほう士し戦せん闘とう兵へい装そう一いつ式しきに身を包んだ兵士達は司令部の指揮の下もとで部隊を再編成、第一階層の出入り口であるバイパス道や階層間エレベータの封鎖部隊と市街地への突入部隊に戦力を大きく二分し、各階層の駐ちゆう屯とん地ちから移動を開始した。

　防ぼう衛えい部隊の大部分は中央招集会議の警備のために、すでに第一階層中央塔内部とその周辺に投入されていた。中でもニューデリー自治軍の戦力の大きな割合を占める魔法士部隊が残らず中央塔に集められているのはこの状況において深刻なマイナス要因であり、軍司令部は協議の末、彼らの一部を市街地での追跡戦力に回す決断を下した。

　空中戦車とノイズメイカーの不足もまた重大な問題であり、特にノイズメイカーは中央塔の警けい備びに一部穴を開けなければ第一階層の全すべての出入り口に装備を行き渡らせるのは不可能な状態だった。司令部は緊きん急きゆう措そ置ちとしてメンテナンス中の予備品を研究部から回収し、これを比較的安全性が高いと思われる地点に配備することでどうにか包ほう囲い網もうを完成させた。

　兵士達は駐ちゆう留りゆう施設に残されたわずかな空中戦車と戦せん闘とう用のフライヤーを駆り、問題のテロリストが潜せん伏ぷくしている第一階層に急行した。

　──西暦二一九九年二月四日、午前十二時十五分。

　シティ・ニューデリーに生じた混乱は、加速度的に増大しつつあった。
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（呼Call：運動係数制せい御ぎよ・『運動加速』）

　Ｉ－ブレインによって加速された五倍速の街をサクラは駆ける。ブーツの爪つま先さきで舗ほ装そうタイルを蹴けり、耳元に風切り音を従えてニューデリーの街を走り抜ける。行く手を遮さえぎる街頭のテーブルを飛び越え、振り返る人の波をミリ単位の制動でかいくぐり、コーヒー売りの看かん板ばんをなぎ倒して喧けん噪そう渦うず巻まく大通りをひた走る。

　高速で流れる視界の先に、黒い軍服に身を包んだ警備兵の姿を捉とらえる。考えるよりも遙はるかに早く足が動き、一挙動で地を蹴った体が左手の細い路地に飛び込む。迷路のように入り組んだ薄うす暗ぐらい路地をでたらめに進み、角を五つ曲がった所で立ち止まる。

　近付く者の気け配はいが無いのを確かく認にんし、息を吐く。

　ポケットから細いリボンを二本取り出し、長い髪を頭の両側で一房ずつまとめ、

「何か知らんけど、めんどいことになったなぁ、おい」

「──っ！」

　有り得ない声を背中に受け、サクラは反射的に振り返る。暗い路地の奥、レンガ色の壁かべにもたれる格好で盛大なため息をこぼすその人ひと影かげに、目を見開く。

「何な故ぜ貴方あなたまでついてくるのだ幻影イリユージヨンNo.17！」

「好きでお前と同じ方に逃げとるんちゃうわい！」少年はサングラス越しの目でこっちを睨にらみ、がりがりと頭をかきむしって「大通りはお前のせいでえらい騒さわぎで、カメラマンの連中がまとめてこの辺に集まって来とんねんぞ！　そもそもおれは軍の人らに顔見られて交戦記き録ろくに顔残るんもマズいし……そういう諸もろ々もろの物もん避さけて追っ手がつかんように上う手まいこと逃げたらここに来てもうてんから、しゃーないやろ！　こんな状況で最適な逃走経路が何個もあると思てんのか？」

「ぬ……」

　それもそうかと顔をしかめ、とっさに気付いて身を伏せる。狭い路地からのぞくシティの空。両側の建築物の壁に切り取られたその細い視界を、黒塗りの軍用フライヤーが横切っていく。

「……囲まれた、か？」

「囲まれとるやろな、そら。市民の人らの通報でこの場所ももろにバレとるやろし」

　そうだな、とサクラは小さく呟つぶやく。

　まとめた髪をリボンで蝶ちよう結むすびにし、コートのポケットから投とう擲てきナイフを取り出して、

「そちらの派は閥ばつの妨害工作、ということになるのだろうな、やはり」

　普ふ段だんと違う服装というのはどうにも動きづらい。長いスカートの裾すそに刃やいばを当てて、太ももの辺あたりまでスリットを入れる。多少もったいないがやむを得ない。本来の持ち主であるルジュナ執政官には後で謝しや罪ざいすべきだろう。

「しかし解げせない。市街地で騒さわぎを起こせば我われ々われ賢けん人じん会かい議ぎはもちろん、貴方あなた達のような余よ所そのシティのエージェントも巻き添えを食うことぐらい分かりそうな物だが。……そちらの派閥のリーダー、あのアニル・ジュレという男はその程度の判断も出来ないのか？」

「出来とるやろな、そのぐらいの判断は」投げやりな口く調ちようで少年が答える。「ほっといてもこのぐらいの状況は切り抜けられるやろて思われてるんか、おれが捕まっても知らぬ存ぜぬでトカゲの尻尾しつぽ切る用意があるんか……どっちにしても、心配されてへんのは確たしかや」

　なるほど、とうなずく。この状況は当初からの計画通りで少年は脱出手段を用意しているのではないかとカマをかけてみたのだが、どうやら、危き機きにあるのは自分も少年も同じらしい。

　となれば、ここで自分が取るべき行動は……

「それで、どないする？」そんな思考を見み透すかしたような少年の声。「おれもお前も派閥は違っても執政官に協力しとるわけやから、自治軍の兵士殺してまうんはマズいやろ。誰だれとも戦わんと包囲を突破するいうんは、おれでもちょっと厳きびしい。こっちはカメラに映ったらあかんいう制限もあるしな」

　せやからな、と少年は視し線せんを伏せ、何か言いたげに頬ほおをかく。

　サクラはなるべく仰ぎよう々ぎようしい態度で、ふむ、とうなずき、わざとらしく目を閉じて、

「確かに、この状況を一人ひとりで打開するのはいささか面めん倒どうだ。私と他ほかにもう一人、同レベルの戦せん闘とう能のう力りよくを有ゆうする者がいれば話は別だが……」

「せやな……」

　数秒の沈ちん黙もく。

　サクラが目を開けると、それを待っていたかのように少年も顔を上げ、

「休戦協定、といこか」

「残念ながら、この状況においてはそれが最良の選せん択たくだ」サクラはうなずき、投擲ナイフを両手に掴つかみ出し「期間は当面の危機を脱するまで。その間、我々は一いち蓮れん托たく生しよう、互いに全力を以もって相手をサポートする。異い論ろんは無いな？」

「異論もクソも、他に手ぇ無いやろ」少年は両手の指の関節を小さく鳴らし「ほんま……今日きようは最悪な日やな」

「同感だ」

　交差する視し線せんはわずか一いつ瞬しゆん。

　二人ふたりは同時に地を蹴けり、路地の出口を目指して疾しつ走そうを開始した。
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　昼間照明が届かない細い路地の闇やみを貫つらぬいて、光が走り抜けた。

　Ｉ－ブレインによって脳内に構築された仮想視界の中、秒速三十万キロで放たれた光の槍やりは路地をまっすぐに突っ切り、無人の大通りを横切ってさらに先、別な路地を二百メートル進んだ目標点に発射と完かん璧ぺきに同時としか捉とらえられないタイミングで到達した。

（着弾を確かく認にん。中域探査を継続）

　四つ角を曲がってこっちを振り返ろうとしていた黒い軍服姿の兵士が、左手を押さえてうずくまる。その手から落ちた銃が強化コンクリートの路面に跳ね返り、甲かん高だかい音が路地に響ひびく。その光景を脳内に捉えつつ、闇に覆おおわれた路地をひた走る。走りながらＩ－ブレインの観かん測そく結果に意い識しきを集中し、兵士を助けに駆け寄ってくる者が無いのを確認して息を吐く。

　最大威力で放てば大型の飛行艦かん艇ていすら沈める光の槍に撃うたれて、しかし、兵士はただ手を押さえて呻うめくだけ。命に別状が無いどころか、腕を吹き飛ばされた形跡も無い。

　目もく標ひようの被害が最小限で収まるよう威力を限界まで絞り、同時に兵士の戦せん闘とう能力だけは確実に奪えるように大気による荷か電でん粒りゆう子しの減げん衰すいまで計算して放たれた完璧な一いち撃げき。

　思わず感心してしまい、傍かたわらを並んで走るセラの姿を仮想視界の中に凝ぎよう視しする。

　……ほんとに強くなったわね、この子。

　こっちが視みているのに気付いたのか、セラは、何ですか？　という風ふうにこっちを見上げる。それでようやく自分が実際にセラに顔を向けてしまっているのに気付き、「何でもないわよ」と首を振る。

　手近な角からさらに細い路地に飛び込み、足音を殺して闇の中をひた走る。

『千里眼』の能力をフル稼働。周囲五キロ範はん囲い内ないに展開された兵士、軍用フライヤー、空中戦車、監かん視しカメラ、ノイズメイカー、こちらの探査を避さけるために論ろん理り回路によって情報的に迷めい彩さいが施ほどこされたトラップまでも詳細に見付け出し、どうにか安全なルートを選えらんで第一階層を突き進む。

「クレアさん」トーンをめいっぱい落としたセラの声。「どうですか？　このまま逃げられそうですか？」

「難むずかしいと思うわ」クレアはどうにか平静を保って「とにかく敵のいない方に動いてるけど、包囲網は狭まって来てる。このままじゃ時間の問題ね」

　少しためらってから襟えり元もとの通信素子を引き寄せ、二十階層の本ほん部ぶ宛あての回線を選せん択たくし、

「……ダメね。通信妨害が効きまくってる。そっちも助け呼ぶのは諦あきらめた方が良いみたいよ」

「どこか、包囲の手て薄うすな場所はありませんか？」と、セラとは逆の方向から別な声。「軍の皆さんも中央塔の警けい備びに戦力を取られているはずだから、私達を追いかけている人達はそんなに多くないと思います。だから、どこか手薄な所から突破出来れば……」

「難むずかしいわね。何しろ、ここはニューデリーだから」クレアは首を振り「余よ所そのシティの感覚でやってちゃダメ。追っかけてきてる連中の五十人に一人ひとりは、Ｉ－ブレイン持ってる魔ま法ほう士しよ。炎使いや人形使いならセラが何とか出来るかも知れないけど、騎き士しが出てきたらお手上げ。あたしはそもそも戦せん闘とう向きじゃないから銃撃うつぐらいしか役に立たないし、あんたが……」

　そこでふと気付き、少女のエメラルドグリーンの瞳ひとみを見えない目で凝ぎよう視しし、

「っていうか、あんた何でついて来てんの？　追っかけられてんのはセラで、あたしは軍の連中に顔見られて交戦記き録ろくにデータ残ったらアウトだからついて来てるけど、あんたは関係無いでしょうが」

　え？　とフィアという名の少女は困った顔をする。

「あれ？」とセラは首を傾かしげ「でも、それを言ったらクレアさんも、ここにいるのはバレてないんですから、兵士さん達がわたしを追いかけてる間に千里眼で上う手まく通り道見付ければ逃げられるんじゃ……」

「え……や、それは」痛い所をつかれてクレアは口ごもり、はっと気付いて「待って……来る！　上！」

（高密度情報制御を感知。上方、相そう対たい距きよ離り五百メートル。詳しよう細さい座ざ標ひよう……）

　Ｉ－ブレインが告げる目標の正せい確かくな位置に向けた仮想視界が、今まさに路地の真上を通過しようとしているフライヤーを捉とらえる。高速で走り抜けるフライヤーのドアが大きく開け放たれ、普通の物とは少しデザインの異なる軍服に身を包んだ兵士が飛び降りてくる。

　フライヤーの車体を蹴ける反動で高速落下する兵士の手には、銀灰色に輝かがやく騎士剣。

　気付いたセラがとっさに攻こう撃げき準備に入るが、それより遙はるかに早く地表に到達した騎士はセラの目の前に着地すると同時に一歩目を踏み込み、逆さか手てに構えた剣の柄つかを少女の腹に叩たたき込もうとする。

　Ｉ－ブレインの知覚が、二十倍速の騎士の運動と、同時にセラの周囲に出現した時空構造の歪ひずみを捉える。光使いの能力、『盾Shield』。重力場に囚とらわれた剣が少女を避よける方向に大きく逸それ、騎士の体勢が崩れる。が、敵もさるもの。騎士はもつれた足を一歩強く踏み込むだけで瞬しゆん時じに体勢を立て直し、逆手に構えた剣の刃やいばを弧こを描くように振り上げる。

『情報解体』の発動を表すデータがクレアの知覚を流れると同時に、セラの周囲に展開されていた重力場の盾が消失する。

　呆ぼう然ぜんと目を見開くセラ。やはり、騎士相手の戦いをこなすにはこの子は経けい験けんが足りない。

　二十倍で展開される攻防を前にクレアには為なす術すべが無い。騎士は踏み込んだ勢いを崩すことなく、剣を持つのとは逆の手をセラの首筋めがけて水平に──

　……だめ！

（高密度情報制せい御ぎよを感知。ステータス不明。データに照合無し）

　無む駄だと承知で踏み出しかけたクレアの仮想視界に、Ｉ－ブレインのメッセージが浮かび上がる。未知のタイプの魔ま法ほうの発動を表すその表示に戸と惑まどうクレアの『目の前』を、光で構成された柔らかい何かが包む。

　大きく広がった、天使の翼つばさ。

　そのイメージを呆ぼう然ぜんと視みつめるクレアの仮想視界の先で、突然、騎き士しの情報制御とセラの情報制御を表すデータが同時に消失する。

　考えるよりも早くコートの裏に伸びた手が、護ご身しん用ようの拳けん銃じゆうを掴つかみ出す。セラは寸前の所で騎士の手しゆ刀とうの一いち撃げきをかわし、転げるようにしてその間合いから飛とび退のく。何が起こったのか分かっていない様よう子すで動きを止める騎士に有無を言わさず近付き、振り返ろうとしたその首筋に銃のグリップを一撃。崩れるようにして強化コンクリートの地面に突っ伏す騎士の顔をブーツの爪つま先さきでつつき、動かないのを確かく認にんして息を吐く。

「だ、大丈夫ですか？」と何な故ぜか心配そうなセラの声。

　振り返ると、どういうわけかフィアは頭の後ろを押さえてその場にうずくまり、セラは傍そばで身をかがめて心配そうに少女の顔を覗のぞき込んでいる。

「ちょっと！　あんたどうしたの？」

「……な、何でもありません……大丈夫ですから……」

　やっぱり苦しそうに答えて、フィアが起き上がる。ようやく落ち着きを取り戻してきた頭が、その姿に疑問を覚える。

　足あし下もとで気を失っている騎士をＩ－ブレイン越しに視下ろす。

　フィアが手で押さえている場所とさっき自分が騎士を殴った場所がちょうど同じであることを確認し、たった今目の前で起こった現象を思い出す。

　……この騎士とセラの情報制御が強制終了して、何か、天使の翼みたいなのが……

　頭の隅すみに何かが引っかかる。脳内の保存データを隅から隅までひっくり返し、ようやく探り当てた一つの資料に、あっ、と声を上げそうになる。

「……ま、大丈夫なら良いんだけど」何気ない口く調ちようを装よそおって少女に近付き「にしても面めん倒どうな能力よね。あたしが殴る前に同どう調ちよう切れなかったの？」

「はい……あんまり早く同調を切ると逃げられちゃうかも知れないと思って……ぎりぎりまで我が慢まんしてたらちょっと失敗しちゃ……」

　ぼんやりと言いさして、フィアがはっと目を見開く。

　少女は慌てた様子で口を押さえるが、すでに手遅れ。

「なるほどねぇ……」クレアは感心のあまり吐息を漏もらし「シティ・ベルリンの天使計画に完成品がいたらしいって……噂うわさには聞いてたけどほんとだったんだ」

「……はい……」

　消え入りそうな声で答えて、フィアが顔を伏せる。

　そっか、とクレアはうなずき、ふとセラの方に顔を向け、

「何か、あんたは納得してるみたいだけど……」言いさしてふと気づき「そっか。そういや、賢けん人じん会かい議ぎの参謀ってこの子と知り合いなんだっけ」

　良く知らないけど、と付け加えるクレアに、セラは小さくうなずく。

　少女はフィアにまっすぐ向き直り、「ごめんなさいです」と頭を下げて、

「フィアさんのお話は真ま昼ひるさんから聞いてたですけど、一応立場は敵だし、クレアさんもいるし、フィアさんが信用出来る人かどうかも自分で確たしかめたわけじゃなかったし……それで、知らない人のフリして……」

「そ、そんな。セラさんが悪いわけじゃ……」

「はーいはいはいっ、そこまで！」二人ふたりの間に割って入り、セラを視み下おろして「その話は今は後回し！　あんたは、ここからどうやって逃げるかが先でしょ」

　腰に手を当てて諭さとすと、セラと、それに何な故ぜかフィアまでもが「そうですね」とうなずく。

　クレアは「……だからさぁ」とエメラルドグリーンの瞳ひとみの少女を振り返り、

「さっきも言ったけど、追われてるのはあたしとこっちのセラだけでしょ？　あんたはどう考えても安全。っていうか、あたし達と一いつ緒しよにいると仲間だと思われるわよ？」

「そ、そうです。早く逃げないと、フィアさんも巻き添えになっちゃいます」

　心配そうなセラの声が、後を引き継ぐ。

　が、とうのフィアは「え？」と首を傾かしげ、心の底から不ふ思し議ぎそうな顔で、

「私だけ逃げる……ですか？」

「だからそう言ってんでしょうが。っていうか、あんたもうちょっと気をつけなさいよ。あんたがあの『天使計画』の完成品だって気付いたら、ここのシティの連中も黙だまってないでしょ？　そもそもあたしもセラも自分の正体ばらして良い相手かどうか分かんないんだから、いくらセラが危なかったからってそんなほいほい能力つかって……」

　自分の言葉がだんだん虚むなしくなってきて、クレアは盛大なため息をこぼす。目の前にいるのがどういう子なのか、クレアにもいい加減分かってくる。

　……関係無いんだ。

　自分の身の安全がどうとか、誰だれが敵か味方かとか、そんなことはこの少女の眼中には無い。

　目の前で困っている人がいて、自分に出来ることがある。だから助ける。ただそれだけ。

「……損な性格ね……」

「え？」

「分かった、ってことよ」フィアに向かってひらひらと手を振り「ってことみたいだけど、セラはどう？　何か言っとくことある？」

　もう一方の少女に声をかけるが、答えは無し。

　視みれば、セラは何だかぽわーんとした顔でフィアを見上げている。

「……セラ？」

「え？　な、何でもないです！」セラは慌てた様よう子すでぶんぶんと首を振り「そ、それじゃあフィアさん、よろしくです」

　右手をスカートでごしごしこすって、少女の前に差し出す。

「はい。こちらこそよろしくお願ねがいします」

　にっこり笑って小さな手を取るフィア。

　……おかしなことになったわね、ほんと……

　クレアは何となしに頬ほおをかき、二人ふたりの少女の手に自分の手を重ねた。
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　第一階層での戦せん闘とう状況を表す大量のデータが、立体映像ディスプレイを埋め尽くした。

　襟えり元もとの通信素子から聞こえるヘイズの報告に、錬れんは危うい所で声を呑のみ込んだ。

　……フィアが、戦闘に巻き込まれた？

『まだ断言は出来ねえけど、兵士の交戦記き録ろくの中にそれっぽいのを見かけたってデータがあった』ノイズ混じりのヘイズの声が緊きん迫ぱく感かんを帯びる。『何とか連絡取ろうとしてるんだが、通信妨害のせいで上う手まくいかねぇ。ってーか、中央塔の周りは戦闘区域の外で通信妨害はやってねぇからな。何かの理由で持ち場離はなれて市街地に行って、そこで戦闘に巻き込まれた、って所でまず間違いねぇ』

　そんな、と息を呑み、椅い子すから腰を浮かしかける。

　と同時に、それを見み透すかしていたかのように、ディスプレイの中央にアニルのメッセージが出現する。

『落ち着きなさい、錬君』

　とっさに無視して椅子を蹴けり倒たおしそうになり、ぎりぎりの所でその気持ちを押しとどめて座り直す。錬の席から見て正面。アニルはこっちに背中を向けて、執政官席で優ゆう雅がに頬ほお杖づえをついている。

　頭上の立体映像ディスプレイには、錬も見た、賢けん人じん会かい議ぎの宣戦布告放送。

　輪わを描くように配置されたディスプレイの中心には円形の台座が浮かび上がり、その上では市民団体の代表に偽装したアニル達マザーシステム推進派の部下数名が、賢人会議の主張する『マザーシステムの正体』を淡たん々たんと説明している。

　外で巻き起こっている大おお騒さわぎは、十二名の執政官と一部の高級官僚・上院議員を除いたほとんどの参加者には知らされていない。それどころかこの会かい議ぎ場じよう内においては、ことの発端である『賢けん人じん会議潜せん入にゆう』の緊きん急きゆう報道すら伏せられている。他シティのスパイの潜入を防ぐため、という名目で通信素子の持ち込みは表向き禁止されているから、会議場の外周に並ぶ三万五千人の市民は、市街地での戦せん闘とうには何一つ気付かないままでいることになる。

　彼らのほとんどは三ヶ月前の放送を見ていたらしく、マザーシステムに関する報告に対してというよりも、むしろこの会議にマザーシステムに関する議題が提出されたことその物に驚おどろいている様よう子すが見て取れる。人々は会議場の中央で話し続ける市民団体の代表などそっちのけで、隣りん席せきの参加者と口々に何かを囁ささやき合っている。

　その光景をマザーシステム反対派の執政官達は無表情に見上げ、推進派の執政官達は余裕の態度で悠然と見守っている。

『市街地で戦闘が発生しているという事実は、この会議場内にも、第一以外の他ほかの階層にも伝わっていません。あなたが動けば単なる不ふ審しんな行動です。会議を台無しにするつもりですか』

　今度こそ声を上げそうになるが、かろうじて踏みとどまる。端末のタッチパネルを引ひっ掴つかみ、指がつりそうな勢いでキーを叩たたく。本当ならＩ－ブレインと端末を有ゆう機きコードで接続して頭の中で思いっ切り叫んでやりたい所だが、その行動は目立ちすぎると理性の部分がかろうじて判断する。

　──関係無い。知ったことじゃない。僕は、僕の好きにさせてもらう。

　ものすごい勢いでメッセージを打ち込み、アニルに向かって送り付ける。

　しばしの沈ちん黙もく。

　アニルは背中を向けたまま、ふむ、とうなずき、手元の端末からメッセージを打ち込む。

『どうあっても、と言うのであれば仕方ありません。私としてもこういう手段は好きではありませんが、奥の手を使わせて頂きます』

　何を言っているのかと、首を傾かしげる。アニルがさらにタッチパネルを叩き、頬ほほ杖づえをついたままでため息を吐つく。

　手元のディスプレイに、メッセージが表示される。

　瞬しゆん間かん。

　全身から、ぞわっと血の気が引いた。




『──彼女は、神こう戸べのマザーコアですね？』




　……何で……それを……

　呆ぼう然ぜんと顔を上げ、アニルの背中を見つめる。

　白しろ装しよう束ぞくの執政官はこっちを振り返ろうともせず、タッチパネルに手を伸ばし、

『本意ではありませんが、君がどうしてもと言うのであれば、この事実をマザーシステム賛成派の皆さんに公表します。どうなるかは、お分かりですね？』

　目の前が暗くなる。極きよく度どの緊きん張ちよう状態に置かれた視界が、急速に狭まっていく。

　タッチパネルに置いた手から、力が抜ける。

　と、アニルの視し線せんが、肩越しにこっちを見る。

『お分かり頂けて何よりです』執政官は何な故ぜか表情を和やわらげ『そう心配なさらなくても。あなたさえ私の作戦に付き合って頂ければ、悪いようにはしません』

　……え？……

　ぼやけていた意い識しきが焦点を取り戻す。

　どういうことかと端末越しに問いかけようとしたとたん、耳元でヘイズの声が響ひびく。

『とりあえず、状況は報告したぞ』通信素子の向こうのヘイズは一つ指を鳴らし『ってことで、オレは出しゆつ撃げきするけど文句無ねぇな？　アニルのおっさん』

　思いがけない言葉に、目を丸くする。

　危うく声を上げそうになる錬れんに背を向け、アニルがかすかに肩を震ふるわせる。

　……笑ってる……？

『そーだ。うちの雇い主が戦せん闘とうに巻き込まれてる。だから助けに行く。文句あっか？』アニルのメッセージに答えているのか、ヘイズはあくまでも余裕たっぷりの声で『あの賢けん人じん会かい議ぎのリーダーの女も第一階層で見付かってんだろ？　敵の魔ま法ほう士しは三人とも居場所割れてんだから、ここはおっさんの私兵連中に任せても問題ねぇよな』

　背中越しのアニルが苦笑する気け配はい。

　通信素子の向こうでヘイズの足音が聞こえ、

『ついでにこの錬の姉あね貴きも借りていくぞ。オレ一人ひとりじゃ手が足りねぇかも知れねえからな。文句があんなら、帰ってからゆっくり聞いてやる』

　一息。

　ヘイズはいつものように指を一つ鳴らし、笑いを含んだ声で、

『ってことで錬。おいしいとこ持ってって悪ぃけど、ここはオレに任せとけや』
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　携けい帯たい端末のディスプレイの隅すみに、メッセージ表示用の窓が出現した。

　会議場の様よう子すを伝えるルジュナからの通信に素す早ばやく視線を走らせ、真ま昼ひるは一人うなずいた。

「やはり、テロリスト潜せん入にゆうのニュースは会議場内では伏せたまま、ですか。……当然ですね。向こうには会議を停止させるつもりなど毛もう頭とう無ない。我われ々われ『賢人会議』の行動を制限しつつ、皆さんの注意を会議の進行と戦闘を終了させるための工作に分散させ、その隙すきに会議を有利に進めようという計画でしょう」

　通信素子に向かって淡たん々たんと話しつつ、タッチパネルに指を走らせる。会かい議ぎ場じようから上方におよそ百三十メートル。中央塔八十二階と八十三階の中間点で緊きん急きゆう停てい止ししたエレベータの中で、真ま昼ひるは軍服姿のまま床ゆかに座り込み、膝ひざの上の携けい帯たい端末と向き合っている。

　と言っても、このエレベータが止まっていることを知るのは中にいる真昼ただ一人ひとり。エレベータの移動を表示する小さな立体映像ディスプレイは流し込まれたダミープログラムは監かん視しカメラで確かく認にんした『利用者のいる階』を巧妙に避さけながら自然な動きで表示階を変化させ、このエレベータが正常に動作しているように見せかけている。

　ディスプレイを埋め尽くすのは、中央塔の最上階にエレベータを向かわせるためのセキュリティコード。

　一般人はもちろん、並みの士官クラスの兵士さえも立ち入りを禁じられたそのフロアには、会議開催中の執政官の控え室が用意されている。

「とにかく、このままではマザーシステム絡みの議ぎ論ろんは全すべて向こうの思うがまま。最終的には勝ち目が薄うすい討議だとしても、我われ々われがマザーコア候補の正体を突き止めるまでは時間を稼かせぐ必要があります。せめて明あ日すまでは決議を引き延ばして頂かなければ」

　今日きよう中じゆうにマザーコアの交換が可決されてしまえば、推進派は明日の会議終了を待たずに交換作業を開始してしまう可能性がある。それでは自分達もさすがに間に合わない。『賢けん人じん会議』の本当の目的のためにも、せめて後一日は時間が欲しい。

　それに、「自治軍の兵士を傷付けてはならない」という条件下での長時間の戦せん闘とうは、サクラはともかくセラには少し厳きびしい。最低限の処理として『背後関係を掴つかむために目もく標ひようは必ず無傷で捕らえるように』という偽にせの命令は流してもらっているが、それだけで戦闘が自然終結するほど甘い状況ではない。

　向こうの一番厄やつ介かいな戦力である『千里眼』を釣るための囮おとりとして少女には動いてもらったのだが、少し失敗だったかも知れない。

　とにかく戦闘の収しゆう拾しゆうを急ぐ、というルジュナのメッセージを横目に、しばし考える。

「それはもちろんですが、それだけでは向こうの意図を止めることは出来ません」一呼吸の間をおき、通信素子を引き寄せ「策があります。……無謀と紙かみ一ひと重えではありますが」

　聞きましょう、とルジュナのメッセージ。

「では」真昼は一つ息を吐き「向こうの派は閥ばつが流した『テロリスト潜入』の放送を今すぐ会議場内で公開。そこにいるディーの姿を市民に良く見えるようにメインのディスプレイに映し、推進派が動く前に皆さんの手で攻こう撃げきして下さい」

　数秒の沈ちん黙もく。

　こちらの意図を認にん識しきしたらしいルジュナから、『了解しました』と答えが返ってくる。

『彼は、我々の部下になりすまして会議場にまで入り込んだテロリスト、ということになるわけですね』

「理解が早くて助かります」真ま昼ひるは声にかすかな笑いを含ませ「この状況で会かい議ぎを続けても結果は見えている。なら、いっそ混乱を会議場の中にまで広めて、午後の討議を実質的に中断させてしまいましょう」

　タッチパネルに最後のセキュリティコードを打ち込み、通信素子の向こうで同じ声を聞いているはずのディーに向かって、

「ってことで、あんまり使う予定じゃなかった作戦案に行っちゃうけど、準備はオッケー？」

『大丈夫です』とディスプレイにディーのメッセージ『僕は誰だれもケガさせないように適当に戦いながら中央塔の外に脱出。後の対応は臨りん機き応おう変へん、ですね』

「そ。あんまりあっさり脱出しちゃって騒さわぎがすぐに収まってもマズいから、自己領域とかは使わないで出来るだけ真ま面じ目めに相手してあげてね。でもって、脱出に成功したらとりあえず連絡。五分待っても僕から返事が無かったら、そのときはセラを助けに行ってあげて」

　はい、と答えてディーが通信を切る。今すぐセラを助けに行く、と言わないのは少女を信しん頼らいしているからなのだろうと、自分のことでもないのに少し嬉うれしくなる。

「さて」

　携けい帯たい端末を抱えて立ち上がる。中の配はい線せんがむき出しになったエレベータの操そう作さ盤ばんからケーブルを引き抜き、カバーを元通りに直してボタンに指を触れる。

　認証、という機き械かい合ごう成せいの声。

　真昼を乗せたエレベータは、最上階を目指して静かに上昇を開始した。
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　非常事態を告げる甲かん高だかい警けい告こく音おんが、広大な会議場に響ひびき渡わたった。

　手元のディスプレイに映し出される第一階層の戦せん闘とう状況データを睨にらんでいた錬れんは、はっと顔を上げた。

　会議場内の至る所から聞こえていた議ぎ論ろんの声が、波が引くように消えていく。人々は戸と惑まどった様よう子すで隣りん席せきの者と顔を見合わせ、中央のメインディスプレイを走る『緊きん急きゆう警報』のテロップを見上げる。

　錬の目の前に座るマザーシステム推進派の執政官達も、驚おどろいた様子で椅い子すから腰を浮かす。アニルまでもが、頬ほお杖づえからわずかに顔を上げて頭上のディスプレイを凝ぎよう視しする。

　と、唐とう突とつに、メインディスプレイの表示が切り替わる。

　四人分の顔写真が、半球型の会議場の中央に大映しになる。

　──まさか──

　予想外の展開に目を見開く。会議場の外で臨りん時じ放送として流された物と同じ、賢けん人じん会議の主要メンバー四人の顔写真。それを背景にディスプレイに出現したキャスターは、テロリスト潜せん入にゆうのニュースを緊きん迫ぱくした面おも持もちで読み上げ始める。

　会かい議ぎ場じよう全体が、大きくどよめく。

　外周を埋め尽くす三万五千人の市民、中央の台座にそれぞれの席を置く議員、官僚──全すべての者が手元に資料として映し出される『賢けん人じん会議』の宣戦布告映像をメインディスプレイの写真と見比べ、一様に不安そうな表情を浮かべる。

　……このニュースは、会議場内では流さないはずじゃ……

　そんな疑問が一いつ瞬しゆんだけ頭に浮かび、すぐに気付いて視し線せんをわずかに前に向ける。円卓を隔へだてた向こう、豪ごう奢しやな椅い子すに腰かけたマザーシステム反対派の執政官達が互いに目配せを交わし合うのを視界の端で認にん識しきし、同時に、頭上のディスプレイの表示がまたしても切り替わる。

　天てん井じように据え付けられたカメラを介して映し出される、会議場の様よう子す。

　広い会議場全体を捉とらえたその映像が滑なめらかに拡大し、中央に浮かぶ直径十メートル余りの執政官席の台座、錬れんの位置からちょうど反対側の椅子に座る騎き士しの少年の姿を映し出す。

　少年は芝居がかった動作で椅子から立ち上がり、天井のカメラをまっすぐに見上げる。銀色の髪を茶色味を帯びた黒に染め、ミラーシェードで両目を隠したその顔が、賢人会議のメンバー写真の一枚と並んでディスプレイに大映しになる。

　市民席の数カ所から湧わき起こった驚おどろきの声が、瞬またたく間に会場全体を埋め尽くす。

　とっさに椅子から腰を浮かす錬の視界を、同時に幾つも出現したＩ－ブレインのシステムメッセージが二重写しに埋め尽くす。

（高密度情報制せい御ぎよを感知）

　円卓の向こう、反対派の執政官のうちルジュナ・ジュレを除いた五名が同時に立ち上がり、自分達の背後に座る騎士の少年を振り返る。白しろ装しよう束ぞくを翻ひるがえして八倍加速で椅子を蹴ける二人ふたりの執政官を前ぜん衛えいに、残る三人の執政官の内二人がそれぞれの周囲に淡たん青せい色しよくな空気結晶の弾体を生成する。

　彼らのそれぞれは、大戦を生き抜いた歴戦の魔ま法ほう士し。

　その事実を錬の脳が再認識するよりも遙はるかに早く、炎使いらしき二人の執政官の手から放たれた氷の銃弾は、味方であるはずの少年めがけて何の躊ちゆう躇ちよも無く叩たたき付けられる。

　無数の弾体に撃うち抜かれた小さな椅子が、細かな残骸と成り果てて砕くだけ飛ぶ。立ち上る土煙の中に、目もく標ひようの少年の姿はすでに無い。コンマ一秒の差で椅子を蹴った少年の体は後方に飛とび退すさって円形の台座を取り巻くスチールの手すりに着地し、腰の鞘さやから引き抜いた二本の騎士剣を両手に構える。

　黒い軍服を翻したその体が、飛ひ翔しようする。

　膝ひざを曲げるわずかな動作で細い手すりを蹴った少年の体は、とっさに立ち上がった錬の頭上を大きく飛び越えて、二十メートルほど先に浮かぶ上院議員用の台座に着地する。

　円卓の陰から銃を構えていた議員が、勇ゆう敢かんにも少年めがけて発砲する。襲おそい来る銃弾を難なんなくかわした少年は隣となりの台座へと飛び移り、さらに幾度かの跳ちよう躍やくを繰くり返して外周の市民席の最下段に到達。着地と同時に巻き起こる市民の悲鳴を背後に従えて、目の前の階段をまっすぐ上、会かい議ぎ場じようの出口めがけて一いつ直ちよく線せんに駆け出す。

　銃を構えて立ちふさがろうとする警けい備び兵へい達の前で、少年の姿が残像すら残さず消失する。この会議場内のほとんどの者には認にん識しき出来なかっただろう神速の手しゆ刀とうが四十八倍速で兵士達の首筋を襲おそい、崩れるように倒れる兵士達を置き去りにして跳躍した少年の姿は一秒足らずで市民席の最上段、会議場の外に通じる扉に手をかける位置にたどり着く。

「……そう来ますか。なるほど、良い手を指す物です」

　かすかな緊きん迫ぱく感かんを帯びた、アニルの声。

　振り返ると、白しろ装しよう束ぞくの執政官はいつの間にか椅い子すから立ち上がり、射いるような視線を二刀流の騎き士しの少年に向け、

「これでは、騒さわぎが収まるまで会議その物が中断してしまう。……君のお兄にいさんはよほど優ゆう秀しゆうな指し手のようですね、錬れん君」

　立て続けの展開に止まっていた思考が、その言葉で動き出す。そうだ、あの少年は自分の兄のことを知っている。追いかれば話を聞けるかも知れない。上う手まくすれば、真ま昼ひる兄にいの所まで連れて行ってもらえるかも知れない。

　無意識に駆け出そうとした足が、ぎりぎりで止まる。

　そうだ。勝手に動くわけにはいかない。どうしてだかは分からないが、自分はアニルに『フィアの正体』という最大の急所を握られてしまっている。この場でアニルを無視して自分の目的のために動けば、少女を危険にさらすことになる。

「──アニル」

　そんな錬の思考を遮さえぎるように、緊迫した表情で立ち上がる『推進派』の執政官の一人ひとり。

　アニルは「分かっています」とうなずき、こっちを見下ろして、

「すぐに追つい撃げきを。あの少年の後を追って下さい」

「え……？」てっきりこの場にとどまるよう指示される物と思っていた錬は目を丸くし「でも、良いの？　あんたも知ってるでしょ？　僕があんたに協力してるのは仕方ないからで、本当の目的は……」

「この状況であなたが戦せん闘とうに参加しないのは不自然が過ぎます」アニルは珍しく、面おも白しろく無さそうに口元を曲げて「市民から見れば、あなたは『執政官の護ご衛えい』です。執政官席の間近にまでテロリストが入り込んでいたとなれば、それを追うのは当然のこと。あなたがこの場にとどまれば向こうの派は閥ばつへの牽けん制せいとして極めて有効ですが、それでは市民の皆様に不信感を持たれます」

　残念ですが、と小さく呟つぶやき、アニルは市民席に目を凝こらす。最上段、扉の前。騎士の少年は周囲から雨あられと降り注ぐ銃弾を両の騎士剣でことごとく弾はじき飛とばし、そのわずかな間かん隙げきを縫ぬって右の剣を扉に叩たたき付ける。

　おそらくは情報解体の効果によってチタン合金の扉が砂のごとく崩れ落ち、そこから会かい議ぎ場じようを飛び出した少年は通路の先に消える。

「パフォーマンスですよ、錬れん君」アニルの声「可能な限り派は手でな戦いを。『ニューデリー自治軍対テロリスト』というイメージを、市民の皆様と一般兵の方々に植え付けて下さい」

　不本意きわまりない命令を聞き流し、腰の鞘さやからサバイバルナイフを引き抜く。

『運ラ動グ係ラ数ン制ジ御ユ』『短期未来予測ラプラス』を脳内に常じよう駐ちゆう。

　ライトの強い光に照らされた会議場の中央、外周席を埋め尽くす三万五千の市民の視し線せんを一身に受けて、錬は地を蹴けった。




　　　　††††††††††††††




（プランク定数取得、確かく率りつ密度改変、アクセス『シュレディンガーの猫は箱の中』）

　照明の絶えた階層間バイパス道の闇やみの中、空気結晶の弾丸が生み出す無数の破は砕さい音おんを従えてイルは走る。地を這はう獣けもののように身をかがめ、薬指と小指だけを握り込んだ特異な形状の拳こぶしを左右に構えて疾しつ走そうする。砕くだけたアスファルトを蹴散らし、ノイズメイカーの残ざん骸がいを踏み付け、倒れ伏す数十人の魔ま法ほう士し達の間を流水の動きですり抜けたその体は足音すら残さず戦場を駆け抜ける。

　サングラス越しに凝こらした目が、闇の向こうに敵の姿を捉とらえる。ニューデリー自治軍の黒い軍服をまとった魔法士達はバイパス道の中央に密集隊形を取り、こちらに向かって身構える。残存戦力は四人。騎き士しが二人ふたり、炎使いが一人ひとりに人形使いが一人。前ぜん衛えいの中央に位置する細剣を構えた騎士がこの隊の指揮官であるらしく、自己領域を展開可能な能力を有している。

　その半歩後ろに従うもう一人の騎士は、運動加速が二十倍程度の平均レベルの能力者。

　炎使いと人形使いもほぼ同クラスのＩ－ブレインの持ち主だということは、ここまでの戦せん闘とうで分かっている。

（座ざ標ひよう期待値改変）

　踏み込む足が舗ほ装そうタイルの路面を鋭するどく捉え、爆ばく発はつ的てきな力で体を前方に送り出す。同時にＩ－ブレインが演算を開始。自みずからの肉体を構成する全物質の存在確率をほんのわずかに改変し、「あり得る存在位置の期待値」を本来の値よりほんの少しだけ前に移動させる。

　全身の細胞が一いつ瞬しゆんだけ「広がった」ような、奇妙な感覚。

　時間にしてわずか数ナノ秒、一ミリの一万分の一にも満たないわずかな距きよ離りを渡ったイルの体は、少なくとも脳の通常部分では全く同じとしか認にん識しき出来ない空間座標で再び存在を固定される。

　Ｉ－ブレインが回転数を増し、肉体の構成物質に対してさらに存在位置の改変を行う。体がほんの一いつ瞬しゆんだけ「存在確かく率りつの波」に分解され、さっきまでよりわずかだけ前進した位置で再び収しゆう束そくする。イルの能力の正体を知らない者には決して理解出来ない、ほんのわずかな距きよ離りの転移。Ｉ－ブレインはそれをコンマ一秒の内に何千万回と繰くり返すことで数メートル単位の距離を稼かせぎ出し、結果として通常の十倍以上の速度で目もく標ひようの位置に到達した足は騎き士しの運動加速に匹敵する圧倒的な速度の疾しつ走そうを可能にする。

　二十メートルの距離を一息に駆け抜けた体が、敵の前ぜん衛えい、二人ふたりの騎士の前に到達。

　同時、迎げい撃げきの構えを取った騎士達の姿が、視界からかき消える。

（攻撃感知。後方）

　脳内に補ほ捉そく足された周囲の物質の存在情報が、騎士の動きを詳細にトレースする。半透明な球形の揺らぎに包まれた指揮官の騎士の体は瞬時に後方に出現するや細身の剣を眼前に構え、それより遙はるかに遅れてこちらの左に回り込んだもう一人の騎士は幅広の剣を下段に構える。

　騎士達が最初に地を蹴けった足音が、ようやく耳に届く。

　水平に掲げられた後方の騎士の剣が、こちらの背中めがけて一いつ直ちよく線せんに突き出される。

　状況を把握した脳の通常部分が、回かい避ひ運うん動どうを行うべく肉体に対して命令を発する。が、放たれた騎士の攻撃は、脳から神経を伝った命令が筋肉に到達するよりも遙かに早い。

　風切り音すら置き去りにして襲おそい来る、細剣の切っ先。

　瞬間、Ｉ－ブレインが叫ぶ。

（高密度情報制せい御ぎよを感知。分子運動の変化を観かん測そく）

　脳内に描き出された仮想視界の中、突き込まれる剣の切っ先を遮さえぎって半透明な空気結晶の鎖くさりが出現する。出現した鎖はのたうつ蛇へびのように剣の刃やいばに絡み付き、こちらの背中に突き立つ寸前でその動きを停止させる。騎士はわずかも表情を変えることなく、剣を持つ手に力を込める。おそらくは情報解体によって空気結晶の鎖が跡形もなく崩れ落ち、自由になった騎士は剣の切っ先を引き戻すや四十倍加速の動きでこちらの背中めがけて再度突き込む。

　その前に、地面から突き出した灰色の腕が立ちふさがる。

　砕くだけたアスファルトの下から突き出した強化コンクリートの腕は、人間の数倍のサイズを持つ巨大な手を拳こぶしの形に握りしめて騎士の頭上めがけて叩たたき下おろす。

　騎士はその顔に一瞬だけ余裕の表情を浮かべ、すぐに驚きよう愕がくに目を見開いて後方に飛とび退すさる。突き出された灰色の拳は騎士の動きに匹敵する超高速の運動でその鼻先をかすめ、地表すれすれで身を翻ひるがえして騎士めがけてさらに襲いかかる。通常の人形使いのゴーストハックでは有り得ないその速度に、騎士が剣を下段に構える。高速で突き込まれるコンクリートの拳と同じく高速で跳ね上がる騎士剣の切っ先が空中に交差し、どちらも互いにわずか一ミリの差でそれぞれ攻撃をかいくぐってこちらから離はなれる方向に遠ざかる。

　そんなコンマ一秒足らずの攻防を背後に、イルの体はようやく反応する。後方の騎士を無視して踏み出した体が、前方左、もう一人ひとりの騎士に襲いかかる。

　幅広の剣を下段に構えた騎き士しはその顔にわずかに驚きよう愕がくの色を浮かべ、構うことなく剣をこちらの腕めがけて振り上げる。瞬しゆん間かん、イルの脳内でＩ－ブレインが唸うなりを上げる。情報制せい御ぎよ演算が量子力学の基き礎そパラメータを書き換え、体を構成する全すべての物質をほんのわずかの時間だけ「存在確かく率りつの波」に展開する。

　振り上げられた騎士剣が「イルが存在する確率が最も低い位置」を虚むなしく走り抜け、剣の存在を大きく避よけた体は本来より五十センチ左の場所で再び存在を固定される。

　唖あ然ぜんとした顔で目を見開く騎士の喉のど元もとめがけて、踏み込みざまに右手を一いち撃げき。

　瞬間、Ｉ－ブレインの認にん識しきの中に出現した無数の空気結晶の弾体が、イルの周囲全方位を隙すき間ま無く取り囲む。

（攻撃感知。回かい避ひ運動開始。ダメージ率を五パーセントで算出）

　音も無く放たれた淡たん青せい色しよくな結晶の弾丸は、騎士の体を巧妙に避さけてイルの頭上から雨あられと降り注ぐ。自動反応によって完全回避を行おうとするＩ－ブレインの演算を強制停止させ、新たなプロセスを脳内に立ち上げる。襲おそい来る何千という空気結晶の構成粒子全てと、自身の体を構築する粒子全て──その一つ一つに対して詳細なトレースを実行。Ｉ－ブレインは得られた観かん測そく結果を一秒の百分の一足らずのわずかな間に解かい析せきし、回避すべき攻撃と回避すべきでない攻撃、自身の損傷を最小限にとどめると同時に敵に『攻撃が当たった』という事実を印象付けるのに最も効率的な『ダメージの受け方』を瞬時に導みちびき出す。

　雨あられと降り注ぐ氷の銃弾が皮ひ膚ふを食い破り、毛細血管を引きちぎって、鮮せん血けつを飛び散らせる。

　無数の攻撃はイルの体の表面、薄うす皮かわ一枚にダメージを与え、その奥に隠された骨や臓ぞう器きなどの重要器官を残らず透過して体の反対側に突き通る。

　衝しよう撃げきに一瞬だけ呼吸が止まり、すぐに体が自由を取り戻す。

　同時にＩ－ブレインが警けい告こく。寸前で攻撃を回避した騎士は二十倍加速でこちらの背後に回り込み、反転すると同時に頭上に掲げた騎士剣をすでに振り下ろす体勢にある。

　後方から唸りをあげて襲い来る剣の刃やいばをＩ－ブレインの仮想視界に捉とらえ、イルは背中を向けたまま左手を後方に無造作に突き出す。半歩横に身を引いて剣の一撃をかわすと同時に体の後方を流れる剣の刃に後ろ手に指を添え、一気に柄つか本もとまで滑すべらせて騎士の手を掴つかむ。

　相手と自分の荷重移動、剣を振り下ろす腕の力、人体の関節を利用したてこの原理──全てを総合した動きで、手首をほんの少しだけ捻ひねる。

『Ｉ－ブレインに頼たよらない戦せん闘とう術じゆつ』を身に付けるためにイルが鍛たん錬れんに鍛錬を重ねた、東洋武術をベースに古今東西のあらゆる技術を取り入れた格闘術。

　剣を振り下ろした騎士は自分の力を全て自分自身に跳ね返されて、掴まれた手を軸に跳ね上がって空中で一回転する。

　騎士の手から離はなれた剣が、床ゆかに跳ねて甲かん高だかい金属音を立てる。振り返りざま右足を踏み出してアスファルトに叩たたき付けられる寸前の騎き士しの体を支え、同時に伸ばした右手で首筋の辺あたりを押さえる。指先のわずかな感触を頼たよりに頸けい動どう脈みやくの位置を探り当て、微妙な力加減で一いつ瞬しゆんだけ血流を止める。意い識しきを飛ばされて崩れ落ちる騎士の体を最大限丁てい寧ねいに地面に落とし、動かなくなったその体を飛び越えて疾しつ走そうを再開する。

　その前方、行く手を遮さえぎる位置に、巨大なコンクリートの腕が出現。

　が、腕はその身を動かす間もなく、爆ばく音おんと共に砕くだけ散ちって元のコンクリートの塊かたまりに巻き戻る。

　腕を打ち砕いた投とう擲てきナイフが、アスファルトの路面に深々と突き刺さる。それを飛び越えたイルの体は十メートルの距きよ離りを瞬時に駆け抜けて敵の後こう衛えい、炎使いと人形使いの前にたどり着く。目を見開いた二人ふたりの魔ま法ほう士しが何をするよりも早く神速で突き出されたイルの両手は二人の首に触れるか触れないかの位置を一いつ閃せん。頸動脈を押さえられて気を失った魔法士達の体は折り重なって地面に倒れ伏す。

（高密度情報制せい御ぎよを感知）

　息を吐く間もなく振り返った視界が、粉みじんに打ち砕かれる強化コンクリートの腕の姿を捉とらえる。運動加速を付加された高速の腕が自みずからの情報を破は壊かいされ、ガレキの塊となって床に落ちる。

　人間の数倍はあるその表面から引き抜かれた細い騎士剣の切っ先が、振り返りざまに十メートル先のこっちに向かって構えられる。

（攻こう撃げき感知。危険）

　残る一人ひとり、指揮官らしき騎士の体が半透明な球形の揺らぎに包まれ、視界から消失する。脳内に警けい告こく表示が浮かび上がり、全く同じとしか認識出来ないタイミングでＩ－ブレインが叫ぶ。

　瞬時に十メートルの距離を渡った騎士の体はイルの正面、剣の間合いぎりぎりの位置に出現。

　水平に構えられた剣の切っ先が、喉のど元もとめがけて躊ちゆう躇ちよ無く突き込まれる。

　わずかに身を捻ひねって直撃を避さけたイルの肩口に、細剣の切っ先が食い込む。薄うす皮かわ一枚と毛細血管の数十本を突き通した刃やいばは体の残りの部分を透過して背中まで突き抜ける。同時に後方にＩ－ブレインの反応。迫り来る膨ぼう大だいな熱ねつ量りようを背後に感じ取り、イルは脳内で命令を飛ばして体の中心付近、胸の下辺りの存在確率をタイミングを合わせて消去する。

　異変を悟った騎士が体から引き抜いた剣を眼前に掲げ、その刀身に火花が散る。

　イルの遙はるか後方、闇やみに潜ひそむ少女の手から放たれた電磁加速の投擲ナイフ。

　秒速二千メートルで空間を走り抜けたナイフはイルの体を素通りしてその前方、とっさに防御に掲げられた騎士の剣に深々と突き立つ。

　騎士剣の刃に細かな亀き裂れつが走り、次の瞬間、構造を維持出来なくなった剣の刀身は根本から崩れ始める。空気摩ま擦さつで赤熱した投擲ナイフが、剣の柄つかと共に音を立てて落ちる。衝撃に手を押さえる騎士の懐ふところに、イルは滑すべるように潜もぐり込む。我われに返った騎士が素手で構えを取るがすでに手遅れ。流水の動きで騎士の側面に回り込んだイルは無防備な首筋に人差し指を押し当て、

「ほい、おしまい」

　くたりとその場に崩れ落ちる騎き士しを見下ろし、一息、

　闇やみの中から進み出てくる黒髪の少女を、「ごくろーさん」と振り返る。

「どーにか片付いたみたいやな、これで」

「……そのようだな」

　頭の両側のリボンを解いて結び直しながら、サクラがうなずく。

　周囲に倒れ伏す黒い軍服姿の魔ま法ほう士し達を見回し、息を吐いて、

「あっけないものだ」

「せやな。さすがにもーちょい苦労するやろ思ててんけど」
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　軽口を叩たたきつつ腰を落とし、たった今倒した騎士の傍そばに膝ひざをつく。ポケットから携けい帯たい端末を取り出し、有ゆう機きコードの端子を無理やり騎士の首筋に接続する。騎士のＩ－ブレインに強制的にアクセスし、このバイパス道で起こった戦せん闘とうの記き録ろくを記き憶おく領りよう域いきから消去。ついでにポケットからノイズメイカーを取り出し、うなじの辺あたりに取り付ける。

　立ち上がり、周囲を見回して、別な魔法士の傍そばに歩み寄る。

　五分ほどかかって全すべての魔法士に同じ処置を施ほどこし、息を吐く。

「終わったで。そっちはどないや？」

「こちらも完了だ」携けい帯たい端末で何かを操そう作さしていた少女は顔を上げ「この部隊の識しき別べつコードを偽造して定時通信を自動で行うよう通信素子に細さい工くした。単純な手だが、少なくとも一時間は誤ご魔ま化かせるはずだ」

　自治軍も戦力が不足しているはずだから、別の部隊が自分の担当区域を離はなれてここまでやって来ることは考えにくい。通常ならともかく戦力の大部分を中央塔の警けい護ごに割さかれているこの状況なら、『異常無し』の信号を定期的に発信し続けるだけでもカモフラージュになる。

「後は、こいつらの処理やな」周囲で気を失っている一般兵と魔ま法ほう士し、合わせて数十名を見回し「Ｉ－ブレイン持っとるヤツらはノイズメイカーで止めとるけど、目ぇ覚まして助け呼びに行かれたら面めん倒どうやぞ。どないする？」

　右手の指の関節を鳴らしながらそう問うと、少女は「問題無い」と答える。どうするつもりかと訝いぶかしむイルの左手の方で、バイパス道の壁かべから唐とう突とつに巨大なチタン合金の腕が出現する。

　腕は最も近くに倒れている魔法士を手のひらに器き用ように持ち上げ、その体を掴つかんだまま吸い込まれるように元の壁に巻き戻る。手に掴まれたままの魔法士の体も一いつ緒しよに壁の向こうに消え、ややあって再び出現した巨大な手の中には魔法士の姿は無い。

「ちょうどその壁の奥が構造材に挟まれた空洞になっているのでな。今日きようの作戦終了までの間、彼らにはそこで大人おとなしくしていてもらう」視し線せんで説明を求めると、少女は壁を無表情に見つめたまま「一応空気穴は開けておくが、それ以外に出入り口はない。今日の騒さわぎが全すべて終わって、このバイパス道を通った誰だれかが気付くまで、彼らには少し我が慢まんしておいてもらおう」

　なるほどなあ、とうなずき、魔法士を次々に取り込んでいく腕の動きをぼんやりと見つめる。腕は最後の一人ひとりを取り込み終えると、元通りバイパス道の側そく壁へきに巻き戻る。

　後に残るのは砕くだけたノイズメイカーの残ざん骸がいと、アスファルトの路面に随ずい所しよで刻まれた戦いの痕こん跡せきのみ。

　このまま脱出するにせよ、第一階層でもう少し動くにせよ、これで退路は確かく保ほした。

「とりあえず、『当面の危き機き』は脱したみたいやな」

「そうだな」

　戦いの喧けん噪そうが過ぎ去ったバイパス道に、風の音が響ひびく。

　闇やみの中、微妙な距きよ離りを保ったまま、イルと少女は互いの様よう子すをうかがう。

「パターンやと、ここでいよいよ二人ふたりの決着、ってとこやな」

「面おも白しろい。先日の戦せん闘とうの続きといくか？」

　冗じよう談だんめかして呟つぶやくと、少女も全く本気ではない顔でやり返す。そのまま言葉が途と切ぎれ、二人はどちらからともなく黙だまり込む。

　何を考えているのか、少女はこっちの顔をじっと見つめる。

　イルもまた、少女の顔を見つめる。

　……やっぱ強いわ、こいつ。

　そんな言葉が頭に浮かぶ。敵は魔法士ばかりが数十人、決して容易たやすい相手ではなかった、というより、自分一人ひとりでは手に余る戦いだった。それが、蓋ふたを開けてみればこのありさま。自分と少女の能力が噛かみ合った、というただそれだけのことで、ニューデリー自治軍の魔ま法ほう士し達たちは為なす術すべ無く倒れ伏していった。

　単体での戦せん闘とう能力は言うに及ばず、自分と組んでのとっさの連れん携けいも思いのまま。

　戦場で共に背中を預けて戦って、これほど心強い相手をイルは他ほかに知らない。

　……シティの敵、やねんけどな……

　少女はシティに対して宣戦を布告したテロリストで、自分はシティを守ると誓った軍人。その立場はきっとこれから一生変わらず、自分と少女が肩を並べて共に戦うことなどおそらくこれから先に二度と無い。たとえ誰だれがどんな説得を行おうとも少女の信念が揺らぐことは決して無く、イルはそのことを誰よりも良く知っている。

　いつかは雌し雄ゆうを決さなければならない相手。目の前にいるのは数え切れないほどのシティの住民を殺してきたテロリスト──だが、それが分かっていてもなお、イルは少女を憎むことが出来ない。

　ふと、愚ぐにも付かないことを考える。

　自分の戦いや少女の戦いが、シティの運命だとか人類の未来だとかそんな物とは何の関係も無くて。

　何もかもかもがただの道楽だったら、どんなに面おも白しろいだろうか、と──

「……アホかおれは」

「何か言ったか？　幻影イリユージヨンNo.17」

「何でもあらへんわい」くるりと少女に背を向け、第一階層に向かってバイパス道を歩き出す。「ほなま、せいぜい気ぃ付けろや。お前もどうせ、仲間のちびっ子助けに行くんやろ？」

　少女の仲間の一人が第一階層で軍に追われているという情報は、ここまでの戦せん闘とうの途中で兵士達の通信から仕入れている。少女の性格を考えれば危険を顧かえりみず救出に向かうことは容易に想像出来るし、戦略的に見ても妥当な選せん択たくと言える。

　一方で、こちらはこちらで仲間の立場にある幾人かが戦闘に巻き込まれてしまっている。

　イルの個人的な主義やしがらみがどうこうという以前に、彼女らが警けい備び兵へいに捕らえられるという展開は今後の戦略上好ましくない。

「お見通しか」少女はため息混じりに答え、ぬ、と声に訝いぶかるような色を浮かべて「まさかとは思うが……私の裏をかいてこのバイパス道の状況を警備兵に通報して、貴方あなたの仲間もろとも私を陥おとしいれようという算段ではあるまいな」

「お前んとこの腹黒軍師と一いつ緒しよにするなや」肩越しに振り返ってイルは苦笑し「そっちは……まあ、死んでもやらへんわな。そーいうのは」

「当然だ」

　うなずいた少女が、ふいに表情を強こわ張ばらせる。振り返った視し線せんの先がバイパス道の奥、第二階層に向かう上り勾こう配ばいの先を睨にらむ。

　半はん瞬しゆん遅れて、イルも気付く。

　曲がりくねったバイパス道の遙はるか遠く、闇やみの向こうからかすかに響ひびく、フライヤーの駆動音。

「……新あら手て……か？」

「分からんけど……何も知らん一般市民、いうことはないやろな」

　そんな会話を交わす間にも、フライヤーの気け配はいはどんどん近付いてくる。音の迫る勢いから考えるに、相手はかなりのスピードで飛ばしている。振り返ると同時に重心を落とし、前後左右どこにでも動けるように身構える。三歩先に立つ少女が、ポケットから取り出した投とう擲てきナイフを両手に構える。

　こっちの隣となりまでゆっくりと後退してくる少女に、目配せ一つ。

　同時に、フロントライトの鋭するどい光で闇やみを貫つらぬいて、黒い車体がバイパス道の奥から飛び出してくる。

　ナイフのような流りゆう線せん型けいのそのフォルムが自治軍正式採用の軍ぐん用よう機きであることを瞬時に認にん識しきし、コンマ一秒で身を翻ひるがえしてバイパス道の脇わきに跳ちよう躍やくする。空中で反転して後ろ向きに着地を決め、両の拳こぶしを眼前に構えて滑すべるように駆け出す。視界の先で、バイパス道の反対側に逃れた少女が白いロングスカートを翻して振り返る。射い貫ぬくような目でフライヤーを睨にらんだ少女の眼前の空間に紫し電でんが散り、投擲体勢に構えられたナイフが電磁場の砲身めがけて──




『──待った！　イルもサクラもちょっと待った！　私よ！』




　フライヤーの外部スピーカーから飛び出す、聞き覚えのある声。

「……は……？」

　反射的に手を止め、頭上を流れる黒い車体を見上げてぽかんと口を開ける。

　バイパス道を挟んだ反対側で「月つき夜よか……？」と少女の声が聞こえる。寸前の所で投擲ナイフの攻こう撃げきを止やめた少女は、こちらも驚おどろいた顔でフライヤーを見上げている。

　フライヤーは乱らん暴ぼうな操そう縦じゆうで空中に反転し、二人ふたりの頭上を少し過ぎた所で停止する。

　車内灯の明かりに照らされた助手席に赤髪の人ひと影かげを認め、少女がはっと顔を強こわ張ばらせる。

「……どうやら、そちらの援軍の到着のようだな」少女はくるりときびすを返し「さらばだ幻影イリユージヨンNo.17。次に会うときは必ず決着を付けさせて頂く」

「は……？　あ、おい！　お前」

　我われに返って声を上げるがすでに手遅れ。少女は長い黒髪を翼つばさのようにたなびかせ、第一階層に通じる闇の向こうに姿を消す。

　……ま、そらそうやわな。

　小さく一つ息を吐き、目の前に着地するフライヤーに向き直る。

　操そう縦じゆう席せきから飛び出した月つき夜よは少女が去ったバイパス道を不ふ機き嫌げんそうに睨にらみ、助手席から降り立つヘイズを振り返って、

「ほら見なさいよ！　せっかくあの子と話するチャンスだったのに、あんたの顔見たら逃げちゃったじゃない！」

「いやちょっと待て！　いくら何でも納得いかねーぞ、その理屈は！」

　そんな言葉を交わしつつ、二人ふたりはこっちの前に駆け寄る。

　イルは軽く手を上げてそんな二人に応こたえ、余裕の笑えみを浮かべて、

「そない心配してくれんでも。見ての通り、おれはちょっと血ぃ出とるだけで別に……」

「んなことより状況はどうなってる！　てめーは第一階層にいたんだろ！　戦せん闘とうはまだ続いてんのか──？」

「そうよ！　あんたも知ってんでしょ？　フィアって、あの金髪の可愛かわいい子！　あの子が巻き添え食って軍に追っかけられてんのよ！　あんた何か知らない──？」

　砕くだけた壁かべの欠片かけらが、地面に落ちる乾いた音。

　イルは何となしに頬ほおをかき、視し線せんでバイパス道の天てん井じようを仰いで、

「……おれを助けに来たんちゃうんかい」

「ったりめーだろ。ほっといても勝手に助かりそうなヤツ、わざわざ助けに来てどーするよ」

「友とも達だち甲が斐いの無い兄にいちゃんやなぁ」

「誰だれが友達だ、誰が」

　軽口を返したヘイズが、ふいに真顔になる。

　左右色違いの視線をわずかに逸そらし、「すまねぇな」と小さく呟つぶやく。

「ん？」意味が分からずに、首を傾かしげて「『すまん』て、何をいきなり謝あやまっとんねん」

「いや、だから、アニルのおっさんがよ……」

「ああ」

　アニル・ジュレ執政官が自分が巻き添えになるのを承知で市街地で戦闘を起こしたことを言っているのだとようやく理解し、

「気にすることあらへん。おれは言うたらトカゲの尻尾しつぽみたいなもんやからな。賢けん人じん会かい議ぎの動きを封じるため、いうんやったらまぁ妥だ当とうなとこやろ」

「や、そりゃ分かるけどよ……」

「こっちもシティのエージェント。ニューデリー自治政府利用して賢人会議の連中捕らえるためにここまで来とんねんからな。お互い相手を上う手まいこと使うだけ。その程度は想定の内や」一息に答えて、ふと笑い「……けど、ま、気持ちだけはもらっとくわ」

「はいはい、その話は後回し」軽い口く調ちようで手を叩たたき、割って入る月夜「今は目先の問題解決すんのが先よ。あんた第一階層から逃げてきたんでしょ。どうなの？　向こうの状況は」

「自治軍の予備部隊総動員で、けっこう派は手でにドンパチやっとるけど……」とっさに答えて、ようやく重大な問題に気付き「っていうか、お前何でここにおんねん！　一応はおれの人質ってことで、二十階層に軟禁しとくいうことで話付いてたはず……」

「人手が足りねーんだよ、人手が」視し線せんをヘイズに向けると、男はあっさり答え「んなことより第一階層だ。このままアニルのおっさんの思おも惑わく通りにいくのかと思ってたんだが、どーも賢けん人じん会かい議ぎの動きがおかしい。『テロリストが見付かった』って放送が何でか会議場でも流れて、マザーコア絡みの議ぎ論ろんは始まったとたんに止まっちまってるらしい」

「……そうなんか？」

　それはさすがに初耳だ。

　隣となりの月つき夜よに視線で問うと、月夜は「そーなのよ」とうなずき、

「会議をマザーシステム推進派の思い通りに進めさせないために反対派か賢人会議かどっちかがやったみたいなんだけど、どう考えてもただの時間稼かせぎよね？　それ。だから、問題はそうやって会議遅らせて、向こうが何を狙ねらってるかってことで……」

　そこで、ふいに言葉が止まる。月夜は口元に指をあて、バイパス道の隅すみに淀よどんだ闇やみをじっと睨にらむ。

「おい、どうした？」

「何や？　何か思い付いたんか？」

「……ちょっと……二人ふたりとも黙だまって……」

　問いかける男二人を無視するように、月夜はくるりと背を向ける。口の中で小さく「……そうよね……でも、だとすると……」などと呟つぶやき、いきなり顔を上げて、

「──そっか」勝手に一人ひとりでうなずき、大おお股またに歩いて軍用フライヤーの前に立つ。

　不意をつかれて呆ぼう然ぜんとなるイルの目の前で、その体が操そう縦じゆう席せきに潜もぐり込む。

「……って、ちょ、ちょい待て！」ようやく我われに返ってフライヤーに駆け寄り「いきなり何やっとんねんお前は！　ちょっと説明！　ってーか何でお前一人で出発しようとしてんねん！」

「ま、待て！　落ち着けお前！」ヘイズも慌てた声を上げ「何か気付いたのか？　だったらオレもついてく。って、聞いてんのかおい！」

「あんたにはフィアを助けるって大事な任務があんでしょーが」月夜はコンソールを素す早ばやく操作しつつ窓越しにヘイズを見下ろし「あんたの雇い主はあの子と錬れんなんだからね。もしあの子に何かあったら、私が承知しないわよ。……それと、イル！」

「な、何やねん！」

　いきなり名前を呼ばれ、びくりと身構える。

　月夜はゆっくりと浮上するフライヤーの窓から首を突き出し、

「あんたはヘイズに協力して、何が何でもフィアを助けなさい。良いわね！」

「は……？」あまりの物言いにぽかんと口を開け「お、お前は何考えとんねん！　自分が命令出来る立場やと思てんのか？　あんまし好き勝手なこと言うてると、終しまいに痛い目……」

「知りたくないの？　賢けん人じん会かい議ぎの目的」

　一いつ瞬しゆん、何を言われたのか分からない。

　隣となりのヘイズと顔を見合わせ、発進シーケンスに入るフライヤーの操そう縦じゆう席せきを見上げ、

「ちょ、ちょい待てお前！　いきなり何言うて」

「交換条件よ！」

　有無を言わせぬ声。

　月つき夜よはハンドルを強く掴つかみ、足あし下もとのペダルを強く踏み込み、

「頼たのむわよ！　無事にフィアを助け出せたら、あんたにも情報わけたげる！」




　　　　††††††††††††††




　通路の先から雨あられと降り注いだ無数の銃弾が、皮ひ膚ふの一ミリ先をかすめて次々に流れ去っていった。

　五十三倍加速の高速の視界の中にその動きを捉とらえつつ、ディーは第一階層中央塔七十二階、塔の外周へと至る道を急いだ。

　複雑に曲がりくねった通路の陰から、ニューデリー自治軍の警けい備び兵へい達が短たん機き関かん銃じゆうを構える。現場指揮官らしき士官の合図でいっせいにトリガーが引かれ、飛び出した数千の銃弾がライトの強い光に照らされた通路を一いつ直ちよく線せんに襲おそい来る。

　そのことごとくをかいくぐり、あるいは両の剣で弾はじき飛とばし、兵士達の傍そばをすり抜けて通路を先へと急ぐ。

　ゴールは現在位置から直線距きよ離りで百メートル、塔の外がい壁へきに面したホールの巨大な窓。

　高速で流れる視界の端に立体映像の案内標ひよう識しきを確かく認にんし、突き当たりの壁かべを蹴ける反動で倒れ込むように右の通路に飛び込み、

（攻こう撃げき感知。危険）

　とっさに後ろ手に突き出した右手の騎き士し剣けん『陰』に衝しよう撃げきが走り、撒まき散ちらされた甲かん高だかい金属音が通路の高い天てん井じように反はん響きようする。攻撃の威力を自身の推力に変えて大きく一歩跳ちよう躍やくしつつ空中に反転し、後ろ向きに着地すると同時に襲い来るさらなる攻撃を十字に構えた両の騎士剣で受け止める。

　目の前には、長大な騎士剣を引き戻して構える、ニューデリー自治軍の騎士の姿。

　速度を一切殺すことなく後方に跳躍し、弧を描いて再度振り下ろされる剣の刃を左手の『陽』で受け流す。

　剣を構えたまま後ろ向きに三歩退しりぞき、その間に五度の斬ざん撃げきを両の剣で弾く。

　おそらくは指揮官クラス。運動の加速率は推定で六十倍。単純なスピード比べなら、こちらより速い。

　……やるしかないか。

（『並列処理』発動準備）

　脳の左右に一つずつ存在する二つのＩ－ブレインの動作状態を変更。右の騎き士し剣けん『陰』を左脳のＩ－ブレインに同どう調ちよう、左の騎士剣『陽』を右脳のＩ－ブレインに同調。

　足を狙ねらって水平に払われる剣の刃やいばを跳ちよう躍やくしてかわし、同時に脳内でスイッチを叩たたく。

（並列処理を開始。「身体能力制せい御ぎよ」発動。運動速度、知覚速度を四十三倍で定義）

（並列処理を開始。「自己領域」展開。時間単位を改変、重力場を強制的に遮しや断だん）

　半透明な球形の揺らぎが視界を覆おおい、時間の流れが低速化する。半はん瞬しゆん遅れて自治軍の騎士が地を蹴けり、その体がこちらと同様の球形の揺らぎに包まれる。

　異なる物理法則が支配する空間を纏まとって、疾しつ走そうを開始する軍服姿の騎士。

　その姿を揺らぎの向こうに捉とらえつつディーは着地と同時に運動方向を反転。自身が生み出した『自己領域』の中でさらに『身体能力制御』によって運動を加速し、相乗効果によって得られた限りなく光速に近い速度で騎士の懐ふところめがけて一挙動に踏み込む。

　二つの自己領域が接触し、物理定数の矛盾によって対つい消しよう滅めつする。おそらくは運動加速の再起動プロセスに入っていたのだろう騎士が、四十三倍加速で迫るこっちの姿に気付いて唖あ然ぜんとした顔をする。ようやく動き出した騎士剣が防御の体勢を取るがすでに手遅れ。神速で振り下ろされた『陰』の柄つかが騎士の手をしたたかに打ち据え、返す刀で振り抜かれた陽の刃やいばが長大な騎士剣を弾はじき飛とばす。

　急速に速度を失っていく騎士の首に、『陰』の柄をもう一いち撃げき。

　通路の真ん中に崩れるように倒れ伏す騎士に背を向け、全速力で疾しつ走そうを再開する。

　数十メートルの距きよ離りを一息に駆け抜けた体が、通路の突き当たりの巨大な扉にたどり着く。左右に分かれた通路の両側から降り注ぐ銃弾の雨を右の『陰』一本で打ち払いつつ、左の『陽』を扉に突き立てる。情報解体発動。砂のように崩れ落ちる扉の残ざん骸がいを飛び越え、広いホールに飛び込むと同時に後方から襲おそい来る電磁加速の巨大な砲弾を後ろ手に一刀のもとに斬きり伏ふせる。

　剣の刃やいばが砲弾に触れると同時に情報解体を発動。崩れ落ちる巨大な砲弾に構わず赤い絨じゆう毯たん敷じきの床ゆかを蹴り、整然と並んだ幾つものテーブルとソファを飛び越えてホールの一番端にたどり着く。

　壁かべ一面を覆おおう、強化プラスチックの巨大な窓。

　第一階層の街を一望するその窓に、ディーはためらいなく『陰』の切っ先を突き立てる。

　窓の表面にそって『陰』の刃を走らせ、大きく円形に一周させる。出力を限界まで絞った情報解体が剣の切っ先が触れたその部分のプラスチックだけを崩ほう壊かいさせ、窓が巨大な円形にくりぬかれる。

　円形の板状に切り取られた窓の一部を内側に引き倒し、ホールに突入しようとしていた兵士めがけて投げ付ける。

　とっさに身をかわす兵士達に背を向けて、窓に開いた穴からシティの空に飛び出す。

　強い風を一いつ瞬しゆんだけ全身に感じ、すぐにＩ－ブレインがその感覚を補正する。自己領域を発動して周囲の重力場を書き換え、背後にそびえる第一階層中央塔の巨大な壁かべの側面に横向きに『着地』する。両の騎き士し剣けんを油断なく構え直し、自分の背後、本来の感覚で言えば第一階層の天てん井じように当たる方向を振り返り、

　……あれは……

　まっすぐ『前方』に向けた視界が、ゆっくりとこちらに向かって落下してくる黒塗りの軍用フライヤーの姿を捉とらえる。自己領域内の重力と時間の流れを書き換えたまま中央塔の壁へき面めんを疾しつ走そうし、五十メートルの距きよ離りを駆け上がってフライヤーと同じ高度にたどり着く。

　降下を続けるフライヤーの車内は、何な故ぜか無人。

　操そう縦じゆう席せきのコンソールでは無数のランプが明滅し、『自動操縦』の表示が明滅するのに合わせてハンドルやフットペダルが細かに動いている。

　……何で、こんな所に……

　そんな疑問が頭に浮かび、はっと気付いてシティの天井に向き直る。フライヤーが降りてきたであろう方向を頭の中で逆にたどり、中央塔の最上階、執政官たちの控え室が存在する立ち入り禁止のフロアにたどり着いた所で視し線せんが止まる。

　……あそこには、真ま昼ひるさんが。

　理屈も何も無いただの直感。ディーは脳に命令を送って重力方向を書き換え、壁を蹴ける反動で中央塔の上に向かって『落下』し、

（──高密度情報制せい御ぎよを感知。物理定数混乱。自己領域を強制終了）

　Ｉ－ブレインが叫んだ。

　溶けるようにかき消える自己領域の半透明な揺らぎを貫つらぬいて、サバイバルナイフの銀色の刃やいばが翻ひるがえった。
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　パスワードの承認を告げるメッセージが、携けい帯たい端末のディスプレイに浮かんだ。

　豪ごう奢しやな革張りソファーの上で足を組み、真昼は大きくのびをした。

　……ここまではオッケー、と。

　小さく一つ息を吐き、膝ひざの上の携帯端末を操作する。愛用の携帯端末はケーブルを介して目の前のテーブルに置かれた端末に繋つながり、その記き憶おく領域、八重のロックと無数のトラップの奥に隠されていたデータを残らず吸い上げていく。

　コンソールを高速で流れるファイルの一つを拾い上げ、中身を展開する。

　映し出された文書が自分が意図した通りの物であるのを確かく認にんし、よし、とうなずいて、

「──良い物見付かった？」

　いきなり背後から声を投げられ、タッチパネルを操あやつる手を止める。携けい帯たい端末をソファに置いて立ち上がり、偽装のために着込んだ自治軍士官の制服を整える。

　部へ屋やの入り口の扉をゆっくりと振り返り、声の主ぬしを認める。

　全く予想外なはずのその姿に何な故ぜか納得してしまい、少し笑って、

「ベストタイミングだね。さすが月つき夜よ」

「そーでもないわよ。だって、あんた予定とちょっと違うとこにいるんだもん」

　おかげで余計に時間かかっちゃったわ、と呟つぶやいて、月夜が後ろ手にドアを閉める。

　メルボルンで離はなればなれになってから三ヶ月余り。最後に見たのと変わりの無い健康そうな様よう子すに真ま昼ひるは安あん堵どの息を吐き、

「久しぶり。その分だと元気にやってたみたいだね」

「まーね」月夜は腰に手を当て、少し嫌いやみっぽく「……誰だれかさんがいつまで経たっても助けに来ないから、待ちくたびれてたけど」

　痛い所をつかれてしまい、う、と言葉に詰まる。

　月夜は、冗じよう談だんよ、と呟き、ゆっくりと歩き出す。

　こっちに背を向けてソファの後ろを通り過ぎ、くるりと振り返って、

「で、ほんっとに分かんないんだけど……何やってんの？　ここで」

　照明の落とされた暗い部屋を見回し、肩をすくめる。

　第一階層中央塔最上階、アニル・ジュレ執政官の控え室──では無い。

　ここは中央塔の中心を挟んでそのちょうど反対側。自分達『賢けん人じん会かい議ぎ』の協力者であるマザーシステム反対派の一人ひとり、ルジュナ・ジュレ執政官のために用意された部屋だ。

「マザーコアの候補の正体調しらべようってんなら部屋が違うと思うんだけど。あんた、何やってんの？」

「内ない緒しよ」真昼はデータの吸い上げが終わった携帯端末をケーブルごと引き抜き、上着の裏に押し込んで「っていうか、僕が何してるか分かんないのに良くこの場所が分かったね。いったいどうやったの？」

　いかに立ち入り禁止のフロアとは言っても、マザーシステム推進派の執政官達がコアの候補に関する機き密みつ資料をわざわざこんな所まで持ってくるはずがない。ましてこの第一階層中央塔は、会議のせいで一時的に「ニューデリー内で最も警けい備びの厳げん重じゆうな地域」になっている。

　そんな所にわざわざ潜せん入にゆうするぐらいなら、手て薄うすな警備の隙すきをついて二十階層にあるマザーシステム推進派の本拠地を狙ねらう方が遙はるかに理に適かなうという物。

　少なくともアニル・ジュレを始めとした推進派の執政官達はそう判断し、そのように動いていたはずだ。

「何て言ったらいいのかしらね。勘……ってのも乱らん暴ぼうすぎるし」月つき夜よは視し線せんを、んー、と暗い天てん井じように向け「賢けん人じん会かい議ぎの他ほかの連中は第一階層に囮おとり役でバラまいた。推進派が動いた隙すきをついて二十階層に攻め込みたいとこだけど、んなことは敵も当然分かってる。他に何か情報が得られそうな所で、市街地に敵の注意を引きつけた方が動きやすくなる場所って言ったらこの辺しかない。……ま、あっちじゃなくてこっちにいるとは思わなかったけど」

　マザーシステム推進派の執政官の控え室がある方角を指で示す月夜に、なるほどね、と内心で感心する。

　ゆったりと歩いてソファを迂う回かいし、部へ屋やの壁かべに背中を預け、

「モスクワから逃げ出して賢人会議の手て伝つだいに来た……って雰囲気じゃないね。どう見ても」

　まあね、と月夜が素っ気なく答える。

　壁かべ際ぎわの机から椅い子すを引き寄せ、どかっと腰を下ろして、

「そっちこそどうなのよ。私が手伝いに来たんじゃない、ってのに、あんまりがっかりしてないみたいだけど」

「そりゃま、付き合い長いしね……」

　人差し指で頬ほおをかく。月夜の性格を考えれば、賢人会議の参謀としてシティと戦う今の自分を良く思っていないのは簡かん単たんに想像出来る。

　伊だ達てに二十年以上も双ふた子ごをやっているわけではない。

　お互い、相手の考えていることなら誰だれよりも良く分かる。

「僕を説得に来た、ってわけ？」

「平たく言うとそーいうこと」月夜は闇やみの向こうからぎろっとこっちを見上げ「あんた何考えてんの？　そりゃメルボルンでは私も一いつ緒しよに戦ったけど、軍に追われてる子達助けるってのと自分から軍に戦い挑むってのじゃ話が違うでしょーが。テロリストの片かた棒ぼう担いで、あんな派は手でな宣戦布告までやって、いったいこれからどうしようっての？」

　声を荒げるわけでなく、むしろ淡たん々たんとした口く調ちようで月夜が問う。

「それも内ない緒しよ」冗談めかして片目をつぶり「こっちの味方に来たんじゃないなら、シティに情報が漏もれちゃうかも知れないしね。教えられないよ、その辺は」

「真ま昼ひる……」月夜はため息を吐つき「あんたのキャラじゃないでしょうが、そーいうのは。そりゃマザーシステムとかシティとか気に入らないのは私も同じだけど、だからってシティと戦争して何になるの？　戦力集めて軍隊と戦って言うこと聞かない連中やっつけて、それで何か変わると本気で思ってんの？」

「思ってないよ、もちろん」

「……は？」

　あっさり答えると、月夜がぽかんと口を開ける。

「や、そりゃそうでしょ」真昼は苦笑し、暗い部屋を見回して「戦力が増えたってシティの一部が味方についたって賢けん人じん会かい議ぎはテロリスト。『魔ま法ほう士しを助ける』って考え自体がマザーシステムに頼たよって成り立ってる今の世界と相あい容いれないんだから、力ずくでどうにかしたいなら文句を言う人が一人ひとりもいなくなるまで片っ端から殺していくしかない。そもそも、本当にマザーシステムを全部無くしてそれでも生きていける数の人間と魔法士だけ残したら人類は滅亡も同然。……出来るわけないよね、そんなこと」

「いや、そりゃそうだけど、じゃなくて……」月つき夜よはますます混乱した顔で「じゃ、あんた何やってんの？　あの宣戦布告の演説は何なわけ？　このシティを足がかりにして全部のシティからマザーシステムを無くしていこうって、それが賢人会議の目的じゃないの？」

「うん、たぶんサクラなんかはそう思ってるね。あの子にはまだ早いし……」

　言いかけた言葉をふと止める。視し線せんをゆっくりと動かし、月夜の背後、カーテンで隠された壁かべの窓に顔を向け、

「月夜……そこ危ないよ」

　え？　と呟つぶやいた月夜が瞬しゆん時じに顔を強こわ張ばらせる。椅い子すを蹴けって飛とび退のく月夜の背後で、強化プラスチックの窓がカーテンごと吹き飛ぶ。砕くだけた窓の欠片かけらが外から差し込む光に煌きらめきながら床ゆかに落ち、半ばでちぎれたカーテンの切れ端がふわりと揺れて椅子の上に落ちる。

　その向こうからもつれ合って飛び込んでくる、二つの人ひと影かげ。

　サバイバルナイフを構えた東洋人の少年と、二本の騎き士し剣けんを両手に提げた白人の少年。二人ふたりは空中で互いの武器を弾はじいて互いに距きよ離りを取り、部屋の両端の床ゆかに一転して立ち上がる。

「真ま昼ひるさん大丈夫ですか！」

「うん、大丈夫。そういう髪も意外と似合うね、ディー」

　変装のために銀髪を茶色がかった黒に染めた少年が、両の騎士剣を油断なく構えつつじりじりとこっちに後退してくる。少年の声に軽い調ちよう子しで答え、部屋の反対側、もう一人の少年に向き直る。

「久しぶりだね、錬れん。元気にしてた？」

「……真昼兄にい……」

　呆ぼう然ぜんとした顔で、少年が呟いた。

　それぞれメルボルンとロンドンに旅立って以来、実に四ヶ月。ようやく再会した弟は、笑うでもなく泣き出すでもなく、ただ緊きん迫ぱく感かんに満ちた顔でこっちを見つめた。
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　──真昼兄がいた。

　少年の後を追って窓から飛び込んだ中央棟最上階の部屋、照明の落とされた暗い部屋の奥。錬の兄、真昼はニューデリー自治軍の黒い士官服を纏まとい、いつもと何も変わりのない悠然とした顔で静かに佇たたずんでいた。

「四ヶ月ぶりだね。……町の方はどう？　錬れんも少しは背が伸びた？」

「……真ま昼ひる兄にい……」

「ロンドンでの噂うわさは聞いたけど、いろいろ大変だったみたいだね。フィアとは仲良くしてる？」

「真昼兄──！」

　強い口く調ちようで名を呼ぶと、真昼は、降参、という風ふうに両手を上げる。「そんな怖い顔しなくても……」と呟つぶやいて壁かべから背中を浮かし、口を開きかける騎き士しの少年を手で制してこっちに一歩近付いて、

「さて、じゃあ、何から聞きたい？」

「え……」

　改まってそう言われると何から聞けばいいのか分からなくなってしまい、少し迷う。

　大きく深呼吸して気持ちを落ち着け、真昼の顔を見つめて考え、

「真昼兄は、本当にテロリストの仲間になったの？　本当にシティと戦ってるの？」

「うん、そう」真昼はあっさりうなずき「錬も見たよね？　賢けん人じん会かい議ぎの宣戦布告放送。つまり、ああいうことだから」

「じゃ、じゃあ！」勢い込んで一歩踏み出し「じゃあ真昼兄はこの街をどうするつもりなの？　ううん、この街だけじゃない。シティがあって、マザーシステムがあって、犠ぎ牲せいになる魔ま法ほう士しがいて──そういういろんなもの全部を、真昼兄はどうするつもりなの？」

「──錬の言う通りよ」

　唐とう突とつに、頭の上で声。

　驚おどろいて振り返ると、月つき夜よはいつの間にかこっちの後ろから真昼を睨にらみ、

「さっきの続きよ真昼。あんた言ったわよね、いくら自分達の敵を倒しても何も解決しないって。ならどうするの？　マザーコアにされる魔法士を助けたくて、でも人類を滅亡させるわけにもいかなくて……どっちか片方しか助けられないのがこの世界のルールなんだから、どうにもならないじゃない！」

「うん、月夜の言う通り」

　真昼がうなずく。

　だからね、と呟つぶやき、まっすぐな目でこっちを見返して、




「──だから、僕は、ここから世界を変えるよ」




　部へ屋やの空気が、静止した。

　錬も、月夜も、敵であるはずの騎士の少年までもが、唖あ然ぜんとした顔で士官服姿の青年を見つめた。

「……な……何言って……」ようやく、という感じで月つき夜よが声を発する。「真ま昼ひる！　あんた何わけの分かんないこと言ってるの！　ちょっとそこ座りなさいボケた頭張り飛ばしてやるから！」

「うん、良い反応。月夜はそうでなきゃ」真昼は何が嬉うれしいのかうんうんとうなずき「本当は落ち着いて話したいんだけど、今は時間が無いからね。残念だけど、月夜を説得するのはまたにするよ」
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　にっこり微笑ほほえんだ視し線せんがこっちに向き、

「それで、錬れんはどう？　一いつ緒しよに来る？」

「え……」

　半ば予想出来ていたはずのその言葉に思考が停止する。肩越しに月夜の顔をちらりと振り返り、真昼の顔に視線を戻す。それを二度三度と繰くり返し、わけが分からなくなってめまいがしてくる。

　真昼の言葉、月夜の言葉、アニルの言葉、フィアの言葉。他ほかにもヘイズや祐ゆう一いちや町のみんなや、いろんな人に言われたいろんな言葉が頭の中に渦うずを巻く。

　自分達はシティと戦う、と賢けん人じん会かい議ぎは言った。マザーコアの犠ぎ牲せいになる魔ま法ほう士しを助けるためにシティと戦うと、あの宣戦布告の演説でリーダーの少女は言っていた。けど、この世界にはマザーシステムがないと生きていけない人達がたくさんいて、賢人会議が勝てばそういう人達は死んでしまう。

　そうなったら……

　頭に浮かぶのは、エメラルドグリーンの瞳ひとみの少女の顔。

　もし本当にそうなって、マザーコアとして追われる人がいなくなったらあの子は幸せになれるんだろうかと、そう考えると頭の中でぐちゃぐちゃの思考がもっとぐちゃぐちゃになってミキサーの中の野菜みたいにぐるぐると混ざり合って、本当に、本当に自分がどうすればいいのかわけが分からなくなって……

「……そっか」

　残念そうな真ま昼ひるの声。

　はっと我われに返って顔を上げると、真昼はいつも通りの笑え顔がおで息を吐き、

「話はまた今度、フィアも一いつ緒しよにいるときにね」士官服の制帽を目ま深ぶかに被かぶり、傍かたわらの少年を見下ろして「それじゃ僕は逃げるよ。月つき夜よの方は自分で何とかするから、錬れんの足止めよろしく」

「はい。真昼さんが逃げるまでの時間稼かせぎですね」少年はうなずき、二本の騎き士し剣けんを目の前に構え「心配しないで下さい。弟さんは傷付けないように出来るだけ手加減……」

「あ、やめといた方が良いよ、それ」

　あっさりと割って入る真昼の声。

　え？　と振り返る少年に真昼は片目をつぶり、

「一度戦った相手だもの。どんなに相性悪くても対策は考えてあるはずだからね。油断は禁物。純粋な一対一の戦いは自分の方が上だからって、安心してると裏をかかれるよ」

　錬が誰だれよりも良く知っている、優やさしい笑顔。

　真昼はこっちを見て一つうなずき、どこか自慢げな声で、

「何しろ、僕の弟だからね」
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　中央塔最上階、等とう間かん隔かくに並んだ窓の一つが内側から砕くだけ飛とんだ。

　Ｉ－ブレインの仮想視界の彼方かなたにその光景を捉とらえ、クレアは無む意い識しきに足を止めた。

　窓の奥から二つの人ひと影かげが飛び出し、空中に一転して中央塔の巨大な壁へき面めんに垂直に着地する。片方の人物が両手に剣を構えているのに気付き、意識の焦点をそこに合わせようとして寸前で思いとどまる。

　今の自分達の目的は、この第一階層からの脱出。

　このシティ内程度の範はん囲いならあらゆる場所を同時に観かん測そく出来る自分の『千里眼』も、その全すべてを最高の精度で認識出来るわけではない。中央塔に注意を向ければ他ほかの部分の観測はぼやけていい加減になる。余計な所に注意を削そがれたために脱出に失敗したとあっては、それこそあの子に笑われる。

「クレアさん……？」

　傍かたわらに立つ金髪の少女二人ふたりが、不ふ思し議ぎそうにこっちを見上げる。何でもないと首を振り、Ｉ－ブレインに命令。周囲の空間から情報をかき集め、第一階層内に存在するあらゆる物質の存在位置を脳内に取り込む。兵士、軍用兵器、一般市民などは言うに及ばず、建物の詳細な外がい観かんからそれこそテーブルに置かれたコップ一つに至るまでトレースし、思考演算の中に『第一階層の全存在の配置図』を構築する。

　出来上がった地図を仮か想そう意い識しきの中で『上』から見下ろし、自分達を取り囲む包ほう囲い網もうを確かく認にん。

　最も手て薄うすな場所を突破するルートを選せん定ていし、照明の絶えた細い路地を走り出す。

「五分後に正面から兵士が三人、たぶん魔ま法ほう士しだと思うわ。その真上辺あたりに公営放送のフライヤー。フィアもセラも、準備良いわよね？」

　後について走る少女二人が、小さくうなずく。緊きん張ちようでがちがちになったその顔を仮想視界の中に捉とらえ、「大丈夫よ」とうなずく。

　戦せん闘とう開始から十五分。三人のコンビネーションは予想より遙はるかに良好で、脱出計画は順じゆん調ちように進んでいる。

　──私の同調能力はどんな人でも止められますけど、弱点もあります──

　共同作戦をやるなら話しておかないと、と最初にフィアが語ってくれた説明を思い出す。対象の全情報をＩ－ブレイン内に取り込み、情報の側から支配して無力化する天使の能力。だが、その持ち主である少女によると、彼女の能力は特殊な目もく標ひようをあらかじめ準備しておかない限り『自分を中心に半径何メートル』と設定した対象空間内のありとあらゆる存在を同調の対象として無差別に取り込んでしまい、しかも、対象の情報が膨ぼう大だいになりすぎると容量をオーバーして機き能のう停てい止ししてしまうのだという。

　つまり、少女の最大の敵は、数を集めただけの一般兵や通りにあふれている戦意の無い大量の市民。

　逆に言えば、それさえ避さけてしまえば、『同調能力』は無敵の防ぼう御ぎよ手段として機能する。

　どこをどう逃げればフィアの能力を最大限に利用することが出来るか。そのルートを探り当てるのは『千里眼』を持つ自分の役目になる。

　フィアの能力は遠えん距きよ離りを標的に使うことが難むずかしいから、長距離からの狙そ撃げきなどに対しては無力になる。飛んできた銃弾なら目の前で同調して停止させれば良いにしても、反応が間に合わない高速弾体などで狙ねらわれればそうもいかない。さらに自分は自分で、相変わらず辺りを動き回っている公営放送のカメラマンに見付かってはいけないという弱点を抱えている。こちらの方も超望遠カメラなどで撮さつ影えいされれば為なす術すべが無いわけで、弾が飛んでこない分だけ銃よりさらにタチが悪い。

　そういう遠距離からの攻撃の一切は、セラが対処する。

　クレアが知っている頃ころとは比べ物にならない精度で放たれる少女の光学攻こう撃げきは、数キロ彼方かなたからライフルを構える兵士の手を、シティの天てん井じよう付近からレンズを向ける望遠カメラを、あくまでも大ケガや事故を起こさない限界まで出力を絞った光の槍やりで確かく実じつに撃うち抜ぬいていく。

　即席にしてはなかなかのコンビネーション。

　……このまま行けそうね。

　脳内に描き出された地図に従って四つ角を曲がり、少し広い路地に入る。右前方の兵士達に動きは無い。接敵まで後二分。走りながら振り返り、見えない目で二人ふたりに目配せを……

「……あれ？」

　思わず声を上げ、立ち止まる。真後ろを歩いていたセラがお尻しりにぶつかって、わ、と悲鳴を上げる。

「ど、どうしたんですか？　クレアさん」

　その隣となりを走っていたフィアも、「何かあったんですか？」と立ち止まる。そんな二人には答えず、脳内の仮想地図を意い識しきの中で凝ぎよう視しする。

「……兵士が、引いていくわ」

　え？　と首を傾かしげる少女二人を意識の端に、Ｉ－ブレインの観かん測そくをより詳細な物にする。

　自分達を取り囲む直径数キロに展開されたニューデリー自治軍の兵士達。

　それが、シティの外周付近に向かって、円の直径を広げるように後退していく。

　……違う、これは……

　観測結果に注意深く意識を走らせている内に、すぐに、兵士達は全すべてが後退しているわけではないことに気付く。後方に下がっているのはおよそ三割。他ほかの部隊はその場にとどまり、一部はむしろゆっくりと前進している。

　前進しているのは一般兵だけで構成された部隊。

　後退しているのは魔ま法ほう士しやフライヤー、空中戦車などを含む、情報制せい御ぎよを利用した戦力で構成された部隊で、

　──マズい──！

　敵の意図にようやく気付き、慌ててフィアとセラを振り返る。よほどせっぱ詰まった顔をしているのか、二人の少女はこっちを見て目を丸くする。そんな二人の手を強引に掴つかみ、路地を全速力で駆け出す。二人は驚おどすいた様よう子すで何か声を上げるが聞いてはいられない。

　ここはすでに敵の罠わなの中。

　たとえ手遅れでも、少しでもいいから逃げ……

（空間ノイズ増大。危険。観測を最小範はん囲いに縮しゆく小しよう）

　爆ばく発はつ的てきな電磁ノイズが周囲の空間を瞬しゆん時じに満たし、Ｉ－ブレインが処理を限界まで落とす。切れ切れに映し出される脳内の映像の中で、周囲の建物の壁かべ、地中、街灯の支柱、その他ありとあらゆる構造物の中に埋まい設せつされた無数のノイズメイカーを表す光点が仮想視界を埋め尽くす。激げき痛つうが脳を灼やき、意い識しきが一いつ瞬しゆん途と切ぎれそうになる。セラとフィアが悲鳴を上げ、頭を押さえて苦しげな息を吐く。

　かすれた視界の中、二人ふたりに向かって手を伸ばす。

　セラの肩に触れたはずの右手が虚むなしく空くうを切り、めまいでふらつく体がよろけ、

（全処理、強制終了）

　脳内の映像が、ぷつりと切れた。

　光の無い真の闇やみが、視界を覆おおい隠かくした。
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（空間曲率変換デーモン「アインシュタイン」簡かん易い常じよう駐ちゆう、重力制せい御ぎよ継続。運動係数制御デーモン「ラグランジュ」常駐、知覚倍率、運動倍率を５に設定）

　Ｉ－ブレインの演算によって変更された重力場に乗って中央塔の壁へき面めんに垂直に立ち、サバイバルナイフを右手に錬れんは駆ける。円筒形の巨大な壁面は錬の限られた視界からではゆるやかに湾曲した巨大な白い大地としてしか認識出来ず、そこかしこに突き出したテラスや非常階段は地表から突き出た障害物となって錬の行く手に立ちふさがる。

　五倍加速の運動でそれを飛び越え、脇わきをすり抜けて、中央塔の側面を『上』から『下』に向かってひた走る。

　視界の先、迫り来る第一階層の地上は、巨大な壁かべとなって錬の行く手に迫り来る。

（攻こう撃げき感知、危険。「アインシュタイン」「ラグランジュ」終了。短期未来予測デーモン「ラプラス」、分子運動制御デーモン「マクスウェル」起動）

　脳内で響ひびく警けい告こくメッセージ。とっさに足あし下もとの壁面を蹴けり付け、跳ちよう躍やくと同時にＩ－ブレインにコマンドを叩たたき込む。「運ラ動グ係ラ数ン制ジ御ユ」の終了と同時に五倍に加速されていた体感時間が通常状態にまで減速し、「空間曲率変換アインシユタイン」によって発生した局所重力場が消失して『上下』の感覚が正常な物に復帰する。

　本来の重力に捕らわれた体が、第一階層の地表に向かって落下を開始。

　同時に、「短期未来予測ラプラス」の描く全方位視界の端で、銀光が二つ弧こを描く。

（「氷ひよう盾じゆん」起動）

「分マ子ク運ス動ウ制エ御ル」が周囲の空気分子をかき集め、空中に結晶化させて淡たん青せい色しよくな手のひら大の盾たてを生成する。「短期未来予測ラプラス」が描く攻撃予想に従って出現した一二〇の盾は、襲おそい来くる騎き士し剣けんの斬ざん撃げきを次々に弾はじいていく。

　だが、五十三倍速で繰くり出される剣の攻撃は、限られた数の盾しか生み出すことが出来ない錬の「氷盾」では防ぎ切れない。

　仮想視界の先、ようやく認識した騎士の少年の瞳ひとみが、すっと冷たい光を帯びる。

　砕くだけては再生製を繰くり返す空気結晶の盾たてのわずかな隙すき間まをすり抜けて、白い結晶体が象ぞう眼がんされた左の騎き士し剣けんが、こっちの喉のど元もとめがけて一いつ直ちよく線せんに突き込まれる。

（「ラプラス」終了。「アインシュタイン」簡かん易い常じよう駐ちゆう。「マクスウェル」常駐を継続）

　Ｉ－ブレインに矢継ぎ早に命令を飛ばし、「短期未来予測ラプラス」を終了すると同時に「空間曲率制御アインシユタイン」を立ち上げる。迫り来る少年の剣と自分の体、二つの間の空間を強引に引き延ばし、わずかな時間を稼かせぐと同時に脳内で引き金を引く。

（「炎神」起動）

　氷ひよう盾じゆんを生成するために周囲の空気から奪い去っていた熱ねつ量りようを、そっくりそのまま空気結晶の中に戻してやる。騎士の少年の目の前に展開された無数の氷の盾が、熱量を吸収して瞬しゆん時じに内側から膨ぼう張ちようする。液相を通り越して瞬時に気化した大気は元の一千倍近い体積に膨ふくれ上がり、水蒸気爆ばく発はつのすさまじい衝しよう撃げきを撒まき散ちらす。

（「マクスウェル」終了。「ラプラス」再起動）

　襲おそい来る衝撃波を「分マ子ク運ス動ウ制エ御ル」の効果で生み出した空気の断層で残らず防ぎ、再び方向を書き換えられた重力場に乗って中央塔の壁へき面めんに着地すると同時に錬れんはＩ－ブレインの動作を変更。実際に顔を動かして頭上を見上げたのでは間に合わない。「短期未来予測ラプラス」が描く仮想視界の中で視し線せんを上に向け、水蒸気爆発の余波に震ふるえる大気の向こうに少年の姿が当然のように「無い」のを確かく認にんする。

　脳内の予測に意識を集中し、白い壁面の上をゆるやかに跳ちよう躍やく。

　右手のナイフを後方に突き出し、同時にＩ－ブレインにコマンドを叩たたき込む。

（「アインシュタイン」「ラプラス」終了。世界面変換デーモン「サイバーグ」起動。「自己領域」展開）

　ナイフの柄つかに象眼された紫色の結晶体が唸うなりを上げるように振動し、錬の視界を半透明な球形の揺らぎが覆おおう。騎士剣の機き能のうを模も倣ほうして作られた結晶体は錬のＩ－ブレインと連動して周囲の物理定数を書き換え、「自分にとって都合の良いパラメータ」が支配する局所空間を生み出し──

（境界面の物理定数に矛盾発生。「自己領域」終了）

　溶けるようにかき消える半透明な揺らぎの向こうに、唖あ然ぜんとした顔の騎士の少年が姿を現す。こちらの狙ねらい通り。亜光速運動によって「炎神」を回かい避ひすると同時にこちらの後方に回り込んできた少年の自己領域は、それを予測して発動したこちらの自己領域と接触。互いの物理パラメータに矛盾を来たし、同時に強制終了する。

　一年前にとある騎士と戦って負けたときから、錬がずっと考えていた対騎士、対自己領域の戦術。

　月つき夜よに頼たのみ込んで作ってもらった「自己領域展開可能なナイフ」も、本来はこのために用意した物だった。

　もちろん「世サ界イ面バ変ー換グ」は本ほん職しよくの騎き士しが持つ自己領域の劣化コピーに過ぎないから、互いに自己領域が使える状態でもまともに戦っては錬れんに勝ち目は無い。まして、月つき夜よに作ってもらったナイフではデバイスにかかる負荷が大きすぎて、「領域内の時間で三分」が経過すると中ちゆう枢すうである結晶体が破は壊かいされてしまう。

　だけど、「勝てない」ことを前提にすれば、使つかい様ようはいくらでもある。

　相手の自己領域を潰つぶすためにこちらが自己領域を起動するのはわずか一いつ瞬しゆん。これなら、ナイフにかかる負荷は限りなくゼロに近いレベルまで軽減出来る。

（「マクスウェル」起動。「アインシュタイン」簡かん易い常じよう駐ちゆう。容量不足。「サイバーグ」終了）

　少年は瞬時に驚きよう愕がくから立ち直り、中央塔の壁へき面めんを蹴けって跳ちよう躍やくする。先日の戦せん闘とうで見た通り、自己領域と身体能力制せい御ぎよの同時起動能力を持つ少年は領域を強制解除されてなお、四十三倍加速の戦せん闘とう態勢にある。

　だが、あらかじめ領域の相そう殺さいを予定して動いていたこちらの攻こう撃げきは、それより遙はるかに早い。

　さらに言えば、自己領域による重力制御の支えを失った少年は、空中で思うように身動きを取ることが出来ない。

（「氷ひよう槍そう檻かん」起動）

　低温化した大気の中で空気分子が次々に凝ぎよう結けつ、数百本の氷の槍やりが少年を取り囲む位置に出現。

　鋭するどく尖とがった淡たん青せい色しよくの穂ほ先さきが、全方位から少年を照準する。

（射出）

　いっせいに放たれる氷の槍を少年は四十三倍加速の双そう剣けんでことごとく打ち払う。砕くだかれた槍の欠片かけらを足場に跳躍し、包ほう囲い網もうを必死にかいくぐる。が、砕かれた欠片は空中に再結晶し、新たな槍となって別な角度から少年を襲おそう。

　攻撃がさらに苛か烈れつさを増す。

　空気結晶の欠片を踏ふみ外はずし、少年の体勢が空中で大きくよろける。

　それでも少年は止まることなく、両の騎士剣を縦じゆう横おうに打ち払う。雨あられと降り注ぐ氷の槍が、後ほんの数ミリの所で目もく標ひように到達することなく次々に打ち落とされていく。

　その動きによって少年の体勢がいよいよ修復不可能な物になる。

　完全に足場を失った少年の体が、重力に引かれて第一階層の地表めがけて落下を開始する。

（「マクスウェル」「アインシュタイン」終了。「サイバーグ」常駐）

　脳内でプログラムを入れ替え、足あし下もとの壁面を蹴り付ける。本来の方向を取り戻した重力に引かれて落下を開始した体が、少年めがけて飛ひ翔しようする。「氷槍檻」が終了し、少年を取り囲んでいた氷の槍が消失していく。槍の最後の一本を打ち落とした少年が自己領域を展開し、同時にタイミングを合わせて起動した錬の自己領域がその効果を相殺する。

　今度こそ完全に落下していく少年。

（「サイバーグ」終了。「ラプラス」「マクスウェル」再起動）

　その頭上を共に落下しつつ、錬れんは騎き士し剣けんを持つ少年の両手に攻こう撃げきの照準を合わせた。
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（境界面に矛盾発生。自己領域を強制終了）

　視界の端に浮かぶシステムメッセージと共に、体を取り巻く半透明な揺らぎが消失した。

　今度こそ重力に抗あらがう術すべを失い、ディーの体は中央塔の真っ白な壁へき面めんのすぐ傍そばを滑すべり降おりるように落下していった。

（運動速度、知覚速度を五十三倍で再定義）

　並列処理を行っていた右脳と左脳のＩ－ブレインを協きよう調ちよう動作に戻し、ともかく最高速度を確かく保ほする。背中から落下する体勢のまま騎士剣を眼前に構え、頭上二メートルの位置を共に落下する少年を見上げる。

　その手に構えられたサバイバルナイフの柄つかで、紫色の結晶体が光を放つ。

　少年の周囲で次々に生み出される淡たん青せい色しよくな空気結晶の弾丸を、未いまだ驚きよう愕がくから立ち直れない頭で凝ぎよう視しする。

　……そんな方法があるなんて！

　少年に自己領域を起動する能力があるのはディーも真ま昼ひるから聞いて知っていた。最初の戦せん闘とうで自分の能力が少年に知られているのも分かっていたし、真昼に言われるまでもなく、油断しているつもりなど欠片かけらも無かった。

　けど、それでもなお、ディーは自分の方が有利だと考えていた。

　真昼の話では少年の自己領域は最大でも光速の七十パーセント程度の運動が限界の模造品。しかも、少年が能力の起動に使うナイフは月つき夜よが作った実じつ験けん品ひんで、体感時間で三分ほど領域を展開し続ければ壊こわれてしまう。

　互いに自己領域を展開し合って戦ったとしてもこちらの有利は動かない──ほんの数秒前、少年がその「奥の手」を見せるまで、ディーは自分の勝利を疑っていなかった。

　……強い。

　ディーが知っている少女と同様の、複数の能力が起動可能なＩ－ブレイン。だがその戦術は、少女の物とは大きく異なっている。少女が能力の複合による攻撃力に任せて自分の戦い方を敵に押し付けていくのに対して、この少年は相手の動きに対応し、徹てつ底てい的てきにこっちの有利を封じて弱点をついてくる。

　複数の能力の組み合わせによって生み出される、予測不能の戦術。

　いったいどんな相手とどれほどの戦闘経験を積めば、こんな戦いが出来るのか。

（攻撃感知）

　少年の前に浮かんだ数百の空気結晶の弾丸が一斉に放たれる。わずか二メートルの距きよ離りから放たれた弾丸は完かん璧ぺきな精度を持って、『陰』を構える右手に複数の角度から襲おそいかかる。秒速五百メートル以上で至近距きよ離りから放たれるその攻こう撃げきは、足場の無いこの状態では五十三倍加速の運動をもってしても防ぎ切るのは難むずかしい。

　氷の弾丸の軌道を脳内で詳細にトレース。

　ずいぶん前に黒衣の騎き士しに教えてもらった、限定状況で銃弾に対処するための戦術を頭の中に思い出す。

　眼前に迫る無数の弾丸の最初の一発に左の『陽』の刃やいばを当て、狙ねらい澄すました角度で弾はじき返す。弾かれた弾丸は別な弾丸の一発に接触し、その軌道をわずかに逸そらす。軌道を逸れた弾丸はさらに別な幾つかの弾丸の間を跳ね返り、その軌道をさらに変更する。

　瞬しゆん時じに積み重なった衝しよう突とつの連れん鎖さが、氷の弾だん幕まくに数十センチの隙すき間まをこじ開ける。

　生じたわずかな隙間に沿って右の『陰』を振り上げ、さらに多数の銃弾を弾く。

　数百の銃弾を残らず回かい避ひし、無理を承知で自己領域の起動を試みる。半透明な球形の揺らぎが視界を覆おおうと同時に少年の周囲に同様の領域が発生し、二つの自己領域の境界面が接触して物理定数を書き換える間もなく消失する。

　少年の足が中央塔の壁へき面めんに垂直に着地し、三歩で体勢を整えて再度跳ちよう躍やくする。

　このままでは、本格的にマズい。

（警けい告こく。後方五十メートル）

　唐とう突とつなメッセージが脳内に浮かび、同時に、少年がこっちの後方を見下ろして目を丸くする。Ｉ－ブレインの認にん識しきが自分の位置から真下に五十メートル、中央塔の中ほどに口を開けたポートから悠然と進み出るフライヤーの姿を捉とらえる。

　真ま昼ひるが脱出のために用意した、偽ぎ造ぞう識しき別べつコードの軍用フライヤー。

　頭上を落下する少年が中央塔の壁面に再度着地し、五倍加速でこっちの自由落下を追い越す。

　……仕方ない、か……

　千分の一秒で覚悟を決め、両の騎士剣を強く掴つかむ。メルボルンで祐ゆう一いちと別れてからずっと、自分なりに練り上げてきた戦せん闘とう法ほう。本当はもっと決定的な戦闘で必要になるまで誰だれにも見せずに隠しておきたかったのだが仕方がない。この少年に見せてしまえば次に会うときまでに対策を取られてしまうだろうが、この状況では選せん択たくの余地が無い。

　落下状態のまま体をくの字に曲げ、上下反転の姿勢で右の『陰』の刃やいばに右足の爪つま先さきを乗せる。

　足先の動きと運動係数の制せい御ぎよに全神経を集中し、一呼吸でタイミングを計り、

　……行きます！

『陰』の柄つかから右手を離はなすと同時に右足に力を込め、爪先で剣の刃を大きく蹴ける。足が生み出す力とその反作用の運動法則を書き換え、本来なら足の力で後方に飛ばされるはずの剣をその場にとどめたまま体の方だけを前進させる。

　騎士が一般兵と戦うときの常じよう套とう手しゆ段だん、銃弾を足場にした空中移動──その応用。

　弾丸を周囲に蹴けり飛とばしながら移動する通常の空中移動より遙はるかに精妙な運動係数の制せい御ぎよによって行われたその運動は、足場になった剣に一切の速度を与えることなくディーの体だけを下方に運ぶ。

　中央塔の壁へき面めんを駆け下りる少年を四十三倍加速の跳ちよう躍やくで追い越し、空中で身を捻ひねって反転。

　唖あ然ぜんとした顔をする少年の前で、今度は左手の『陽』を真下に向かって投げ落とす。

　両の騎き士し剣けんが共に体から離はなれてしまったことで剣の演算補助が消失し、Ｉ－ブレインだけの能力よる運動加速に支えられた体が瞬しゆん時じにその速度を五分の一以下に減じる。体の側面を『陽』が高速で落下する。体を追い越して足と同じ高さに到達した『陽』の刃やいばに左足の爪つま先さきを当て、Ｉ－ブレインとの同どう調ちようを回復して運動係数制御を再開すると同時に再び足に力を込める。

『陽』の刃を足場に跳躍した体が、『陽』自身には力を加えることなく前方、中央塔の壁面めがけて跳躍。

　ほんのわずかに騎士剣に接触していた右足が刃から離れてしまったことで体がゆるやかに減速し、次の瞬間、頭上に伸ばした右手が最初に蹴られた姿勢のまま重力に引かれて自由落下を続ける『陰』の柄つかに指を触れる。

　騎士剣『陰』と『陽』、二振りの剣の間を跳ちよう弾だんのように走り抜けた体が瞬時に体勢を立て直して四十三倍加速で中央塔に到達、白い壁面を垂直に疾しつ走そうする少年の背後から襲おそいかかる。振り返って氷の盾たてを展開する少年に右手の『陰』を三撃、氷の盾に弾かれた剣の勢いを利用して空中に身を捻り、少年の側面をすり抜けて下に回り込む。

　反転して頭上に掲げた左手が、落下してきたもう一方の騎士剣『陽』の柄を捉とらえる。

　中央塔の壁面を蹴った体が、眼下を通り過ぎるフライヤーの屋根に着地する。

　少年がとっさに口を開きかけ、ナイフを構えてこっちに突っ込んでくる。同時に放たれる氷の槍やりをようやく足場を得た体が右の騎士剣『陰』一本で捌さばき、左の『陽』が正面から突き込まれるナイフの一いち撃げきを払い落とす。

　少年の体が空中に取り残され、そのまま地表に向かって落下する。

　フライヤーの車体が急激に加速。中央塔の巨大な壁かべが飛ぶように視界から遠ざかっていく。

『ディー、ご苦労様』

　襟えり元もとの通信素子から真ま昼ひるの声が響ひびく。いえ、と答えて額ひたいの汗を拭ねぐい、助手席のドアの縁ふちを掴つかんで一挙動で空中に身を翻ひるがえす。開け放たれた窓からフライヤーの車内に飛び込み、操そう縦じゆう席せきに座る青年の姿を確かく認にんして息を吐く。

　両の騎士剣を鞘さやに収め、座席のベルトを締しめて、

「首尾はどうでしたか？」

「上々。明日あしたの行動もだいたい決まったよ」士官服姿の真昼は小さくうなずき、制帽を後部座席に放り込んで「……で、どうだった？　錬れんは」

「奥の手まで使っちゃいました」少年の顔を思い出し、何となしに頬ほおをかいて「次に会ったら勝てるかどうか。……今度は、敵じゃなくて味方の方が良いです」

　剣の柄つかに象ぞう眼がんされた白と黒の結晶体を指で撫なでる。

　真ま昼ひるは、そう、と笑い、フットペダルをめいっぱいに踏み込んだ。

「さて、セラとサクラが心配だ。急ごう」
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　どこをどう逃げたのか、分からなかった。

　気が付くとそこは芝しば生ふが敷しき詰つめられた公園で、フィアは立ち並ぶ常じよう緑りよく樹じゆの陰でうずくまり、膝ひざを抱えて息を殺していた。

　ニューデリー自治軍の行動は迅じん速そくだった。ノイズメイカーの影えい響きようで魔ま法ほうが使えなくなったフィア達を、対魔法士装備で身を固めた一般兵の部隊は容よう赦しやなく包囲した。クレアが最後に認にん識しきした兵士の配置図の記き憶おくを頼たよりに何とか市街地を逃げ回り、階層間エレベータまで後一歩という所で運悪く兵士の一団と鉢はち合あわせした。

　威い嚇かく射しや撃げきで追い立ててくる兵士達から逃げる内にいつしかセラとクレアとはぐれてしまい、最後にはこんな隠れようのない場所にたどり着いてしまっていた。

　運悪く戦せん闘とうに巻き込まれてしまった市民を装えば良かったのではないか、と気付いたときには後の祭りで、兵士達の包ほう囲い網もうはすでにこの公園を取り囲んでいた。

　周囲の空間には相変わらず高密度の電磁ノイズが満ち、Ｉ－ブレインの機き能のうを阻そ害がいしている。同どう調ちよう能力を起動するなど到底不可能で、こうしてただ黙だまって座っているだけでも頭の芯しんの辺あたりがじんじんとする。

　それでも、普通に歩いて動ける自分はまだマシな方。

　光の無い目をサングラスで隠した少女のことを思い出し、憂ゆう鬱うつな気分になる。

『千里眼』の名を持つ少女はＩ－ブレインの機能によって周囲のありとあらゆる情報を知覚出来る代だい償しように、生まれつき両目の視力を失っているのだという。必然的に少女は、Ｉ－ブレインが使えない状態ではいっさい物を見ることが出来ない。実際、市街地を逃げ回っている間も、少女はセラに手を引かれて歩くのがやっとの状態だった。

　二人ふたりは、無事に逃げられただろうか。

　最後にはぐれた辺りを木立の陰から振り返り、祈るように目を閉じ、

「──いたか？」

「いや。だが、この周辺にいるのは間違いない」

　思いがけなく近い場所から兵士達の声が聞こえ、心しん臓ぞうが止まりそうになる。常緑樹の後ろからそうっと顔を突き出し、慌てて引っ込める。

　木立の間を縫ぬうように走る遊歩道の向こうに、黒い軍服姿の兵士が二人。

　いずれも短たん機き関かん銃じゆうを両手で構え、いつでも発砲出来るように引き金に指をかけて銃口で油断なく周囲を探っている。

「情報制せい御ぎよの反応は無いのか？」

「皆無だ。おそらく、ノイズメイカーの影えい響きよう下かではいっさい魔ま法ほうが使えないタイプだろう」

　二人ふたりの兵士は背中合わせで互いの死角をかばい合いながら、ゆっくりとこちらに近付いてくる。突然気が変わって遠くに行ってくれないものか、というフィアのささやかな願ねがいを無視して兵士達の足音はほんの数メートル先まで迫る。

　もう、だめ。

　……錬れんさん、ごめんなさい！

　フィアは膝ひざの間に顔を埋め、心の中で少年に謝しや罪ざいし、

「──な、何だお前は！」

　いきなり聞こえた兵士の叫び声に、びっくりして顔を上げる。とっさに木陰から顔を突き出し、その目の前で兵士が音を立てて倒れる。

　短機関銃を抱えたままの兵士が完全に気を失っているのに驚おどろき、視し線せんをその先に向ける。

　残ったもう一人ひとりの兵士の前、遊歩道の真ん中に正体不明の人ひと影かげを認め、息を呑のむ。

　マフラーか何かを顔に巻き付けて両目だけを表に出した、フィアよりずいぶん背が高い謎なぞの人物。おそらくは男性らしきその人物は胸の前に掲げた両手を薬指と小指だけを握り込んだ奇妙な拳こぶしに構え、銃口を突き付ける兵士と真っ向から対たい峙じする。

　……あ……

　緊きん張ちように耐え切れなくなったように兵士が引き金を引き、同時、としか思えないタイミングで謎の人物が動く。首を傾けて一歩右に踏み出すわずかな動作で放たれた銃弾をかわした人影はダンスのステップを刻むような洗練された動きで兵士の背後に回り込み、右手の指で兵士の首筋を無造作に押さえる。

　全身の力が抜けたようにその場に崩れ落ちる兵士を見下ろし、謎の人物は一息。

　するすると解かれるマフラーの下から、ようやく、フィアも何度か見たことのある人物の顔が出現する。

「イル……さん……？」

「おー、せや。調ちよう子しはどないや？　ちびっ子」

　こっちの肩を軽く叩たたき、モスクワ自治軍のエージェント『幻影イリユージヨンNo.17』は豪快にあっはっはと笑う。辺あたりを見回して「にしてもうっとーしいな、これ」と口をへの字に曲げ、見えない何かを振り払うように手のひらを頭の周りでひらひらさせる。

「あの……もしかして、イルさんもノイズメイカーの……」

「せやねん。さすがにいろいろありすぎて抗体デバイス調ちよう達たつする暇無くてな。兵士の人ら気絶させながらここまで来るん、けっこう苦労したわ」

「え……？　で、でも、魔ま法ほうも使えないのにどうやって……」

　言いかけてふと、月つき夜よから聞いた話を思い出す。そういえば目の前にいるこの少年は、魔法と関係なく純然たる格かく闘とう技ぎの達人だという。ついさっき兵士の人を倒した動きもＩ－ブレインを使っていないとは到底信じられない。月夜も「一対一で殴り合って勝てる気がしない」と不ふ機き嫌げんそうに言っていたから、この少年は魔法を封じられていても本当に強いのだろう。

「や、もちろん普通に殴り倒しながら普通に歩いて来てんけど」そんなフィアの思考が分かっているのかいないのか、少年は当たり前の顔で答え「それで、お前ケガとかあらへんか？　あるんやったら今の内に教えといてくれんと。もしお前にかすり傷でも付いたてあの女に知られたら、何されるか分からへんからな」

「いえ、私は大丈夫ですけど……」

　言いかけてはっと目を見開く。少年がクレアとは姉弟の関係であることに唐とう突とつに思い至り、勢い込んで少年に詰め寄る。クレアと少年の関係が良好かどうかとか、一いつ緒しよにいるセラは少年にとって敵ではないのかとか、そんな余計な思考は一秒で捨てる。

「そうです！　大変なんです！」少年のジャケットを両手で掴つかみ、これでもかと握りしめて「助けてあげて下さい！　このままだと、クレアさんとセラさんが！」

「な、何や？　何や？」

　上着の裾すそをぶんぶんと振り回すフィアに、イルが目を白黒させた。
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　通りの向こうから聞こえる銃声が、激はげしさを増した。

　無数の銃弾が路地の強化コンクリートを削り取る様さまを聴ちよう覚かくだけを頼たよりに捉とらえ、クレアは心の中で唇を噛かんだ。

「クレアさん……」

　膝ひざの上に座ったセラが不安そうな声を上げる。クレアは路地の陰で壁かべに背中を預けて座り込み、両腕でセラの小さな体を抱きしめている。真まっ暗くら闇やみの視界の中で少女の頭を探り当て、髪を撫なでる。手探りでセラの居場所を探している内にいつの間にかこういう体勢になってしまったのだが、少女は特に嫌いやがる様よう子すもない。

「どうなの？　軍の連中、近付いてきてる？」

　たぶん少女がいるはずの場所に顔を向けて問うと、少女は小さな声で「はい」と答える。クレアの膝の上から身を乗り出して路地の角の向こうを覗のぞき込む気け配はいがあり、

「……ダメです。さっきから、兵士さんがどんどん集まってきてます」

　そう、とうなずき、真っ暗闇の中で形だけ目を閉じる。覚悟を決めてＩ－ブレインにアクセスし、脳内を巡る電磁場を無視して一いつ瞬しゆんだけコマンドを送り込む。

（観かん測そく開始。探査範はん囲い：至近距きよ離り）

　電磁ノイズが生み出す頭痛が激はげしさを増し、同時に脳内に周囲五百メートル内の全存在の配置図が描き出される。思考演算がすぐに途と切ぎれ、視界が再び闇やみに閉ざされる。脳を灼やく痛みを無視してたった今生み出した地図を展開し、どこかに脱出の糸口が無いかと注意深く状況を解かい析せきし、

「……あ……」すぐに気付いて膝ひざの上の少女に声を向ける。「セラ。正面から右に二十三度、距離が三二七メートル。コーヒー売りの看かん板ばんが出てる小さな建物。見える？」

「え？」少女は不ふ思し議ぎそうな声を上げ、すぐに膝の上でもぞもぞ動いて「……はい。路地伝いに行って大通りを一回だけ渡った所ですけど……」

「そう……」ため息混じりに呟つぶやき、目を閉じたまま「良く聞きなさい。そこに、あんたの仲間の女が隠れてるわ」

　セラが息を呑のむ気け配はい。

「ほんとですか！」と振り返ろうとする少女を両手で押しとどめ、気持ちを落ち着かせるように左右の肩に手を置いて、

「間違いないわ。……で相そう談だんなんだけど、あんた、あそこまで走るのにどのくらいかかる？」

「え？」少女は膝の上でもぞりと体勢を動かし、うーん、と声を上げて「ええっと……たぶん一分ぐらいあれば大丈夫、ですけど」

「そう……」

　うなずき、深呼吸して気持ちを落ち着ける。

　どの道、このままここにいたのでは二人ふたりとも共倒れ。

　なら、この場で自分が取るべき選せん択たくは……

「やってみるけど、たぶん一分は苦しいわ」膝の上の少女を脇わきに押しやり、立ち上がって「何とか四十秒ぐらいでたどり着けるようにがんばって」

　光の無い目で少女を見下ろしつつ、上着の裏から護ご身しん用ようの拳けん銃じゆうを取り出す。手探りに安全装置を解除して引き金に指をかける。ついでに取り出したハンカチで顔の大部分を覆おおい、サングラスの両目だけを外から見える状態にする。

「クレアさん……？」訝いぶかしげに呟いたセラが、あ、と声を上げ「クレアさん！　もしかして！」

（脳内エラーを強制停止。観測開始。探査範囲：最大）

　ノイズにまみれた脳内に、周囲の状況が描き出される。セラの声を無視して背を向け、白いコートを翻ひるがえして少女が目指すべき場所とは反対の方向に駆け出す。大通りに飛び出すと同時に銃を構えて数十メートル先の兵士めがけてデタラメに発射。こっちに気付いて隊列を直す兵士達に背を向け、路地を一いつ直ちよく線せんに走り出す。

「クレアさん──！」

　背後でセラの叫び。

　泣き出しそうな少女の声に少しだけ振り返り、仮想視界の中に小さなその姿を認めて、

「何やってんの！　あんたはさっさと逃げるのよ！」

「でも！　でも、それじゃクレアさんが──」

「分かってると思うけど、これで貸し一つよ」そんな少女に向かってクレアは薄うすく笑い「言っとくけどこっちだって下心ありありでやってんだからね。帰ったらちゃんと、ディーに『お姉ねえさんのおかげで助かった』って宣伝しといてよ！」

　何かを叫ぼうとしていた少女が、今にも泣き出しそうな顔をする。言葉を見失った少女は路地をクレアがいるのとは反対の方向に二、三歩後退し、深々と頭を下げてこっちに背を向ける。

　小さなその背中が、仲間のもとに向かって駆け出す。

　その姿を仮想視界の中に確かく認にんし、クレアは兵士めがけてさらに発砲すると同時に手近な別の路地に飛び込んで駆け出す。

　数十人からなる兵士達の足音が、重なり合って後方から響ひびく。周囲の空間に満ちるノイズは脳内で密度を増し、強引な情報制せい御ぎよを行うＩ－ブレインを容よう赦しやなく締め上げる。

　さらに二つの角を曲がり、大通りを横切って別な建物の陰にたどり着いた瞬しゆん間かん、Ｉ－ブレインが唐とう突とつに「強制終了」の声を上げる。きっかり四十秒。徹てつ底てい的てきに酷こく使しされたクレアのＩ－ブレインは疲労限界を突破し、今度こそその機き能のうを完全に停止させる。

　それでもどうにか走ろうとして失敗し、正体も分からない硬い物に足を取られて路地の真ん中で足をもつれさせる。

　冷たい壁かべに手を当てて、かろうじて転ぶのを免れる。

　兵士達の足音がゆっくりと迫ってくる。かすかに聞こえる話し声の中から「もう一人ひとりは逃げたらしい」という類たぐいの情報を拾い上げ、小さく息を吐く。壁に背中を預けてかろうじて体重を支え、銃をポケットに押し込んで手のひらで顔を覆おおう。

　とにかく、あの子だけは助けることが出来た。

　それを無理やり喜ぼうと、口の端で強引に笑えみを形作る。

　顔を覆う手にわけもなく力がこもり、奥歯が噛かみ合って小さな音を立てる。自分が怖がっていることに唐突に気付き、とたんに身体からだ中の震ふるえが止まらなくなる。

　……これから、どうしよう。

　いくら考えても答えなど出てくるはずがない。自分は兵士達に捕らえられ、マザーシステム反対派の駆け引きの道具として利用される。自分の存在は外交問題に発展し、シティ・マサチューセッツは大きな痛手を受ける。

　そうなったら、自分はどうなるだろう。

　懲ちよう罰ばつ房ぼう送りで済むだろうか。

　それとも、自分にもいよいよマザーコア行きの運命が回ってくるのだろうか。

「……あたしは……」

　兵士達の足音がすぐ傍そばまで迫る。闇やみ雲くもに駆け出した足がビンか何かを踏み付け、体勢を崩して二度三度とたたらを踏んだ拍子に足首を捻ひねる。その先に転がる別な何かに向むこう脛ずねを思いっ切り打ち付け、今度こそ立っていられなくなる。

　支えを求めて伸ばした手が虚むなしく宙を泳ぎ、体がゆっくりと前に倒れ込んでいき、




「──何やってんだ、お前は」




　闇の中に、その声を聞いた。

　差し伸べられた誰だれかの手が、倒れそうになった体を受け止めた。
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　……な……に……？

　わけも分からずに手を伸ばし、自分を支える誰かの腕を掴つかむ。その腕にすがったままどうにか体勢を立て直し、闇の中で荒い息を吐く。

「ぼろぼろだな……ったく、大丈夫なのかよ」

　耳元で再び声。

　疲労で混乱していた頭が、ようやくその正体を理解する。

「あんた……確たしかヘイズって……」

「そーだ、悪いか？」闇の向こうの男はかすかな笑いを含んだ声で呟つぶやき「……っと、やべぇやべぇ、お客さんだ」

　男の腕が素す早ばやく動く気け配はいがあり、指を弾はじく乾いた音が立て続けに三度響ひびく。

　兵士達の悲鳴のような物が路地の向こうから幾つも聞こえ、銃じゆう撃げきの音がぱったり止やむ。

「は……？」理解不能な展開に飾り物の目を丸くし「ちょ、ちょっとあんた、何よ今の。ノイズメイカーはまだ効いてんのよ。抗体デバイス持ってきたんならさっさとあたしにも……」

「あ？　無ねーよ。んなもん」ヘイズという名の男は笑い「オレのＩ－ブレインは特別製なんだよ。話すと長げぇから今はやめとくけど」

　呟つぶやいた男が、軽く舌打ちを漏もらす。銃声が止んだのもほんの束つかの間ま、路地の向こうからは兵士達の足音がゆっくりと近付いてくる。

「銃ぶっ壊こわされたら次は白兵戦かよ、めんどくせー」男がやれやれと頭をかく音が聞こえ「さて、どーしたもんか。お前抱えたままじゃ回かい避ひがやりづれぇし、そもそもお前の顔見られたらそれでアウトだし……」

　その声が唐とう突とつに途と切ぎれ、ヘイズが「お？」と奇妙な声を上げる。兵士達の足音を遮さえぎるように鈍にぶい打だ撃げき音おんが今度は五度響き、そのまま辺りに静寂が下りる。

「て、手前てめえ！」驚おどろいたようヘイズの叫び。「こんなとこで何やってやがる！　顔見られたらヤバイのはこいつだけじゃねーだろ……」

「うっさい！　足止めはおれに任せて、何も言わんとさっさと行けや！」聞き覚えのある少年の声が何な故ぜかちょっと半泣きで「厄やく日びや！　今日きようはほんまに厄日や！　最悪や！」

　さらに幾つもの打撃音が重なり合って響き、人か何かが倒れる鈍い音が三つ同時に聞こえる。ヘイズが「何かわかんねーけど、とりあえず助かった！」と良く分からない答えを返し、こっちに顔を寄せる。

「とりあえず逃げっけど、走れるか？」

「え？」とっさに答えにつまり、さっき捻ひねった足を軽く振って「……ダメ。何でもいいから応急処置しないと、歩くのも無理みたい」

「あ？」

　ヘイズは怪け訝げんそうな声を上げ、すぐに頭をかいて「しゃーねーな」と呟く。どうするのか問う間もなく青年の腕がこっちの背中と膝ひざの裏側に回され、クレアはそのまま、有無を言わさず青年に抱き上げられる。

「な……」一いつ瞬しゆんの自失から立ち直り、手探りに青年の頭を叩たたいて「ちょ、ちょっと！　待ってよ何すんのよちょっとあんたいいから下ろしてよ！」

「だーっ！　暴あばれんなうっとおしい！」ヘイズはその手を強引に掴つかんで自分の首に回し「いいからしっかりつかまってろ。振り落とすぞ！」

　青年の言葉に「なによ！」と答える間もなく、急きゆう激げきな加速が体にかかる。曲がりくねった路地を走る青年の動きが、腕を介してそのままクレアの体に伝わる。

「や、ちょっと！　もうちょっとゆっくり！」

「んな余裕無ねえっつてんだろうが！」

　ひときわ大きな衝しよう撃げきが体を襲おそい、正体不明の浮遊感が後に続く。どこかから飛び降りたのだろうと頭の中にかろうじて残ったまともな部分が判断し、激はげしい銃じゆう撃げきの音がその思考を遮さえぎって響ひびき渡わたる。

　青年がこっちの背中に回したままの右手の指を立て続けに六度弾はじき、最後の音の余よ韻いんが消える間もなく地を蹴けって駆け出す。

　全身に感じる流れるような疾しつ走そう感かん。

　クレアは見えない目を固く閉じ、ジャケットの襟えりにしがみ付いた。







　　　第八章　家族のカタチ　～Blanket of the night～







　──遠い日の記き憶おくを、思い出す。

　兄と、姉と、自分と。三人が家族として暮らし始めた、あの頃ころのことを思い出す。

　自分が今よりずっと幼い頃。ロシア地方の地下施設で助けられ、『錬れん』という名前をもらって、一いつ緒しよに旅をするようになってしばらく経たった頃。

『天あま樹ぎ健けん三ぞうの最高傑けつ作さく』を探すモスクワ軍の目を逃れて、南アジア地方の小さな町に隠れ住んでいた、九年前のことを、どうしてだか思い出す。




「……錬！」

　ひどく慌てた少女の声が、後ろから聞こえた。

　粉雪が舞まい落おちる通りの真ん中で顔を上げ、薄うすく積もった雪を踏みしめて振り返った。

　あの頃住んでいた町は気温制せい御ぎよが不安定で、三日に一度は雪が降った。厚手の防寒着を二重に着込んだ上から手袋とマフラーと毛け織おりの帽子を被かぶり、小さな自分は体に被った雪を払うこともせず、凍こごえるような通りの真ん中にぼんやりと佇たたずんでいた。

「もー、いきなりいなくなるから心配したじゃない！」

　少女はこっちに駆け寄って目の前で立ち止まり、上気した顔で、はーっ、と息を吐いた。その頃ころは少女もずいぶん背が低くて、今の錬れんと同じくらいの大きさだった。全速力で走ってきたのか少女は額ひたいに浮かんだ汗を拭ぬぐい、む、と顔をしかめて両手をこっちに伸ばし、

「ほら、また雪被かぶったまんま。ダメよ、風か邪ぜ引くんだから」

　防寒着や帽子に積もった雪を払う少女の手をぼんやりと見つめ、一いつ生しよう懸けん命めいなその顔に視し線せんを移して息を吐いた。白い呼こ気きは暗い空をほわりと昇って、すぐにかすれて見えなくなった。

「これでよし、と」少女は毛け織おり帽子の形を直して一つうなずき、ん？　と首を傾かしげて「錬、どうかしたの？　暗い顔……」

　暗い顔はいつものことか、と思い出したように呟つぶやき、それでも何か気になるのか少女はこっちの顔をじっと見つめる。

　まっすぐなその視線に耐えられなくなって、顔を伏せる。

　うつむいたまま小さな声で、ひっこし、と呟く。

「え？」少女は一いつ瞬しゆんだけ困った顔をし、すぐに笑って「そーよ、引越。この町も何か飽あきちゃったし、別な町に行くの」

　気分転換よ、と告げる元気なその声に、ますます顔が上げられなくなった。

　やっと野菜売りのおばさんと仲良くなれた、と少女が喜んでいたのは、ほんの数日前のこと。

　食しよく糧りよう生産プラントのメンテナンスの仕事もいよいよ本決まりになり、この町での生活もようやく軌道に乗り始めたばかりだということを、ずっと傍そばにいた自分は良く知っていた。

「真ま昼ひるが荷物まとめてるから、あんたも帰って手伝いなさい。私はちょっといろんな所に残りの用事が……」

　少女の言葉が途と切ぎれる。どうしたのよ、と顔を覗のぞき込んでくる視線から逃れて背中を向ける。

　空からは、ゆっくりと舞まい落おちる粉雪。

　それを何となしに手のひらで受け止め、ぼくのせい？　と小さく呟いた。

「……それは……」

　少女の作り笑いが剥はがれていくのが、背中越しでも分かる。

　モスクワ軍の捜そう索さく隊たいが、隣となりの町まで来た。

　少女が双ふた子ごの姉弟である少年とそんな話をするのを、自分は隣りん室しつのベッドの中で聞いていた。

「錬……あのね、だから……」

　少女と少年に連れられて旅をするようになって半年、似たようなことは何度もあった。どこかの町にたどり着いて、その町で暮らすようになって、だんだん町の暮らしに慣れて近所の人と親しくなった頃ころにモスクワ軍の追っ手がやってくる。町の人達に迷惑をかけないように何の挨あい拶さつもせずに家を引き払って、三人でまた当ての無い旅に出る。

　来る日も、来る日も、その繰くり返かえし。

　少女と少年が疲れ切っているのは、誰だれの目にも明らかだった。

「えっとね、だから……」必死に言葉を探していた少女が、あ、と声を上げる。「真ま昼ひる！　ちょっと、ちょっと来てよ！」

「ん？」

　新たな声は、右手の路地の方から。

　大きな袋を抱えて現れた少女の双ふた子ごの少年は、ゆっくりと歩み寄って自分と少女を見比べ、

「……なるほど」その場にしゃがみ込んでこっちの顔を覗のぞき込み「また引越だって聞いて、落ち込んでるんだ」

「そうなのよ真昼！　あんたからも何か言ってやってよ！」

「月つき夜よ、そんなに慌てない。ご近所迷惑だよ」落ち着いた声で少女を諭さとし、少年は小さく笑って「錬れん。どうしたの？　ここを離はなれるのが嫌いやなの？」

　少年の顔に横目を向け、すぐに視し線せんを逸そらす。この町での暮らしはこれまでの中では快適な方だったが、そんなことは今はどうでも良い。

　そっか、と少年が呟つぶやく。

　胸に抱えたままの袋を雪の上に置き、目を細めて、

「じゃあ、責任を感じてるの？　僕らが引っ越さないといけないのは自分のせいじゃないかって、そう思ってるの？」

「真昼──！」

　駆け寄ってくる少女の足音を、少年が手で制す。

　少年は、よっ、と雪の上にあぐらをかき、息を吐いて、

「そうだよ。錬のせい。モスクワ軍が錬を追って来てるから、急いで逃げないといけないんだ」

　息を呑のむ。

　おそるおそる顔を上げ、何か言わなければと口を開きかけ、

「──でも、良いじゃない。家族なんだから」

　少年の言葉に、え、と目を丸くする。

　冷え切った少年の手が頬ほおに触れる感触。

「錬は弟で、僕はお兄にいさんで、月夜はお姉ねえさんなんだから。弟が困ってるんだから僕らが何とかするのは当たり前。誰のせいかって言われればたぶん錬のせいなんだけど、でも、錬はそのことで僕らに謝あやまったり悩んだりしなくて良いんだよ」

「そ、そうよ！」少女がわたわたとこっちの正面に回り込み、少年の隣となりに座り込んで「私が言いたかったのってそういうこと！　あんたは弟で、まだちっちゃいんだから、私達に迷惑かけたって良いの！」

「……だってさ」少年はにっこり笑い、大きな袋を抱えて立ち上がり「さ、帰ろ。引越準備まだ終わってないからね。錬れんの仕事もいっぱい残ってるよ」

　差し伸べられた細い手が、こっちの手を掴つかむ。

「そーよ、行きましょ！」

　少女がぴょんっ、と飛ぶように立ち上がり、少年が握っているのとは反対の手を取る。

　そっくりな顔の二人ふたりに促うながされて、自分もようやく歩き出す。

　空から舞まい落おちた粉雪が、風に吹かれて目の前を踊る。少女が胸の前に手を広げ、小さなその粒を受け止める。

「やっぱ寒いわね、この町」雪の欠片かけらに吐と息いきを吹きかけ、少年に顔を向けて「ねぇ、次はもっと設備のしっかりした、暖かい町に行きましょ」

「そうだね、それが良い」答えて、少年はこっちを見下ろし「錬はどう？　錬も暖かい方が好き？」

　うつむいたまま、小さくうなずく。

　少年と少女が、そう、と笑った。




　……そんなことが、何度もあった。

　軍に追われていた頃ころの自分は一つ所には長くいられなくて、来る日も、来る日も、世界のあちこちを転々としていた。

　自分を守ってくれた兄と姉は、そのことに関してただの一度も不平を言ったことは無かった。自分が済まなそうにしているといつも笑って、良いんだよ、と頭を撫なでてくれた。

　家族なんだからお互いに助け合うのが当たり前だとどこか誇らしげに語る二人の言葉は、いつしか、自分の心の支えになった。

　それが家族という物で、だから、家族は一いつ緒しよにいるのが当たり前で──

　それを疑ったことなど、一度たりとも無かった。




　　　　††††††††††††††




『王手チエツク』という機き械かい合成の声が、スピーカーから聞こえた。

　木もく目め調ちようの大きな扉を開けて部へ屋やに入ると、アニルはソファの上で優ゆう雅がに足を組み、テーブルに浮かんだ巨大な立体映像のゲーム盤ばんと向き合っていた。

「……なにやってんの？」

　呆あきれた声で問うと、白しろ装しよう束ぞくの執政官は「おや、錬君」とこっちを振り返り、

「二五五×二五五×二五五マスの三次元将棋です。魔ま法ほう士しの演算速度でも完全に読み切れないゲームの試作として私が作りました。まだまだゲーム性に難なんがありますが……」

　よろしければ一局いかがですか？　とアニルが笑う。

「良いよ、そういうの苦にが手てだし」あっさりと答えてテーブルの反対側に回り込み「っていうか、呑のん気きにそんな物で遊んでて良いの？　今日きようの会かい議ぎはけっきょくぐだぐだになっちゃったから、まともにマザーシステム関係の話し合いが出来るのって明あ日すだけなんでしょ？」

「今さら足あ掻がいた所で始まりませんよ」アニルは立体映像の駒こまを箱形のゲーム盤ばんの右上隅すみから中心付近に動かし「打てる手はすでに全すべて打ちました。後は向こうの出方次第です」

　脳のう内ない時ど計けいが『午後九時』を告げる。第一階層中央塔、その最上階に設けられた執政官専用の控え室で、錬れんはアニルと二人ふたりで向かい合っている。慣例で執政官は会議中ここに寝泊まりすることになっているらしく、護ご衛えい役やくも同じ部へ屋やに押し込まれることに決まってしまった。

　フィアと月つき夜よは二〇階層のアニルの私邸で、イルという少年も一いつ緒しよ。

　問題はクレアという少女とヘイズで、こちらは少しおかしなことになっている。

「で、聞きたいんだけど。ヘイズがシティの外に出てあんたの実家……サティさんのとこにいるって本当なの？」

「そのようですね」アニルは少しだけ眉まゆを寄せ「第一階層からの逃走経路の確かく保ほに失敗してマサチューセッツのエージェントと共にシティ外に脱出したようですが。……何にしても、私の母の所というのは」

「仕方ないんじゃない？　ニューデリーの周りで逃げ込むなら、あそこが一番手っ取り早いだろうし」そこで言葉を切り、錬は声に嫌いやみを込めて「けど、ずいぶん乱らん暴ぼうな作戦だよね。賢けん人じん会議の動き止めるために、自分の味方まで巻き添えなんて」

「それを言われると苦しいですね」アニルは大して苦しくもなさそうに微笑し「フィア君を巻き込んだことに関しては謝しや罪ざいします。彼女は中央塔付近にいるということでしたから市街地の戦せん闘とうに巻き込まれるはずがないと考えていたのですが、少し私の認にん識しきが甘かったようです」

「や、別にフィアのことだけじゃなくてさ……」

　錬はテーブルに両手をつき、立体映像のゲーム盤を押しのけて身を乗り出し、

「あのクレアって人もイルって人も、一歩間違えたら危なかったんでしょ？　もし二人が捕まったら、どうするつもりだったの？」

「どう、と言われましても。ただ『我われ々われの派は閥ばつには関係無い』と声明を出すだけですが」

　あっさりと答えて、立体映像の駒に手を伸ばすアニル。

　思わず顔をしかめる錬に、アニルはあくまでも落ち着いた態度で、

「そもそも彼らのシティとニューデリーは本来なら敵対関係であって、今回暫ざん定てい的てきな協力関係を敷しいているのは利害が一致したからに過ぎません。マサチューセッツとモスクワは我々を利用し、我々もまた向こうを利用する。幻影イリユージヨンNo.17も千里眼も、それは承知しているはずです」

「あんまり好きじゃない、そーいうの」

「政治とはそういう物ですよ」

　悪びれた様よう子すなど欠片かけらも無く、当たり前の顔で答えるアニルの姿にため息を吐つく。

　眼鏡めがねに隠されたその瞳ひとみをじっと見つめ、何度もためらってから、

「……フィアのことは、どうやって知ったの？」

　駒こまを操あやつるアニルの手が止まる。

「フィア君のこと、というと？」

「やめてよ、そういうつまんないの」足あし下もとのソファに腰を下ろし、テーブルの上で両手を組んで「だから……フィアが神こう戸べのマザーコアとして作られた魔ま法ほう士しだってこと」

「もちろん、調しらべたんですよ」アニルは盤ばん上じようの黒い駒を静かに取とり除のけ「味方にしようという相手の素す性じようを調べるのは当然でしょう？　さすがに少し手間がかかりましたが、そこまで難むずかしいというほどのことでもありませんでした」

　自分の駒を取り上げ、盤の一番奥に向かって前進させ、

「調べれば何でも分かるものですよ。──天あま樹ぎ健けん三ぞう博士の最高傑けつ作さく、天樹錬れん君」

「な……」

　一いつ瞬しゆん、呼吸が止まりそうになる。目の前の男の顔を呆ぼう然ぜんと見つめる。

「一つのシティの代表を務める人間の情じよう報ほう網もうを、甘く見てはいけません」アニルは諭さとすように呟つぶやき、ゲーム盤から手を離はなして「君は自分の親しい方々を心から信しん頼らいする反面、それ以外の者を無む意い識しきに侮あなどる傾向があります。気を付けた方が」

「そんなの今はどうでも良い──！」

　アニルの言葉を遮さえぎり、力任せにテーブルを叩たたく。

　目の前の男に対する警けい戒かい心しんが、頭の中に膨ふくれ上がる。

「何なのあんたは！　僕とフィアのこと調べてどうしようっての？　まさか、フィアのこともマザーコアとして利用しようとか──」

「落ち着きなさい、錬君」アニルは静かな声で「どうもしませんよ。私自身の安全のためにどういう来歴の方かを確かく認にんしておきたかっただけ。誰だれにも話すつもりはありませんし、君が無む謀ぼうなことをしなければ二度とこの話を持ち出すつもりもありません」

　そう言って、アニルはふと目を細め、

「ですが、良い機き会かいですから聞いておきたいことはあります」椅い子すの上で足を組み替え、肘ひじ掛かけに頬ほお杖づえをついて「答えたくなければ構いません。……一年前の神戸の事件。あの犯人が君だというのは本当ですか？」

　とっさに、答えに詰まる。

　自分がフィアと出会い、結果として一つのシティを滅ぼすことになった、あの事件。

　胸の奥から吹き上がった様さま々ざまな思いを心の中で確たしかめ、目を閉じて、

「……最後に手を下したのは別な人だったから、そういう意味では僕は犯人じゃないかも知れない」目を開け、アニルの顔をまっすぐ見て「でも、シティに住んでる人の命とフィアの命を天てん秤びんにかけてフィアの方を取ろうとしたのは本当。だから、僕もきっと犯人の一人ひとりだと思う」

「そうですか……」

　長い沈ちん黙もく。

　アニルは視し線せんを部へ屋やのあちこちにゆっくりと巡らせ、最後にもう一度こっちを見て、

「君は、その責任という物を考えたことはありますか？」

「え……」当然のことを改まって聞かれてしまい、一いつ瞬しゆん言葉を見失って「あ、当たり前だよそんなの！　たくさん人が死んだんだよ？　それで何も感じないわけがないじゃない！」

「それならば良いのですが」アニルは重苦しい息を吐き「それでは、仮に、今この場にあの事件で家族を失った方が現れたら、あなたはどうしますか？」

「ど、どうって……」言葉を失い、視線をさまよわせて「それは……だから、その人の話を良く聞いて、何か困ってないか教えてもらって……」

「その方が仮に事件の真相を知って、フィア君の存在を知って、『自分の家族の代わりにその子が死ねば良かった』と言ったら？」

　頭の中が真っ白になる。

　内心の動揺を押し隠そうと、必死に声を張り上げ、

「な、何なのそれ！　あんたも結局、シティの人達のために誰だれかをマザーコアにする方が正しいってそう言うの──？」

「答えが見付けられないからといって、人に当たるのは感心しませんよ、錬れん君」アニルはかすかに苦笑し「私は誰が正しいとも間違っているとも言うつもりはありませんし、そもそもそんな判断が付けられるはずもありません。シティに住む人々は誰かが犠ぎ牲せいになっても自分達の暮らしが守れるならその方が良いと言うでしょうし、そのために殺される魔ま法ほう士し達はシティなど無くなってしまえば良いと言うでしょう。それは単なる立場の問題であって善悪も優ゆう劣れつも存在しない。……私が言っているのは、覚悟の問題です」

「……覚……悟……？」

　そうです、とアニルはうなずき、

「魔法士が犠牲になる世界が許せないからシティを倒す、というのは一つの覚悟です。シティの為い政せい者しやとしてはそういう方はあまり好ましくありませんが、その方が自分の覚悟をどこまでも突き通していけるというならそれはそれで誇るべきことです。でも、君はそうではない。マザーコアになるべき人を助けておきながら、シティの存在を真っ向から否定するわけでもない。君はただ目の前に現れた問題を状況に流されるままに解決して、それで事態が良い方向に進めば良いと漠ばく然ぜんと願ねがっているに過ぎません」

　アニルがソファから立ち上がる。

　錬に背を向けて部屋を横切り、壁かべの窓と向かい合い、

「私は君がフィア君を助けたことを否定しません。ですが、それによって引き起こされた全すべての結果に対して君が何の答えも持っていないのなら、それははっきりと間違いです」

　白しろ装しよう束ぞくの執政官が、こっちを振り返る。

　射い貫ぬくような目で錬れんを見据え、アニルはすっと眼鏡めがねを押し上げ、

「考えなければいけません。……その間違いは、いつか、君の大切な誰だれかを不幸にします」
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　一人ひとりになりたい、と言い残して、錬は自分にあてがわれた寝室に引っ込んだ。

　テーブル脇わきのタッチパネルを操そう作さして寝室の扉が内側からロックされているのを確かく認にんし、アニルは小さく一つ息を吐いた。

　……少し、言い過ぎましたか……

　ガラス質なテーブルの表面に映り込む自分の顔を見下ろし、苦笑する。あの不ぶ器き用ような少年を見ていると、どうも余計なことを言いたくなってしまう。

　……焦あせっている、ということでしょうか。

　自分の心情を自分で冷静に分析する。口が多いのは残された時間が少ないから。自分は死ぬまでのわずかな間に、最後に出会ったあの少年に何かを教えようとしているのだろうか。

「……なるほど」

　我われながら納得のいく分析にうなずき、立ち上がって部へ屋やの隅すみの机に歩み寄る。引き出しの二重底の下に隠された白い錠じよう剤ざいを取り出し、サイドテーブルの上の水差しとコップに手を伸ばし、

「──っ！」

　突然心しん臓ぞうに激げき痛つうが走り、アニルは手にした錠剤を握りしめる。胸を押さえてその場にうずくまり、何度も荒い呼吸を繰くり返かえす。

　椅い子すを支えに立ち上がり、何とかテーブルの傍そばまでたどり着いて、ソファに座る。手の中の錠剤を口に押し込み、水も無しに飲み下す。

　朦もう朧ろうとした意い識しきの中、ゆっくりと巡る天てん井じようのライトをぼんやりと見上げる。

　何の予兆も無しに重度の発作が起こるのは、この病気の最末期の症状。

「……さて……」

　弱々しい声が、呟つぶやく。

　ソファに身を起こし、アニルは口元に作り笑いを浮かべて、

「この心臓、後何日保もちますか……」
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　立体映像ディスプレイの放つほのかな明かりが暗い部屋を照らした。

　長い黒髪を結い上げた女執政官は、カメラの向こうで重々しくうなずいた。

『それでは、作戦は予定通り終了した、ということなのですね？』

「全すべて順じゆん調ちようです、ルジュナ執政官」真ま昼ひるはうなずき「アニル・ジュレ執政官の私物から、必要なデータを回収しました。解かい析せきには今しばらく時間がかかりそうですが、会かい議ぎ終了までには何とか間に合う手て筈はずになっています」

『そうですか……』ディスプレイの向こうのルジュナは口元に手を当てて何かを考える素振りを見せ『アニル執政官の控え室では無く、この部へ屋やで交戦があったようですが、何か想定外の事態が？』

　黒髪の執政官の視し線せんがカメラの向こう、部屋の奥の窓を振り返る。ルジュナは中央招集会議の慣例に従って中央塔の最上階、真昼が忍び込んだあの控え室に滞在している。

「こちらの魔ま法ほう士しが交戦中に偶然飛び込んでしまったようです」自分がその場にいたことはおくびにも出さず、真昼は神妙な顔を作って「窓が破損した、と聞いていますが」

『それはすでに修復しました。問題ありません』ルジュナはカメラに向き直り『ともあれ、今日きようの対応についてはお礼いたします。あなたの機き転てんが無ければ午後の会議は推進派の良いように進行してしまう所でした』

　ディーが巻き起こした会議場での騒さわぎは、真昼の期待通りの効果を発揮した。マザーシステムに関する討議は形だけは再開されたものの動揺した市民にまともな議ぎ論ろんなど期待出来るはずもなく、全ては明あ日す、一からやり直しということになった。

「ですが、これで我われ々われが会議場に姿を見せることは不可能になりました」真昼は重々しい口調を作って「執政官席の間近で戦せん闘とうを行ったとなれば、今さら『テロリストの潜せん入にゆうは誤報』と片付けるわけにもいきません。明日の行動は、少し変更せざるを得ません」

『承知しています』ルジュナはうなずき『先ほどのニュースで、あなた方はシティの外部に逃走したという公式の発表を出させておきました。明日の会議は我々に任せ、賢けん人じん会議はマザーコアの候補の究明に全力を尽くしてもらうことになります』

「了解しました」

　答えて、通信を切ろうとする。

　と。

『それで……そちらの魔法士、セレスティ・Ｅ・クラインという少女は、無事に帰き還かんしたのですね？』

　思いがけないルジュナの言葉。

「は……？」とっさに答えにつまり、咳せき払ばらいして「はい、いささか危険ではありましたが、問題なく帰還しています」

　そうですか、と答えてルジュナが通信を切る。ディスプレイの映像が消失し、同時に天てん井じようのライトが灯ともる。

　二〇階層、ルジュナ邸の二階、賢人会議にあてがわれた客室の一つ。

　真ま昼ひるは椅い子すの上で大きくのびをし、部へ屋やの隅すみのサクラを振り返って、

「ってことで、サクラもお疲れ様。セラのこと、ありがとね」

「私はただ迎えに行っただけ。貴方あなたに礼を言われることではない」いつもの黒いドレスに着替えた少女は真ま面じ目めその物の顔で「セラを助けたのはあのクレアというマサチューセッツのエージェント。報告を受けていないのか？」

「や、そりゃそうだけど、そうじゃなくてね」

　苦笑混じりに答えると、少女は不ふ思し議ぎそうな顔をする。諦あきらめ半分でため息を吐つき、んー、と首を傾かしげて、

「何かいろいろあったみたいだけどセラは何も教えてくれないし。サクラは何か知らない？　セラとそのクレアが一いつ緒しよにいる所は見たんだよね？」

「ああ。だが、私が見たのは顔を隠した女が兵士に向かって発砲しながら逃げていく所だけだからな」サクラも首を傾げ「ディーも何も教えてもらえなかったらしい。さっき廊下であったが、セラが口をきいてくれないと言ってずいぶん困っていたぞ」

　そう言って、サクラはふと部屋の扉を振り返り、

「そういえば、あの二人ふたりは呼ばなくて良いのか？　どうせ、明あ日すも今日きよう以上に忙しいのだろう？　作戦会議は早いほうが良いと思うのだが」

「もちろん、後で呼ぶよ」

　答えて、膝ひざの上の携けい帯たい端末を取り上げる。

　テーブルにのせてひっくり返し、ディスプレイをサクラが見やすい角度に向け、

「けどその前に……サクラにだけは見せといた方が良いと思ってね」

　何だ？　とサクラがテーブルに近寄る。ディスプレイに映し出された文書を覗のぞき込み、素す早ばやく視し線せんを走らせる。

　その表情が、見る見る内に強こわ張ばる。

　サクラは青ざめた顔をディスプレイから上げ、こっちに視線を向けて、

「真昼……これは……」

「ルジュナ・ジュレ執政官の端末から拝借したデータ。もう、裏も取ってあるよ」

「……どういうことだ？」サクラは全く理解できない様よう子すで「貴方はマザーコアの候補を突き止めるために中央棟の最上階に潜せん入にゆうして……そして、アニル・ジュレ執政官の控え室からデータを持ち出したのでは無いのか？」

「あの人がそんな大事なデータをわざわざ持ってくるわけないからね」真昼は小さく首を振り「サクラには悪かったけど、敵を騙だますにはまず味方。……僕の目的は最初っから、そっちのルジュナ執政官が持ってたデータだよ」

「では、先ほどの『明日の会議終了までにマザーコアの候補を突き止めるという報告は……」

「真まっ赤かな嘘うそ」真昼は肩をすくめ「今晩中に他ほかの執政官に連絡して、明日の段取りを付けるよ」

「そうか……」

　サクラの指が、携けい帯たい端末の電源を落とす。

　テーブルに片手をつき、こっちを見下ろして、

「コアの候補者の正体、いつから気付いていた？」

「わりと最初の方から」真ま昼ひるはうつむき加減に答え「って言っても確かく証しようは無かったからね。本当は今日きようの作戦で何もデータが得られなかったときに備えて、この先の手も何個か用意してた。真っ先にルジュナ執政官の部へ屋やを調しらべたのも、とりあえずってだけで、他ほかの反対派の執政官の部屋も全部調べるつもりだったんだけど……」

　なるほど、とサクラが呟つぶやく。

「セラとディーを呼ばなかったのは、そういうわけか」

「あの二人ふたりはすぐ態度に出るからね。特にセラの方は何かルジュナ執政官と仲良くしてたみたいだし、ぎりぎりまで知らないままの方が良いのかな、って……」

　言葉を切り、少女を見上げ、

「甘いと思う？」

「ああ、甘いな」

　サクラはあっさりとうなずく。

　テーブルから手を離はなし、こっちに背を向けて、

「……だが、私も同じことをした」

　そっか、と真昼は笑う。

　視し線せんを天てん井じようのライトに向け、束つかの間ま、目を閉じ、

「辛つらいね……何か、いろんなことがさ」
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　三人分のティーカップが、ほわりと湯気を立ち昇らせた。

　月つき夜よは砂糖とミルクの入った紅茶のカップをスプーンで良くかき混ぜ、テーブルの向こうに押しやった。

「ほら、淹いれてやったわよ。感かん謝しやしなさい」

「いや、お前なぁ……」

　疲れ切った顔のイルが、ため息を吐ついてカップに手を伸ばす。その顔を横目に残りのカップにもミルクを注ぎ、片方を自分の前に引き寄せてもう片方を金髪の少女に差し出す。

「どうぞ、フィア。熱あついから気を付けてね」

「はい、ありがとうございます」

　エメラルドグリーンの瞳ひとみを細めてにっこり微笑ほほえみ、少女がカップを受け取る。隣となりで見ていたイルが「おれとえらい扱い違うやないか……」とぼそり呟つぶやく。

「す、すみません！」無視した月つき夜よの代わりに何な故ぜかフィアが頭を下げ「あの、今日きようはありがとうございました。良かったら、紅茶、私の分も」

「あー、ええねんええねん。んな気ぃつかわんでも」ロシア訛なまりの英語で答えてイルはぱたぱたと手を振り「ってーか、どっちか言うたら礼はそっちからもらいたいねんけど。まさか思うけど、約束忘れとらへんやろな？」

　分かってるわよ、と月夜は呟く。

　フィアを助け出す代わりに、真ま昼ひるから賢けん人じん会かい議ぎの目的を聞き出してその情報をイルにも分ける、それが自分から言い出した約束。

　それを違たがえるつもりはもちろん無い。無いのだが……

「何て言ったらいいのかしらね……」紅茶を一息に飲み干し、勢い良く皿に戻して「あんた、『世界を変える』って、どんなことだと思う？」

「は？」イルは首を傾かしげ「何やねんそれ。まさかとは思うけど、あの兄にいちゃんがそんなわけ分からんこと言い出したんちゃうやろな」

「そのまさかだから困ってんのよ」月夜はテーブルに肘ひじをついて両手を額ひたいに当て「ねえ、フィアはどう？　『世界を変える』って真昼が言い出すとしたら、何考えてるんだと思う？」

「え……」少女は困った顔で考え込み「良く分かりませんけど……でも、もし真昼さんがマザーシステムの無い世界を作るつもりだとしたら、『世界を変える』なんて言わないではっきりと『シティを倒す』って言うと思います」

「そうなんか？」イルが割って入る。「けど、賢人会議の目的はその『シティを倒す』ことやねんぞ。ほんならあの兄ちゃん、テロリストの仲間になって何やるつもりやねん」

「それが分かんないから困ってんでしょーが」

　とにかく、このままではいけない。明あ日すは会議二日目。市民全すべてを巻き込んでマザーシステムを巡る議ぎ論ろんが行われるというのに、真昼の考えが自分には読み切れない。

　単純に考えれば賢人会議の目的はマザーコアの候補者を見つけ出し、コアの交換を阻そ止しすること。だが月夜には、『世界を変える』などと大きなことを言った真昼がそれだけで満足するとは到底思えない。

　テーブルの表面に指を当て、こつこつと叩たたくこと数回。

「……決めたわ」顔を上げ、テーブルの反対側のイルを向いて「私もちょっと本気出すわ。ってことで、あんたこいつ何とかしなさいよ」

　首にはまったままのチョーカー型スタンガンを指でつつく。

「いや、ってことでって言われても、おれにはさっぱり分からへんねんけど」

「はぁ？　鈍にぶいわねぇあんた、空気読みなさいよ」

「つ、月夜さん、それはちょっと無理なんじゃ……」

　慌てた声を上げるフィアを置いておいて、立ち上がる。

　だからね、とテーブルに身を乗り出し、イルの顔に自分の顔をこれでもかと寄せて、

「本気で手て伝つだってやるから、とりあえずこれ外はずせって言ってんの」
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　淡あわいピンクの壁かべ紙がみが貼はられた船室に、明かりが灯ともった。

　どこか少女趣しゆ味みな空気が漂う部へ屋やの真ん中で、クレアは所在なく立ちつくした。

「悪いな汚ねぇ部屋で。何しろ、前にいたヤツが船下りてから四ヶ月も経たっちまっててよ」

　うっすらと埃ほこりの積もった床ゆかに足を滑すべらせ、ヘイズががりがりと頭をかく。ベッドとテーブルが一つきりの部屋の隅すみには、前の住人の忘れ物らしき小さなパンダのぬいぐるみが一つ、ちょこんと飾られている。

「後で別な部屋掃除して空あけっけど、それまではこの部屋で適当にくつろいでてくれ。後で別なヤツが様よう子す見に来るから、分かんねぇことがあったらそいつに頼たのむわ」

　また後でな、と言い残してヘイズが部屋の外に出る。我われに返って声をかけようとしたときには手遅れで、歩き出す青年の後ろで扉が音を立てて閉まる。

　仕方なしに部屋を見回し、コートを脱いで一息。

　ピンク色のカバーがかかったベッドの縁ふちに腰を下ろし、クレアは顔をうつむかせた。

　……何やってんのよ、あたしは。

　どうして自分がこんな所にいるのか分からない。あのヘイズという青年に助けられてシティの外に飛び出し、青年が用意したらしいフライヤーに乗せられて小さな町に連れてこられたのはほんの数十分前のこと。

　ヘイズの知り合いだという飛ひ行こう艦かん艇ていの修理工房でこの真まっ赤かな船に案内され、通されたのが今いるこの船室。

　成り行きに任せてこんな所まで来てしまったものの、あの青年が何を考えているのかさっぱり分からない。

　……あたしがマザーシステム推進派の敵だ、ってのは分かってるのよね……？

　マサチューセッツに報告を送る自分の姿は、あの青年に一度見み咎とがめられてしまっている。自分が協力者を装よそおってコアの交換計画を妨害するために送り込まれたスパイのような物だということも、青年ならうすうす感づいていることだろう。

　そういえば、今日きようはまだ、本国への定時連絡を済ませていない。

　どうしようと一いつ瞬しゆん焦あせり、すぐにどうでも良くなってため息を吐ついた。

「どうでも良いか、もう……」

　昼間の出来事を思い出し、とたんに口元に笑えみが浮かぶ。セラとの会話と、その後に現れたもう一人ひとりのフィアという少女。三人で自治軍の兵士に追われるハメになってしまい、最後はセラをかばって大ピンチに陥おちいった。

　大変な一日だったはずなのに、どうしてだか笑いそうになってしまう。

　……あの子なら、ディーの傍そばにいても大丈夫よね……

　脳内で仮想視界のスイッチを切り、金髪をポニーテールに結わえた少女の顔を頭に思い描く。ディーの隣となりにふさわしいのは自分よりあの子の方なのだと、認めてしまったのにどうしてだか苦しくない。胸の中が空からっぽになったような、だけど重い塊かたまりがようやく溶けて消えたような、そんな清すが々すがしさみたいな物が心の中に広がっている。

　ディーに会いたいと願ねがい続けた半年分の思いは、残らずあの子に持って行かれてしまった。

　今はもう、あの少女のこれからの戦いを応援するような気持ちさえある。

「何か、ほんとにやること無くなっちゃった……」

　これからどうしよう、と思う。マサチューセッツに戻ってエージェントを続けたとして、自分はもうシティのために働く気にはなれない。だからといって、軍を裏切って逃げ出すような度胸も無い。シティの庇ひ護ごを失ってどうやって生きていけば良いのか、シティの外で暮らしたことがないクレアにはさっぱり分からない。

　……ほんとにダメね、あたしって……

　うつむいたまま盛大なため息。これではいけないと自分で自分の頬ほおを叩たたき、空から元げん気きを付けてともかく顔を上げ、仮想視界のスイッチをオンにし、

「……え……」

　目の前に浮かぶ、巨大な横よこ線せん三本のマンガ顔。

「な、な、な……！」

　ベッドの上を全力で後あと退ずさり、壁かべに背中を押し当てて、

「ちょっ、な、なによあんた！」

『驚おどろかせてしまいましたか。失礼いたしました』

　立体映像ディスプレイに描かれているらしい巨大な顔が、お辞じ儀ぎするようにひらっと揺れる。

　目が二本に口が一本。線三本のいい加減な顔は両目をにゅっ、と曲げて何だか笑え顔がおっぽい表情を作り、

『初めまして。本ほん艦かんの管制システム、ハリーと申します。クレア様』

　……クレア……様？

　たぶん生まれて初めて聞く呼び名に飾り物の目を白黒させてしまう。これまでの人生で傍そばにいなかったタイプのキャラだ。

「管制システム……って、HunterPigeonの制せい御ぎよ中ちゆう枢すうってこと？」

『はい、おっしゃる通りです』

　ハリーを名乗る疑ぎ似じ人格は胸を張るように立体映像ディスプレイの顔を反らし、すぐに、おや、と何かに気付いたような顔して、

『そういえば、クレア様はあのFA-307のマスターでいらっしゃるのでしたね。お目にかかれて光栄です。いかがですか？　本ほん艦かんの船室は』

「……ま、まぁ良いんじゃない？　広いし」

　クレアの船『FA-307』にはそもそも操そう縦じゆう室しつ以外にまともな部へ屋やなど無いのだが、そこは伏せて答える。

　ハリーは『それは良かった』と横よこ線せんの目をにゅにゅっと曲げて喜び顔を表現し、

『本艦に滞在中のあらゆる要望は、私に何なりとお申し付け下さい。ヘイズが戻るまでしばらく時間が御ご座ざいますが、何か今の内にやっておきたいことなど御座いますか？』
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「え……」いきなりの問いにちょっと困り「そ、そうね……じゃあ、とりあえず着替えときたいんだけど代わりの服とかある？」

　お任せ下さい、と答えて、マンガ顔が仮想視界から消える。

「……変な船……」

　ベッドの縁ふちにすとんと座り込み、クレアは人差し指を額ひたいに当てて、んー、と考え込んだ。
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「──で、何かい。シティのエージェント勢いで助けて、ここまで連れて来ちまった、と」

　スチールを削り出しただけの簡かん易い灰皿から、タバコの煙が立ち上った。

　根本まできっちり吸い終えたタバコをぐりぐりと押しつぶし、サティはテーブルに頬ほお杖づえをついてこっちを見上げた。

「あんたのそれも、たいがい癖くせだねぇ。貧乏くじ引くのもほどほどにしたらどうだい」

「ほっとけ。どうにかなる物ならとっくに治してらぁ」ヘイズはプラスチックカップのコーヒーを一口含み「とにかく明日あしたには出て行くから迷惑はかけねぇ。あんたかルジュナの着古しの服でもあったら貸してやってくれ」

「そりゃ構わないけど、シティに入る算段はついてんのかい？　あんたはともかくあっちの子は偽造ＩＤも持ってないんだろ？」

「それも今から何とかする」煙の淀よどんだ天てん井じようを見上げて息を吐き「ま、あんたが手て伝つだってくれるってんなら話は早ぇけど、どうせ別料金なんだろ」

　軽口を装よそおって、ダメ元で聞いてみる。

「そうだねぇ……」サティは腰のベルトからスパナを外はずして自分の肩を叩たたき「負けてやらない、こともない」

「マジか……？」

　初めて聞く老ろう婆ばの言葉に目を見開く。

　サティは、ああ、とうなずき、

「あの子の偽造ＩＤ一つなら、一晩もありゃ作れる。その代わりと言っちゃなんだが……」

　一息。

　サティはスパナの先を首のツボに押し当て、

「その会かい議ぎ場じように、あたしも案内しな」

「……は……？」意味の分からない発言に、硬直する。「いや待て、ちょっと待てババァ。そりゃいったいどういう……」

「鈍にぶいやつだねぇ。あたしも出るって言ってんだよ。その会議」

　さも当たり前のようにサティが答える。

　スパナをテーブルの上に放り投げて立ち上がり、

「あの馬ば鹿か共どもの顔見に行ってやる。……嫌いやとは言わせないよ、ヘイズ」







　　　幕間　開演の朝　～adjournment～







　夜明けを告げる鐘かねの音ねが、ニューデリーの街に響ひびいた。

　昼間照明の淡あわい光に照らされていく第一階層の通りを、割れんばかりの喧けん噪そうが包んだ。

　人々はすでに通りのそこかしこにあふれ出し、街頭ディスプレイの周りに即席の会場を設営している。階層間エレベータの前には会かい議ぎの参加を許された三万五千人の市民が列を成し、軍の輸ゆ送そう用ようフライヤーで次々に中央塔に運ばれていく。

　市民の話し声が重なり合い、巨大な音となってニューデリーの街に響き渡る。

　人々の興きよう味みはただ一点、昨日きのうの会議で打ち切られてしまった、マザーシステムに関する議ぎ論ろんに集中している。

　三ヶ月前の賢けん人じん会議の海賊放送以来、その話題は市民の間でひっそりと語り続けられている。『シティの機き能のうはいったいどうやって維持されているのか』──人々が心の隅すみで疑問に感じつつあえて目をふさいできたその問題は、マザーコアという具体的な形を得たことで市民の間に急速に浸透しつつある。

　そこに持ってきて、今回の会議。

　テロリストの乱入によって市民団体の報告が中断されてしまったことはかえって市民の興味をかき立て、一夜が明けた今ではニューデリー市民一千万人の誰だれもが家を飛び出して街頭ディスプレイの前に集まり、自分なりの憶おく測そくを語り合うという状況が発生していた。

　一日目には中央塔の周囲に集中して軍の警けい備び部隊は、シティ全域に均等に配備されていた。シティの外部に脱出したというテロリストの再度の襲しゆう撃げきを恐れてのことはもちろん、今や全階層の通りという通りを埋め尽くした市民に対処するため、軍は全すべての予備戦力を投入せざるを得なかった。

　──西暦二一九五年二月五日、午前六時。

　シティと魔ま法ほう士しの関係に新たな一歩を刻むことになる大おお舞ぶ台たい。

　その準備が、整いつつあった。
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「……さて、みんな、準備は出来た？」

　冷え切った朝の空気が、ゆるやかに頬ほおを撫なでた。

　市街地の喧噪から離はなれた公園の外はずれ。鉛色のシティの空を見上げ、真ま昼ひるは一つうなずいた。

　ゆっくりと視し線せんを下ろし、目の前に並ぶ顔を順番に見つめる。サクラ、ディー、セラ。三人は一いち様ように緊きん張ちようした面おも持もちで、こっちをじっと見上げている。

「作戦計画は配った通り。資料に目は通したよね？」

　三人がそれぞれの言葉で肯定の意を返し、小さくうなずく。それにうなずき返し、真ま昼ひるは背後を振り返る。

　視界の彼方かなたにそびえ立つ、巨大な白い塔。

　中央招集会かい議ぎ、会議場。

　剣も弾丸も飛ばない、賢けん人じん会議の『戦場』。

「みんな、そのまま聞いてね」視線を空に向けたまま、独り言のように呟つぶやく。「これからみんながやる戦いは、たぶんこれまで経けい験けんしたどんな戦いよりも難むずかしいと思う。銃もＩ－ブレインも役に立たない。負ければ死ぬよりももっと大切な物をたくさん失う。……それでも、僕らはやらなきゃいけない。誰だれもやってくれないなら、僕らがやるしかない」

　歌うようにそう言って、振り返る。

　三人の真剣な顔に、もう一度うなずいてみせる。

「……剣の一振り、魔ま法ほうの一いち撃げきじゃ変わらない物、変えられない物がある」

　遠くでは、絶え間なく響ひびく市民の喧けん噪そう。

　真昼は息を吐き、にっこり笑って、

「それを、ここから変えに行こう」







　　　　なかがき







（注）本シリーズもとうとう「上・中・下」の三分冊エピソードとなってしまいましたが、これは「書くのが遅い作者に定期的に作品を出させるための苦く肉にくの策さく」とかそういうわけではありません。エピソードⅤの下巻を読んだ方から「面おも白しろかったけど足の小指の上に落として死にそうになった」という感想を頂いた作者の、心こころ遣づかいの賜たま物ものです。嘘うそだと思った方は足の小指の上に落としてみて下さい。ほーら、軽いから痛くなーい。え？　痛い？　おかしいですね……




　……原稿が珍しく遅れなかったというだけでこんなにあとがきのネタに詰まるとは思いませんでした（挨あい拶さつ）。

　初めましての方には初めまして、そうでない方にはお久しぶりの三さえ枝ぐさです。ウィザーズ・ブレインⅥの中、四ヶ月ぶりにお届けいたします。昨年十二月に出た上巻の感想をネットなどで見ていますと「下巻は一年後かー」というのがちらほらありましたが、二重の意味で予想を裏切ってしまいました。

　四ヶ月後です。そして中巻です。

　下巻もきっと年内に出ると、作者は信じています（遠い目）。




　ともあれエピソードも三分の二を終えて、いよいよ本格的に各キャラが入り乱れてきました。本編を読まれた方はお楽しみ頂けましたでしょうか？　待ってましたの組み合わせも予想外な組み合わせも飛び出す展開で書いている身としてはとても楽しいのですが、皆さんに喜んで頂けるかどうかは別問題。話の流れもエピソードⅤまでとは少し違う感じですし、「こんなのウィザーズ・ブレインじゃないやい」と怒ってる方がどこかにいるかも知れません。

　どうか石を投げられませんようにと、作者は祈っています。

　部へ屋やの隅すみっこでWiiリモコンを振り回しながら。ぶんぶんぶん。




　ところで話は変わりますが、今回の原げん稿こうと並行して二月発売の電でん撃げきｈｐ[image: まる４６]に短たん編ぺんを書かせて頂きました。「正しい猫の飼い方」というタイトルで、本編に出番が無い代わりということでファンメイとエドが登場します。ついでとばかりに顔出しでインタビューも受けて、カラー十数ページ特集まで組んで頂きました。純すみさんの美び麗れいなイラストとか格好良いイラストとかステキなイラストとか満載です。気になる方は今からでも遅くないので本屋さんでバックナンバーを注文してみて下さい。でもって、ついでに最近体重が気になる作者の写真を黒インクで塗りつぶしておいて下さい。




　とまあ、そんな所で中巻なかがきはこの辺で。

　次回はいよいよ物語の佳境。アニルが繰くり出す巨大怪かい獣じゆうを相手に、FA-307に隠されたマサチューセッツ軍の秘密最強究極兵器『ドリルエンジン』が炸さく裂れつします。嘘うそです。この嘘予告シリーズもだんだんネタが苦しくなってきましたが、そんなことはさておき下巻に乞こうご期待。




　それでは、皆さまに一日も早くお会い出来ますよう。




　二月某日、自宅にて。「蒼あおき炎フランム」を聞きながら。


三さえ枝ぐさ零れい一いち









　今回はＢＧＭはありません。あしからず。
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三さえ枝ぐさ零れい一いち

１９７７年兵庫製。最近びっくりしたのは、徹夜明けで気が付いたら家に「パワー９」があったこと。どうやら寝ぼけて注文したらしい。ビバＭＴＧ廃人。分からない人はネットで検索してみよう。
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純すみ 珪けい一いち

黒を愛する黒い絵師。ジャージから着替えてコンビニまで歩くか着替えずに簡単な料理をするかどっちが楽かを真剣に考える毎日。意外とコンビニって近いようで遠いです。
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ウィザーズ・ブレインVI




再さい会かいの天てん地ち〈中〉








三さえ枝ぐさ零れい一いち
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